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　女の子の声が響ひびき渡わたる。

「お母さん！　お父さん！」

　光一つない洞どう窟くつ。甲かん高だかい少女の声は、闇やみに吸い込まれるように消えていった。

　暗くら闇やみの中に、一人。いつまで待っても、少女の期待するような返事は来なかった。

「「「「ギェッゲッゲッグッグッ……」」」」

「ひぃっ!?」

　得体の知れないモノの声が、反はん響きようする。それはまるで、少女を嘲あざ笑わらうかのよう。

　甲殻爬虫類リザルドスの鳴き声？

　幻炎爬虫類サラマンドラの叫さけび声ごえ？

　それとも、呪蟲類スコルピアが喉のどを鳴らしている？

　姿は見えない――何も見えない。

　闇の中、音だけが反響する。

　土を踏ふむ音、崩くずれる音、そして、あの音――「「「「ギェッゲッゲッグッグッ……」」」」――その音が次し第だいに大きくなってくる。

「……お、お母さ……ぅ……お父さん！　……う、うぅ」

　声が裏返って、出ない。少女はその場で倒たおれてしまった。もう、諦あきらめるしかなかった。

　深い闇の中、少女はもう、自分が目をつぶっているのか開けているのかすら、判わからない。

　すると突とつ然ぜん、少女の目の前にヌッと飛び出してきたモノがあった。

「っ!?」

　呪蟲類スコルピア――巨きよ大だいなサソリのような顔が、少女を見つめていた。光る目に照らされ、唾だ液えきまみれの巨大な顎あごが、まるで刃やいばを研とぐようにシャリシャリと鳴らされる。

　痛いのは嫌いやなのに。そんな小さな願いすら、叶かないそうになかった。

　少女は、諦めの中、静かに目をつぶろうとした――

　その瞬しゆん間かん、少女の目前を何かが横切り、物もの凄すごい音を立てて呪蟲類を吹ふき飛とばした。

　そこにいたのは、キラキラ輝かがやく鋼鉄の甲かつ冑ちゆうだった――だけど中に人が居ない。甲冑の中には、闇の塊かたまりと、光る瞳ひとみだけが見える。

　動く甲冑が、文字通りの鉄てつ拳けんを構えながら、そこに立っていた。

「ひっ!?」

　また魔ま物ものが出てきた!?

　少女は、あまりの絶望にクラクラと目め眩まいがした。

　甲冑の鉄拳は、呪蟲類の頭を粉ふん砕さいしていた。頭を失った呪蟲類は、霧む散さんしていく。

　こんな一いち撃げきを喰くらったら、少女の頭だって弾はじけ飛んでしまうに決まっている。

　逃にげないと……でも、少女の身体にはもう、ぜんぜん力が入らなかった。

　甲冑が振ふり向むいた。顔がないから判らないが、恐おそらく少女を見下ろしているらしい。

「やぁ、待たせたな！」

　魔物がしゃべった!?

　魔物は言葉を話せないはずなのに。少女は、あまりのことに何も言えなかった。

「もう怖こわがることはないよ」

　甲冑の声は、まるで少女の不安を気き遣づかうように優やさしくて、

「きみを助けに来た。この『霊騎士デユラハン』がキミを守るから、もう大だい丈じよう夫ぶだ」

「え？　たすけ……て、くれるの？」

「ああ。もちろんだ。俺たちは《緋十字クルセデイア》だからな」

　甲冑から――霊騎士から聞こえてくる、自信にあふれた男の人の声。

　と同時に、霊騎士がポーズをとって、腕うでを見せてきた。さっきまで気付かなかったけど、そこには腕わん章しようがあった。その腕章に描えがかれているのは、『白盾』と、『赤い十じゆう字じ架か』。

《緋十字》――ダンジョンに巻き込まれた人々を救い出してくれる、救助部隊だ。

「……ぁ」

　少女は安あん堵どの声を漏もらした。だけど、すぐに別の不安が込み上げてきた。

　このダンジョンに巻き込まれているのは、自分だけじゃないから。

「お、お母さんとお父さんは？」

「大丈夫。先に助け出しているよ。……そうだ。ちょっと待っててくれ」

　男の人の声がしなくなった。すると、まるで通信機の話し手が代わるみたいに、

「こんにちは。ねぇ、あなたのお名前を教えてくれませんか？」

　とても丁てい寧ねいな、女の人の声。ごっつい甲冑とは不似合いすぎて、ちょっとおかしかった。

「アリス、です」

「アリスちゃんですね？　……ふふっ。私の名前にそっくり。私の名前はね――」

「冷血女の『アイス』ちゃん」

　また別の声がした。少しぶっきらぼうな女の人。

「だ、誰だれが冷血女ですかっ。私は『アリシア』です。嘘うそを教えないでください」

「私には冷たい」

「冷たくないです。むしろ、ニアにはいつも怒おこってるから、熱いくらいですよっ」

「誰が上う手まいことを言えと？」

「なっ……くっ。別にいいじゃないですかっ」

「照れた」

「照れてないです」

「照れるくらいなら言わなければいいのに」

「照・れ・て・な・い・で・す！」

　甲冑の中の人たちはとても賑にぎやかで、アリスはちょっと楽しくなってきた。

　ケンカをしているみたいに見えても、この人たちは仲が良いんだ――友達なんだ。

　そのことが、アリスには伝わってくるから。

「ん。私たちの無む駄だ話ばなしは終わり。リオンが戻もどってきた」

　ぶっきらぼうな女の人の声がした、かと思うと、

「アリス？」「アリス！」

　そこに、アリスの良く知った声が聞こえてきた。顔は見えなくてもすぐ判る。

「お、かあ、さん……おとう、さん……うっ……うあぁぁぁぁぁぁん……」

　我が慢まんしてた涙なみだが、嗚お咽えつが、もう止まらなかった。

『ダンジョンに巻き込まれたときは、静かにしなければいけない。魔物に見つかるから』――そう授業で習っていたのに、無理だった。

　だけど、誰もアリスを咎とがめようとはしなかった。

　泣いてもいいんだ――もう騒さわいでも大丈夫なんだ。

　だって、緋十字の人が助けに来てくれたんだから。

「さぁみんな、早く帰ろう」さっきの男の人の声がした。「ダンジョンから脱だつ出しゆつだ！」

「はい！」「ん」

　緋十字の人たちが声を掛かけ合あう。

「おーっ」

　そこにアリスも加わってみた。

　そしたら、みんな笑いだしていた。お母さんもお父さんも笑っていた。

　アリスも笑った。

　この世界は、怖いことがたくさんあるけれど。

　緋十字がいてくれたら、すごく安心できるんだ。
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　この世界は、ダンジョンに襲われている。

《空間裂断デイネージヨン》

　文字通り、空間が結界に遮しや断だんされ、結界内の空間が突とつ如じよとして別世界に変じてしまう。

　大気が澱よどみ、大地が歪ゆがみ。

　魔物が現れ、人を襲う。

　緑豊かな山や川、牧歌的な農村、多くの人が暮らす帝てい都とでさえも、まるで天候が変わるかのように容易に、異質な光景へと変へん貌ぼうし、囚とらわれてしまうのだ。

　人々はその空間を、俗ぞくに『ダンジョン』と呼んでいる。脱出困難な『迷めい宮きゆう』だと。

　黒くいびつな植物に覆おおわれ、特とく殊しゆなガスが放出されている――森林・草原。

　いかなる技術で造られたのか、まったく解明できない建造物の朽くちた姿――廃はい墟きよ・遺い跡せき。

　暗く狭せまく、崩ほう落らくや圧潰で人々を閉じ込め、時にその命を奪うばっていく――洞窟。

　等々……。




　ダンジョンが初めて歴史に登場するのは、起源暦れき二二四年――およそ三〇〇年前のこと。

　そこからの人々の歴史は、ダンジョンとの戦いの歴史となっている。

　最初の頃ころは、一方的な敗北。

　人は、ただ巻き込まれ、閉じ込められ、そして葬ほうむり去さられてしまうだけだった。

　ごく稀まれに、偶ぐう然ぜんのかたちで脱出できた者もいたが、無事では済んでいなかった。

　不思議な力――《霊心体アルマ》を使う、魔物たちに襲われて。

　武器も効かず、防具も紙のように貫つらぬかれ、切られ、燃やされ、潰つぶされてしまう……。

　だが、やがて転機が訪おとずれる。

　今から一五〇年前。起源暦三七九年――太帝暦元年。ダンジョンから帰き還かんした者の中に、霊心体に目覚めた者が現れたのだ。後に『太帝』として帝てい国こくを築く、英えい雄ゆうだ。

　霊心体というモノは、ヒトの精神構造・深層心理を基き礎そとした特殊能力だった。

　それは、たとえば「空を飛びたい」とか「遠くの物を見たい」などという表層的な願望ではなく、それよりも更さらに深い、いわば『本能・本質』と言うべき『心』に基もとづいている。

　この力は、危機的状じよう況きようにおける生存本能から目覚めることもあれば、ひとつの信念を貫き通すことによって目覚めることもある。

　もっとも、望み通りの力が発現するとは限らない。表層的な願望と、深層にある本能は、異なることが多い。

　霊心体のことは――ヒトの心のことは、いまだ解明しきれていないところもあるのだ。

　それに関連して、ひとつ、有力な仮説がある。

　霊心体を使えるもう一つの存在――魔物は、霊心体そのものが命を得たモノである、と。




　ヒトが霊心体の力を得て以降、人々は、魔物に対たい抗こうするため、そして何より、ダンジョンに敗北しないために、霊心体を研究し、一いつ般ぱん化かし、成長させていった。

　その結果、約七割の人々が、それぞれ個性的な霊心体を発現するに至ったのだ。

　それは例えば……

　風や火や水など、自然物を操あやつることができる能力。

　剣けんや鎧よろい、使い魔など、物を具現化することができる能力。

　自分の身体を剣に変えたり、腕を増やしたりするなど、変身することができる能力。

　ただ、これらの能力を実用的に扱あつかえるのは、ほんの一ひと握にぎりの者に限られている。

　それでも、もはや人々は、ただダンジョンに襲われるだけの存在ではなくなったのだ。

　一方で、それは必ずしも、人々の『勝利』を意味するものではなかった。

　ダンジョンの脅きよう威いは、今も尚なお、人の歴史に刻まれ続けている。

　ダンジョンは、正に迷宮――そこからの脱出は非常に困難なのだ。

　出口はただ一ヶ所だけ。広大で複雑なダンジョンのどこかにある、結界の『穴』を見つけ出し、その唯ゆい一いつの出口から脱出しなければならないのだから。

　その穴が、たとえマグマの中や、はるか上空や、石の中にあったとしても。

　霊心体を駆く使しして、発見し、脱出しなければならない。

　制限時間内に――ダンジョンが消えてしまう前に。

　ダンジョンという異質な空間、それは本来、この世界に在るべき存在ではない。実際、ダンジョンは非常に不安定な存在であり、時間経過により消失してしまう。

　跡あと形かたもなく、名な残ごりすら残さず。

　ダンジョン内に残された人と共に、消えてしまうのだ――
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「――そのような不幸を、我々は絶対に許しません。ダンジョンが消失するまでの制限時間内に、すべての人を救い出す。それが、私たち《緋十字クルセデイア》の任務なのです……」

　アリシア・アイナビスタは、ついさっき自分が言っていた言葉を復唱してみた。

　いったいどれだけの人の耳に、心に、この言葉は届いたんだろう。新人たちのあの浮うかれぶりを見ては、誰も聞いていなかったかもしれない。

　月に一度の任命式、平均では二、三人しかいない新入隊員だが、今月は一〇名に及およんだ。

　というのも、今月は豊穣季ペルセフイアの初月、つまり高等学校教育の終しゆう了りよう直後の月だった。それに加えて、今年は太帝暦一五〇周年ということで、緋十字にも特別賞しよう与よが出るという。

　志望者が増え、実力者が集まるのは嬉うれしいけれど、その理由があからさますぎる。

　もっとも、アリシアも、自分が聖人君子であるなどと言うつもりはないけれど。

「……はぁ」と、アリシアは聞こえよがしに溜ため息いきを吐ついた。誰にも聞こえないのだが。

　ここは、サンクリステ帝国の中心：帝都イスカリューダ。

　一いつ般ぱん人じんは入ることができない『壁かべ』の内側に保護された、中ちゆう枢すうのひとつ――緋十字本部。

　地上二五階にもなる巨大な塔とうがそびえ立つ、その屋上に、アリシアはいた。

　彼かの女じよは、帝都を守る緋十字の現げん役えき隊員だ。

　そして先ほど、現役隊員の代表として任命式に出席し、新人に向けて訓示をした。

　正確には、『代表とさせられて』『訓示をさせられた』だが。

　実力から言えば、アリシアは現役最強だ。それに、常つね日ひ頃ごろから礼れい儀ぎ正ただしいことでも評価が高い。これほど代表に相応ふさわしい者はいないだろうと、みんなが推すい薦せんしてくれた……が。

　実際は、面めん倒どう事を押おしつけたかっただけなのだ。アリシアもそれくらいは理解している。

（……でも、今の私にはそれしかできないし。それくらいは頑がん張ばりたいものね）

　季節は豊穣季を迎むかえ、太陽ホーリーグレアは穏おだやかに大地を照らし、暖めている。

　ふと、アリシアの綺き麗れいな金きん髪ぱつが風に舞まった。胸に掛かる髪かみがたなびき、光を纏まとって輝く。咄とつ嗟さに髪を押さえたアリシア、その腕には、腕章が取り付けられている。

　それは緋十字の証あかし――『白盾』と『緋ひ色いろの十字架』の紋もん章しようが刺し繍しゆうされている。

　きっと今も、どこかで子供たちが腕に布を巻いて、『緋十字ごっこ』をして遊んでいることだろう。仲の良い友達と一いつ緒しよに。

　ふいに、アリシアの耳に笑い声が届いた。いつもは静かな屋上なのに、今日は違ちがう。

　一五ｍミターほど下の窓から漏れてくる声。任命式を無事に終えた新入隊員たちが、先せん輩ぱいの現役隊員たちから歓かん迎げいされ、気楽なパーティをしているところだった。

　ふと、さっき自分が新入隊員たちに言った訓示を思い出して、アリシアは苦く笑しようした。

「緋十字は、基本的に小隊チームで動きます。信しん頼らいのおける者と共に、互たがいの欠点を補い合い、また長所を伸のばし合うことができます。そしてもちろん、安心感や信頼によって、自らの霊心体もより強くなれるでしょう。是ぜ非ひ、信頼できる仲間や先輩を見つけてください」

　そんなことを、アリシアは新入隊員たちに伝えたのだ。

　自分のことは棚たなに上げて。

「ふわぁ……あふぅ」

　アリシアは、大きな胸を張るように伸びをして、あくびをひとつ。昨夜は妙みように緊きん張ちようしてしまって、ほとんど眠ねむれなかったのだ。

「おやおや、大きなあくびだねぇ」

　ふと、背後から急に声を掛けられた。ローブを羽織った老ろう齢れいの男性がそこに立っている。

「エ、エンデ統とう帥すい。……あの、気配を消して近づく癖くせ、やめてください」

「はっはっ。こんなジジイに後ろを取られる程度じゃ、アリシアくんもまだまだじゃな」

　そう言って快活に笑うのは、リギ・エンデ。御おん年とし七十八歳さい。

　帝国の都市に散らばる緋十字、そのすべてを統すべる存在――統帥だ。

　顔立ちはどこにでもいそうな老人だが、その名と偉い業ぎようは全国に響き渡っている。

　国軍の最高階級である総司令官に二七歳の若さで就任し、その任期中、他国などの侵しん攻こうや空間裂断に関して一人の死者も出さなかった『生ける伝説』にして、現在の緋十字の組織的な基礎を作り上げた人物。

　特に、当初は国軍の救護部隊でしかなかった緋十字を、完全な独立組織として再編し、軍紀や命令、国境からの自由と権限を認めさせたことは、ダンジョンからの救助効率を飛ひ躍やく的てきに向上させた。

　緋十字誕生から約四〇年、エンデ統帥は、ときに表おもて舞ぶ台たいから退くこともあったが、周囲の厚い支持もあって、今は統帥としてみんなを統べ、そして支えている。

　もっとも、当の本人は、自分を『偉い人じん』などとは考えていないのだが。

　そのため、統帥の立場にあっても、こうしてフラフラ出歩いては、入隊五ヶ月足らずのアリシアに対しても気さくに話しかけてくるのだ。

「任命式の訓示、御ご苦く労ろうじゃったな」

「恐きよう縮しゆくです」

「しかし、あれじゃな。笑いの要素がちと足りなかった点は、今後の課題じゃ」

「え？　いえ、任命式での訓示なので、笑いの要素はいらないかと……」

「むぅ。相変わらずアリシアくんは妙に頑がん固こじゃのぅ。少しは私を見習ってじゃな……」

「丁てい重ちようにお断りします。今日なんて司会の人に止められてたじゃないですか。訓示でいきなり歌い出すなんて思いませんでしたよ。……もう。統帥はいつもいい加減すぎます」
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　この二人の間では、いつもこんな会話になる。

　初めの頃は遠えん慮りよしていたアリシアも、その度に『遠慮などするな』と怒られ続け、そして現に統帥の適当ぶりを目まの当あたりにしていては、必然、態度も変わっていくものだ。

「そう言うアリシアくんこそ、いつも真ま面じ目めすぎるのじゃよ」

　エンデ統帥は少し怒ったように、だけどどこか楽しそうに言うと、

「今朝は本当に驚おどろいたぞ。前々から、任命式では普ふ段だんの緋十字の姿を見せるべく、普段着で来るようにと言っておいたのに、それでもなお正装で来るとは思わなんだ」

「そ、それは、公的な行事ですから……。ですが、緋十字の幹部の方々も正装でしたし、あれなら、わざわざ私も一いつ旦たん帰って着き替がえてくる必要まではなかったと思いますけど」

「ほぅ。きみはもう幹部気取りなのか。確かに実力は抜ばつ群ぐんじゃが……困ったものだ」

「ち、違います！　そういうわけでは……」

「うっはっはっは」

　困った顔を見せたアリシアに、エンデ統帥は楽しそうに笑ってみせた。

　アリシアは苦笑を返して、溜息をついた。こんなふうに振り回されるのは慣れている。

　とはいえ、まさか「着替えてきなさい」なんて『命令』をされるとは思わなかったけど。

　お陰かげでアリシアは、式が始まる数分前になって、片道一ｋｍキヤラミターあまりの距きよ離りを往復して、わざわざこの私服に着替えてくる羽目になったのだ。

　細身のチュニックにケープ、そして動きやすさを重視したスカート。アリシアにとって定番のコーディネートだった。特にこのスカートは、裾すその方が重くなっていて、余よ程ほどのことがなければめくれない。通つう称しよう：鉄てつ壁ぺきスカートと呼ばれる、働く女性に人気の品だ。

　そして何より。

　腰こしに装着している『特製ベルト』――普段着であれ正装であれ、これだけは忘れない、アリシアにとっての必ひつ需じゆ品ひんだ。

　むしろ、これさえあれば、下着姿であろうと任務達成できる自信がある。

　この特製ベルトには、様々な長さの『筒つつ』が取り付けられているのだ。

　右の腰の部分には、小さな『筒』が横並びに結ばれていて、まるでナイフの鞘さやがいくつも並んでいるようにも見える。

　一方、腰の左側には、長い『筒』が二本あり、こちらはまるで長ちよう剣けんの鞘のように見える。

　この格好は、まるで剣で戦う騎き士しのようだが、アリシアの『武器』は剣ではない。

　長短様々な『筒』――その中にあるのは、筒状に細く丸められた『布』だけ。

　それが、統帥をして『実力は抜群』と言わしめる彼女の武器――そして仲間だ。

「ところで、アリシアくんはパーティの方には出ないのかね？」

「あ、はい。ここの見張りの役目を代わっているので、見張りをしなければなりません」

　それは嘘ではないけど、建前だ。本当は、ああいう場所が苦手なだけなのだから。

（私がいても、周りの空気を重くするだけだから……）

「しかし、見張りを一人きりで任せるとは。いったい本来の見張り役は誰だったんじゃ？　緋十字の仲間意識の大切さを判っておらん奴やつじゃ」

「ぅ、いや、えと……」その言葉は、むしろアリシアにとって耳が痛かった。「私は一人でいる方が集中できるので、その……」

「うん？　そう言えばアリシアくんは、救助活動も単独でやっておるようじゃな」

「うっ……」

「きみの真面目な性格は、悪いわけではないがなぁ。そもそも誰かと組もうにも、きみの霊心体はずば抜ぬけておるし、『協力』ではなく『足あし手で纏まとい』になってしまってはのぅ」

　エンデ統帥は、いろいろとお見通しのようだった。

　アリシアは、確かにいつも一人ぼっちだ。だけど、好きで一人でいるわけじゃない。

　エンデ統帥の言うように、アリシアの実力が抜きんでているということもある。

　愚ぐ直ちよくなまでに一いつ生しよう懸けん命めいになるあまり、一人ですべてやってしまう――

　一人ですべてできてしまう。

　だから、いつの間にか、誰もアリシアについてこられなくなってしまったのだ。

　そして何より、もう一つの理由がある。

　アリシアの霊心体は、得体の知れないモノを呼び出すのだ。

　特製ベルトの筒に入れられた布、その布に描かれた『魔ま法ほう陣じん』から。

　まるで魔物のような、しかし、どの魔物とも違っていて、そして何より、どの魔物よりも強力なモノ――

『神しん獣じゆう』

　すなわち『神話上の存在』を、呼び出し、そして使し役えきすることができるのだ。

　かれらは敵なのか味方なのか？　そもそも生き物なのか？　具現化して創つくり出したモノなのか？　新種の魔物を操っているだけなのか？　まさか神話上の存在が実在していて、それを呼び出したのか、まさか……。

　そんな誰もが抱いだいている疑問、その疑問に答えられる者は、いない。

　アリシア自身も、かれらを使役できるにもかかわらず、その『正体』までは知らない。心のありのままを発現した結果がコレなのだ。それ以上の説明は、自分にもできない。

　霊心体の精せい鋭えいが集まる緋十字、その中にあって、アリシアの霊心体は得体が知れない。

　その疑問は不安となり、やがて恐きよう怖ふにもなる。

　信頼を力とする緋十字にあっては、僅わずかな不信も致ち命めい的てきなものになりえてしまう。

　お陰で同どう僚りようからは、陰で『孤高の魔皇帝エンペリオ』などと称しようされ、避さけられている。名前のセンスは酷ひど過ぎるのだが、それが余計に、他のみんなとの距離を感じさせる。

　一方で、むしろ一いつ般ぱん市民からは、初見のときこそ怖がられるものの、その後は、助けてもらった恩義などもあって、仲良くしてもらっている。それはそれでいいのだけど。

（……マヤ先輩みたいなモノ好きには、もう、出会えないのかな）

　まだアリシアが独りでなかったときのことを、つい思い出してしまう。

　俯うつむきながら黙だまってしまったアリシアに、エンデ統帥は肩かたをすくめて見せると、

「まぁ、任務の仲間はさておくとしても、日常生活での友達がおれば良かろう」

「べ、別にっ……日常生活でもソレが全すべてってわけじゃないですけどね」

　つい語気を強めて反応していた。アリシアにとっての禁句が聞こえてしまったからだ。

　するとエンデ統帥は、「あっ……」と何かを察したように視線を落として、

「まさか、アリシアくんには友達がおらん……のか？」

「あ、う、その……」

　またしても禁句を浴びせられて、アリシアは口ごもってしまう。

「てっきり、チームを組まないだけで、友達はおるものとばかり……。済まなかった」

「……いぅ、い、いないとは言ってないじゃなぅるすくあぁ……」

　思い切り噛かんでしまった。アリシアの顔がカッと熱くなる。

　しばらく、気まずい沈ちん黙もくが続いた。

　やがて、エンデ統帥はコホンと空から咳せきをして、話題を変えてくれた。

「そ、そう言えば、仲間で思い出した。きみは『幻歌姫セイレーン』の噂うわさは知っておるかの？」

「え、あ、知っていますけど、それが何か？」

　アリシアは内心ドキリとさせられていた。実際は『噂を知っている』どころではない。

　幻歌姫の噂――

　ダンジョン内にいると、ときどき、歌が聞こえてくることがある。

　それは、ただの歌ではなくて、《霊心体》の歌。

　ときに疲つかれが取れ、ときに傷が癒いえ、ときに魔物を遠ざける……。

　それを経験した人々は、畏い敬けいの念を込めて、彼女のことを『幻歌姫』と呼んでいる。

「幻歌姫は、救助を妨ぼう害がいするようなことはなく、むしろ助けられることが多い。ゆえに、『仲間』としてみる隊員もおる。じゃが、一般人がダンジョンへ意図的に侵しん入にゆうするのは、褒ほめられた行こう為いではない。その姿を見た者はなく、歌声が女性のようじゃから『姫ひめ』と称されているが、実際の性別すら不明という。侵入の目的も判らない以上、油断はできん」

「確かに、怪け我がを治してくれることもありますけど、救助活動が全部終わってから侵入してくることもありますし……。いったい彼女は何を考えているんでしょう」

　アリシアにも、それは判らない。

　アリシアは彼女の無感情な顔を思い浮かべつつ、自分でも知らないうちに苦笑していた。

　すると突然、エンデ統帥が「ふふっ」と吹き出した。

「な、なにかありましたか、統帥？」

　いきなりのことに、アリシアは戸と惑まどいながら訊きいた。

「いやなに、なかなか面おも白しろいことになっているなと思って、ついね」

「お、面白い、ですか？」

「うむ。アリシアくんも一人じゃない、それは面白いことではないのかね？」

「んなっ!?　な、面白いって……あっ、えと、もうこの話題はやめましょう！」

　そう言って、アリシアは強ごう引いんに誤ご魔ま化かしながら顔を逸そらした。

　……でも。

　彼女だけは、いつもアリシアの近くにいてくれる。

　それは、凄すごく嬉しいことだった。




　一方そのころ。塔の一八階にある、緋十字隊士室。

　ここでは今、新入隊員の歓迎パーティが開かい催さいされていた。

　普段は簡素でむさ苦しい部屋だが、今日は違う。見み違ちがえるほどに飾かざられたテーブルの上には、豪ごう華かな料理が並んでいる。

　部屋の奥おくには隊員たちの武骨な荷物や武器が置かれているのだが、今はそれも見て見ぬふり、それぞれにパーティを楽しんでいる。

　緋十字の先輩隊員が主しゆ催さいとして、緋十字の背広組や、軍の幹部たちの顔も見える。

　このパーティは無礼講で、立食形式となっている。ここで新入隊員は、気楽に談だん笑しようしながら、どのチームに所属するかを決めたり、今後のためにコネを作ったりするのだ。

　それは、チーム制で仲間意識が大切な緋十字にとって、生死を分ける分ぶん岐き点てんになりうる。

　新人はもちろん必死だが、先輩隊員たちも、優ゆう秀しゆうな仲間を集めようと目を光らせていた。

　色いろ鮮あざやかで折り目がついた腕章と、ほつれて色いろ褪あせている腕章。守られる側から守る側へとなった新人たちは、『白盾・緋十字』の下に、これから多くの人を守っていくのだ。

　そんな中、会場の隅すみで一人、黙もく々もくと食事をしている男がいた。

　リオン・ノードス。

　彼かれもまた、今日、晴れて緋十字の隊員となった。その手には、崩れそうなほど山盛りの料理を積んだ皿。かなり不安定に積まれているが、器用にも、何一つこぼさず食べている。

　高級食材が調理され、見たこともない料理が多数並んでいる。サメの卵、肥満ガチョウの肝かん臓ぞう、真っ黒なキノコ等々……。正直、どれも美味おいしくはない。

　しょっぱいつぶつぶ、脂し肪ぼう肝かん、鼻の中に匂においがこびり付く塊……。

　だけどリオンは、黙々と食べ続ける。なにせ自分は歓迎される側――タダ飯なのだから。

　今日は朝から、厳格な式典やら手続やらが続いていて、リオンの頭は疲れていた。

　その上、ついさっきまで先輩たちから勧かん誘ゆうされ続けていて、「俺のチームは一番優秀だぞ」とか「是非ともきみと仲間になりたい」とか言われ続けていたのが、キツかった。

　みんながみんな、口を揃そろえたように、

「きみは、あの『死せる伝説』：マヤ・ロジーナ先輩の弟で子しなんだろ。期待してるよ」

　そんな言葉が、キツかった。

　あと、もうひとつ。少し驚いたことがあった。というのは、

「きみの霊心体を見てみたいんだ。自己紹しよう介かいがてら、見せてくれないかな」

　と訊かれたことだ。

　そんなこと、見れば判ると思っていたのに。

　リオンは、さっきから彼らの目の前で、自分の霊心体を使っているのだから。

　それを訊かれる度、リオンは「お、あれ美味そうだから、誰かに取られないうちに取ってこないと」と適当に誤魔化して逃げていた。

　そのお陰で、更に大量の料理が積まれたわけだが、まぁ食べる分には問題ないだろう。

　もっとも、味の意味でも精神的な意味でも、あまり美味しくは感じないのだが。

　正直、彼らと組むなら一人でいた方がいい。

　それは別に、彼らの能力を見下しているわけではなくて。

　そもそも、彼らが欲ほつしているのは『リオン・ノードス』じゃない。

『マヤの弟子』――その『力』が欲ほしいのだ。

　それならリオンでなくてもいい。ただ強い人が欲しいだけ……。

　そんな代だい替たいの利きくモノを、『仲間』だなんて呼んでほしくなかった。

　リオンは、ふと、さきほど先輩の女性隊員が訓示していた内容を思い出していた。

『是非、信頼できる仲間や先輩を見つけてください』

　その言葉は、なんとなく、マヤのことを思い出すようなものだった。

　性格や信頼を重視して、地位・金・力なんかは一いつ切さい無視。

　仲間とか家族とか、そういうモノをとても大切にしていて……

　自分自身のことを大切にしなかった。

　そんな恩人のことを。

（……俺には、あんなふうに仲間を作れないのか）

　リオンは、悔くやしさと寂さびしさの混じった想おもいから、料理を勢いよくヤケ気味にかき込んだ。

「美味おいしそうに食べるね」

　ふと、隣となりに歩み寄ってきた男が声を掛けてきた。

　どこがだよ？　と言いたくなるのを我慢しつつ、リオンは振り向いた。

　リオンよりやや長身の、国軍の制服を着た男が、笑えみを浮かべてリオンを見ていた。

　ヴァルニック・ディエル。

　一九歳という若じやく年ねんながら、帝国軍の大たい尉いとして、帝都配属の実動部隊を統とう括かつしている。

　そんな紹しよう介かいが任命式の中で行われていたのを、リオンは思い出す。帝国の最重要地域を守護する隊の隊長、要するに、実力面においては、この男こそが軍のトップとなるわけだ。

「はじめまして。リオン・ノードスくん」

「どうも、はじめまして。ヴァルニック・ディエル大尉」

「ヴァルでいいよ。年も同じくらいだし、お互い堅かた苦くるしい言こと葉ば遣づかいは無しだ。特に階級なんて要いらない。コレは実動部隊でいろいろ動きやすいよう、適当に付けたモノだからね」

　ヴァルニックは、笑みを絶やさない男だった。
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　人ひと懐なつこいというよりは、本心が見えない。まるで仮面のような笑顔だ。

　となると、こちらもまだ本心は出せない。

「じゃあ遠慮なく。俺はどうも敬語が苦手なんだ。まともな教育を受けてないもんでね」

「なぁに、この世界では良くあることさ。キミの故郷だって、あんなことになってしまったら『教育』なんてできるわけがないからね。お悔くやみ申し上げるよ」

　なるほど、ヴァルニックは知っていたようだ。まぁ、調べれば判わかることではあるのだが。

　リオンは、七歳のときに家族を失った。

　一〇年前、彼の故郷：マティアは空間裂断に襲われた。そして、リオンを助けようとした両親が、身代わりとなるようにダンジョンに閉じ込められ、そして消えた。

　そんな境きよう遇ぐうでは、まともな教育なんて受けられない。そういう人は、この世界には多い。リオンは、その大勢の中の一人でしかないのだ。もっと酷い境遇の人も、いる。

　ヴァルニックは、想いにふけっていたリオンに微笑ほほえみかけてくると、

「それでも、マヤ・ロジーナと出会えたことは、不幸中の幸いかな？」

「ヴァルも、俺をそういう目で見てるのか？」

　リオンが低い声で言うと、ヴァルニックは肩をすくめて見せて、

「それがどういう目なのか知らないけれど。僕ぼくはただ、キミが彼女の名を聞くたびに哀かなしそうな顔をしていたから、言ってみただけだよ。他意はない」

「悪意があるな」

「いやいや、『死せる伝説』のことを話しただけさ」

　それはもっと悪意がある。

　リオンは料理を強引に掻かき込んだ。口を塞ふさがないと、つい叫さけんでしまいそうになる。

　マヤは『死んだ』わけじゃない！　『ダンジョンで消えただけ』だ！

　その信念が、リオンの心の支えとなっている。

　そして、リオンが緋十字に入隊した理由の一つでもある。

　エンデ統帥が『生ける伝説』と称されるのに対して、マヤは『死せる伝説』と呼ばれることがある。

　その実力は、エンデ統帥をして「私以上の逸いつ材ざいじゃ」と言わしめたほど。

『風』を自在に操ると言われる、その霊心体。

　この霊心体自体は別に珍めずらしいものではない。その中にあって、彼女が『伝説』たりえるのは、その威い力りよくがずば抜けていたこともあるが、何より、ある偉業を成したためだ。

　それは、『空間裂断が起こる前に助け出す』という、ある意味で矛む盾じゆんした、それでいて最高の救助活動を行ったのだ。

『予鳴震』と呼ばれる予兆――耳をつんざくような音が鳴なり響ひびくと、一いつ瞬しゆんでその場に『飛んで』行き、そして空間裂断が起こったときには、既すでに人々は『風』に護まもられながら安全な所に飛ばされていた。

　そんなことをやってのけたのだ、あいつは……。

　ふと、リオンの鼻の奥がツンと痛くなった。あまり思い出に浸ひたっていてもダメだ。これじゃあまるで、もう死んでいる人を思い出しているみたいで、気分も悪くなる。

「ところでヴァル」と、リオンは強引に話を変えた。

「うん、なんだい？」

「料理のおかわりを取ってきていいか？」

　既にリオンの皿は空になっていた。それを見たヴァルニックは、大おお仰ぎように身み振ぶりを加えて、

「どうぞご自由に。今日の主役は、キミたちだ」

　それを聞き、リオンは適当に料理を集めて積んでいく。

　すると、周りの人が……特に先輩の隊員たちは、リオンに何か言いたげな顔をしていることに気付いた。だけど何も言ってこない。まるで怖こわがっているような態度だ。

　この恐怖は、リオンに向けられたものではない。ヴァルニックに向けられている。

　どういうことだ、とリオンは怪け訝げんに思った。

　もしかして、ここの軍は嫌きらわれているのか？　しかし、そんな話は聞いたことがない。

　軍には、戦せん闘とうに特化した霊心体を持つ者たちが集まっている。

　その戦闘の相手となるのは、人だ。

　たとえ空間裂断という人類最大の敵があったところで、人同士の争いはなくならない。

　その中にあって、軍は街を、国を、そして人々を守っている。

　軍は恐怖の対象ではなく、緋十字と同じく、憧あこがれの対象のはずだ。現に能力者の中には、緋十字ではなく軍を目指す人も多い。

　なのに、ヴァルニックに対するこの視線、この空気。

　これは、軍という組織に対するものではなく、ヴァルニック個人に対するものか。

　そんなことを考えながら、山盛りの料理と共に戻もどると、ヴァルニックが笑顔で言った。

「キミは、とても軽くて自由な性格なんだね」

「あぁ、まぁ、この性格については諦あきらめてもらうしかない。一応、悪気はないんだ。敬語もマナーも酷いかもしれないが、敬うべきは敬っている」

　性格に関しては、教育係が悪すぎたと思っている。親を失った上、人格形成の大事な時期を、天てん衣い無む縫ほうを体現するような少女と四六時中一緒に過ごしていたのだから。

『どうせあたしたちは仲良くなれる。だから、敬語で話す必要なんてないでしょ？』

　そんな彼女の言葉を思い出す。屈くつ託たくのない笑顔と一緒に。

「僕もキミを非難するわけじゃない」ヴァルニックは肩をすくめて、「僕だって、敬語も礼れい儀ぎもあったもんじゃないんだ。ただ、今の僕はそういうものを不要とする地位になっている、それだけのことさ。何より、キミが僕と対等に接してくれるのが、嬉しいしね」

「ただの新入隊員が、軍のトップと対等だなんて言われてもなぁ」

「立場の話じゃなく、実力の話だったら？」

　そう言ったヴァルニックは、ここで初めて、心から楽しそうな笑顔を見せて、

「キミの霊心体、さっきから料理の山を崩さないために使っているよね。米の一粒つぶ一粒、それより小さいキャビア一粒すら、的確に結び付けている。他の料理も含ふくめたら、いったい全部でどれほどの数を結び付けているんだか。しかもそれ、一定以上の力を持つ者じゃないと見えないようにしているんだよね？」

　それは、リオンが『見れば判る』と思っていたことだった。だけど少し誤解がある。

「別に意図的じゃない。俺おれの霊心体は、力を弱めて使うと、勝手に見えなくなるんだ」

　自分の意思で見えなくすることもできるが、今回のことには他意はない。必要最低限の力を使ったら、それが見えないほどの弱いモノだっただけのこと。

　とはいえ、それが相手の力量を測ることになっているのも、事実なのだが。

「まぁ、そういうことにしといてあげるよ。この話、キミの霊心体が見えなかった先輩たちにも聞こえちゃったら、キミも居い心ごこ地ちが悪いでしょう」

　ヴァルニックは笑いを含めながら言った。わざとらしく大きめの声で話しているくせに。

　周囲からピリピリした視線が集まってくる。だがヴァルニックは意にも介かいさず、

「その力、キミには是非とも、軍に入ってほしかったんだけどね」

「俺には、そのつもりはない」

「知ってるよ。緋十字と違って、軍はダンジョンに入っていくのが仕事じゃないからね」

　ヴァルニックは、まるでリオンの心の内を見み透すかすかのように微笑むと、

「見つかるといいね。キミの大切なモノ」

　そう言って、リオンに軽く手を振ふり、そのまま部屋を出ていった。

　さて。さっきのヴァルニックの話のせいで、リオンには部屋中の視線が集まっていた。とはいえ、そんな人目を気にするほど、リオンは繊せん細さいではないのだが。

　そのとき、この空気が堪たまらないといった感じで、一人の先輩が声を上げた。

「さ、さて、そうだ！　新人には、霊心体を使って、何か隠かくし芸げいをやってもらおうか」

　どうやら先輩たちは、どうしてもリオンの霊心体を見たいらしい。別に秘密にしているわけでも出し惜おしみをしているわけでもないのだが、誤解をさせたようでバツが悪かった。

　その先輩の声に押されるように、周囲も強引ながら、少しずつ賑にぎやかになっていく。

　次の瞬しゆん間かん――




　――キイィィ…………キイィィィィィィィィィン……




　突とつ然ぜん、耳鳴りのような高音が響いた。まさに空気を切きり裂さいたような、耳みみ障ざわりな音。

　予鳴震――空間裂断の前兆となる音だ。

　この予鳴震が鳴り響くと、規模の小さいモノでは瞬しゆん時じに、規模の大きいモノでは十数秒後に、空間裂断が起こる。もはや逃にげる間もないほどの天変地異なのだ。

　そして緋十字にとっては、これが任務開始の合図でもある。

『ダンジョン出現！　方角は南東、距離およそ二〇ｋｍキヤラミター、タイプは森林です』

　やがて、見張りの女性による報告が、通信機越ごしに伝えられた。

　その瞬間、パーティ会場の空気は一変した。

「行くぞお前ら！」

「おう！」「あぁ！」

　さっきまで思い思いの場所で飲み食いをしていた先輩隊員たちは、既にそれぞれの装備を整え終えていた。そしてすぐさま、チーム毎ごとに部屋から駆かけ出していった。

　ドアからだけでなく、この一八階の窓から飛び出していく者もいた。そのまま、ある者は風を操って、ある者は腕うでを翼つばさに変形させて、仲間と共に空を飛んでいく。

　緋十字は、チーム毎に、出動しやすい場所に集まって待機し、そこで担当チームの決定を待たなければならない。

　その後、統帥が、ダンジョンの規模やタイプ、ダンジョンとの距離、各チームの得手不得手や準備態勢等を勘かん案あんして、突とつ入にゆう担当のチームと後方支し援えん担当のチームを決定する。

　当然ながら、待機が済んでいないチームは、担当になることができない。

「おい新人！　俺たちはＢ地点に集合だ。間ま違ちがえたり遅おくれたりするようなら除名だぞ！」

「え、あ、は、はいっ」

　声を掛かけられた新人が、ようやく事態を把は握あくしたように振り向いた……が、彼が顔を向けたときには、既に彼のチームメイトは誰だれ一人ひとりとして残っていなかった。

　一瞬にして、この部屋には新人だけが取り残されていた。

　リオンは、そんな新人たちを尻しり目めに、先輩たちとほぼ同時に駆け出していた。

　リオンが皿を後ろに放ほうり投なげると、それは料理を乗せたまま、まるで操られたかのように綺麗にテーブルに乗せられた。と同時にリオンが腕を引き寄せると、その腕に引っ張られるように部屋の奥からリオンの荷物が飛んできた。救急用品やライトを入れた、ポーチ付きベストだ。それを着用しながら、リオンは勢いよく部屋を飛び出した。

　窓から、文字通り飛び出したのだ。

　目指すは屋上だ。まずダンジョンを目視したい。となれば、外を行くのが最も速い。

　自由落下が始まる前に、リオンは屋上を見やる。およそ二〇ｍミターほどの距離だ。問題ない。

　リオンはすかさず自分の霊心体を発現した。イメージするのは、摑つかむ……縛しばる……繋つなぐ……決して切れない結び付き。

　そしてリオンは、屋上に向かって腕を振り上げた。

　それは、他の緋十字隊員から見れば、ただ腕を空から振ぶりしただけにしか見えないだろう。だが今、リオンの手と屋上の縁ふちは、リオンの霊心体で繋がっている。

　リオンはすぐにクンッと腕を引いた――直後、リオンは屋上へと舞い上がっていった。




　予鳴震が聞こえた瞬間。

　屋上にいたアリシアとエンデ統帥は、音がした方角――南東の端はしに駆け寄よった。

　目前に広がるのは、居住区と農地とが明確に分かれた風景。

　ごちゃごちゃした居住区に、塔を囲むような同心円状の環かん状じよう道路と、その円の中心から放射状に延びる街かい道どう。街道を追って遠くを見やれば、穂ほ波なみの揺ゆれる草原と、山脈が広がる。

　すると突然、広大な草原の一部が、ぐにゃりと歪ゆがんで見えた。

　一面の緑の中に、どす黒い稲いな妻ずまが走った。数拍はく置いて、空気を切り裂く雷らい鳴めいが響き渡わたる。そこに突とつ如じよ、黒紫色の靄もやを纏いながら、巨きよ大だいな半円ドームが出現した。

　空間裂断の発生。そしてあのドームの中こそが、ダンジョンなのだ。

　距離は、ここから約二〇ｋｍキヤラミター。それでも明確に目視できるほどの、かなり大規模な空間裂断が発生していた。

「今日も仕事か。最近は多いな」

　エンデ統帥の声は、一変、鋭するどいものになっていた。ひとたびダンジョンに対たい峙じすれば、救助のためには、ときに冷れい酷こくな決断すらためらわない。それが、エンデ統帥だ。

「靄が薄うすまるぞ。さて」エンデ統帥が呟つぶやいた。「……あれは、森林タイプか」

　エンデ統帥の言うように、ドームを覆おおっていた黒紫色の靄が晴れていく。

　その奥にあるのは、黒紫色の靄よりも更にどす黒い森だった。

　爽さわやかな緑が広がる草原の中に、横たわる黒。

　まるでそこだけが常とこ夜よに包まれたか、はたまた腐くさり朽くちたかのような、黒い森。

　異質な存在――この世界に在らざるべきもの――ダンジョン。

　何度見ても慣れることはない。そもそもできることなら見たくないのだ、こんな光景は。

　アリシアはすぐに通信機を取り出すと、隊員に向けて目視の状じよう況きようを伝達する。

「ダンジョン出現！　方角は南東、距離およそ二〇ｋｍキヤラミター、タイプは森林です」

　伝達を終えると、アリシアはすぐに出動の準備を整えていく。と言っても、既に彼かの女じよの準備は万全だ。この特製ベルトの筒には、武器となり仲間となるモノたちが揃っている。

「アリシアくんなら、どれほどで着くかの？」

「二分で着きます」

　アリシアは自信満々に言い切った。

「ふむ。ならば、突入担当はアリシアくんに頼たのむことになりそうじゃな」

「はい。アリシア・アイナビスタ、これより任務を遂すい行こういたします」

「すまないね。きみに任せてしまって」

「え？　いえ、問題ありませんよ」

　恐おそらく、他のチームの準備が遅れているのだろう。誰だれしも、せめて歓迎パーティくらいは楽しみたいものだろうに。

　幸か不幸か、アリシアは単独チーム。自分の準備が整えば、すぐに現場に飛んで行ける。

　アリシアは、仇きゆう敵てきを睨にらむようにダンジョンを見み据すえる。

　既に靄は完全に晴れて、ダンジョンの規模も明確になっていた。目算で直径四〇〇ｍミターといったところか。あの規模ならば、二時間ほどで消えてしまうだろう。

　それまでに緋十字は、巻き込まれた人を捜そう索さく・救出しなければならないのだ。

　いざ出動だ。アリシアは、屋上の縁の上に登ろうとして……

「……ん？　糸？」

　そこに、光ひかり輝かがやく『糸』が絡からみついているのが見えた。なんか不自然で、怪あやしい。

　緊張感の中で警けい戒かいしていたアリシアは、その糸を投げ捨てようと引っ張った。すると糸はゴムのように伸びて……かと思うと、急にズシンッと予想以上の重さが加わって……。

「どぅぁっ!?」

　ふいに男の悲鳴が聞こえた、と同時に塔とうの下方から何かが飛び上がってきて……

　男の人が釣つれた!?

　突然の理解不能な出来事に、アリシアは身体が固まった。すると男は、なぜかアリシアに引き寄せられるように向かってきて……

「きゃう!?」「ぐぇぶっ!?」

　二人は避けることもできずに激げき突とつし、絡まるように倒たおれ込んでしまった。

「つっ……いたたぁ」

　アリシアは尻しり餅もちをついて、思わずそう呟いた……けど、言うほど痛くなかった。何かがお尻の下にあって、クッションになっていたのだ。

「ア、アリシアくん、その、大だい丈じよう夫ぶかい？」

　エンデ統とう帥すいが、なぜか遠慮がちに声を掛けてきた。アリシアは「はい」と短く答える。いきなり人がぶつかってくるなんて最悪だ。とんだ邪じや魔まが入ってしまった。

「んぐ……つっ!?」

「んぁあっ!?」

　いきなりお尻の下にある『クッション』がモゾモゾ動いて、生温かい空気を吹ふきかけてきた。思わず変な声が出ちゃったじゃないか。

　キッと『クッション』を睨みつけると、そこに――アリシアのお尻の下に人が寝ねていた。さっきの男が仰あお向むけに倒れていて、アリシアは、その男の胸に座すわっていたのだ。

　つまりアリシアは、男のまさに眼前で、スカートの中を見せてしまっていたわけで……

「きゃあっ!?」

　アリシアは悲鳴を上げて立ち上がった。足に力が入らなくてプルプル震ふるえそうだけど、怒いかりと羞しゆう恥ち心しんを力に変えて必死にこらえる。これではさすがの『鉄壁スカート』も無力だ。

「へ、変態ぃっ！」

「なっ、だ、誰が変態だ!?」

　男が起き上がりながら反論してきた。

「あなた以外に誰がいますか。いきなり私に飛びかかって来て、それどころか……その、私の……見ましたよね！」

「ふ、不可抗力だ！　そもそも、そっちが俺の霊心体を引っ張ったりしなければこんなことには…………って、もしかしてこの心糸レイスが見え……」

「私のせいだって言うんですか!?　そちらこそ、これから私が出動しようとしていたところを邪魔してきたじゃ……」

　そこまで言いたい放題に言い合うと、二人はハッとした表情を見せて、

「「空間裂断っ！」」

　期せずしてハモってしまった。

「おや？　二人は息がぴったりのようだねぇ。仲良しなのかい？」

　エンデ統帥が笑顔で言ってきた。

「違ちがいます！」「違う！」

　また似たような反応になっていた。アリシアがキッと睨むと、向こうも睨み返してくる。

「ならば、判った」

　何がどう判ったのか、アリシアにはさっぱりだ。なのにエンデ統帥は話を進めて、

「アリシア・アイナビスタ」

「あ、はいっ」

「リオン・ノードス」

「え、はいっ」

「今回の空間裂断の突入担当を、この二名とする」

「「……はい？」」

　みたび揃って、二人とも呆ぼう然ぜんとしながら声を漏もらしていた。

　その隙すきに、エンデ統帥は通信機を取り出して、

「今回の担当、救助部隊はアリシア小隊、後方支援は……ふむ、ジャルジ小隊とする」

　と事務方に伝えてしまった。なんてことを!?　アリシアは突然のことに困こん惑わくしながら、

「エ、エンデ統帥、いきなり何を勝手に決めているんですかっ」

「勝手にも何も、私にはその権限がある」

「ぐっ……」

　そう、任務担当者の決定権を持っているのは統帥なのだ。それが却かえって性質たちが悪い。

「で、ですが、私は彼の人柄も力も知りません。そんな者とチームを組んでは……」

「それなら心配は無用じゃ」エンデ統帥は、なぜか楽しそうに微笑むと、「何なにを隠そう、リオンはあのマヤ・ロジーナの義ぎ弟ていじゃからな」

「えっ」アリシアは思わずリオンの顔を見やった。「……あなた、マヤ先せん輩ぱいの？」

　するとリオンは、なぜか不ふ機き嫌げんそうに、

「まぁな。……そっちこそ、マヤを知ってんのか？」

「知ってるも何も……。一ヶ月余りですけど、先輩にはすごくお世話になりましたから」

「へぇ……」

「あなたもやっぱり、あんな素すっ頓とん狂きような性格をしてるんですか？」

「え？」リオンは、これでもかと目を大きく見開いて驚おどろくと、「……ふ、ふざけんなっ。あんな珍ちん妙みような生き物が二人もいて堪るか！」

「た、確かに！　それは堪りませんね」

「だろ？　……まったく」

　リオンは、苦く笑しよう混じりに頬ほおを緩ゆるませていた。それが何だか、急に子供っぽく見えた。

　それはきっと、『義弟』が姉を見つめる瞳ひとみなのだろう、とアリシアは思った。

「でも、安心しました」

　アリシアは、正直な気持ちを呟いていた。

「マヤ先輩と仲が良いなら、悪い人ではないですからね」

　それは確信を持って言える。マヤ先輩は、性格こそ破は天てん荒こうだけど、人を見る目はあった。

　嫌いな人には嫌いと言うし、逆に好きな人にはベッタリ鬱うつ陶とうしいほど絡みついてくる。

　幸いにも、アリシアは後者に含まれていたし、このリオンも後者に含まれていたわけだ。

　ただ、そうなると、逆に、アリシアの霊心体を見たときのリオンの反応が心配になる。

「お二人さんよ」

　エンデ統帥が、どこか楽しそうに言ってきた。

「のんびりしておるが、きみらが担当と決まった以上、職務放ほう棄きは厳げん罰ばつじゃぞ。特にアリシアくん、二分で着くと報告したのじゃ。これが虚きよ偽ぎ報告じゃったら……判るじゃろ？」

　この人は、いつにも増してアリシアをからかってきている。なんか恥はずかしい。

「判ってますっ。アリシア・アイナビスタ小隊、これより任務を遂行いたします！」

　アリシアは半ばヤケになりつつ、勢いをつけてリオンに向き直ると、

「リオンでしたね。私はアリシア・アイナビスタです。……行けますか？」

「当然だ……が、どうするつもりだ？　正直、他チームの方がスタートは早かった。救助の迅じん速そく性せいを考えれば、今回は厳罰覚かく悟ごで、他チームに任せた方がいいんじゃないか？」

「問題ありません。私たちは、他の誰よりも早く現場に着けますから」

　アリシアは言い切ってみせると、

「もし、あなたが力不足でついて来れなかったり……怖がるようなら、置いて行きます」

「もちろん、それで構わない。俺も足あし手で纏まといになりたくはないし、なるつもりもない」

　リオンは真まっ直すぐアリシアを見返してきて、

「お互たがい最善を尽つくしていこう。経けい緯いはどうあれ、せっかく仲間になれたんだしな」

　笑顔で、そんなことを言ってきた。

　瞬間、カッとアリシアの顔が熱くなった。

　いきなり、面と向かってそんなことを言われるなんて思わなかった。

　アリシアは突然のことで困惑して、でもやっぱり『仲間』と言われたことが嬉うれしくて、頬が思わず緩んでいた。するとリオンも、少し照れくさそうに笑えみを返してきた。

　そして一変、表情を引ひき締しめ、ふたり頷うなずき合う。

　アリシアは、改めて屋上の縁に立った。今度はちゃんと、下に誰もいないと確かく認にんした。

　ここからなら、目的地まで遮さえぎる物はない。ただ真っ直ぐに、飛んで行ける。

　アリシアは、ベルトの左脇わきにある一番長い筒つつに手を掛けた。長さは九〇ｃｍセチルミターほどになる。筒の蓋ふたを開けて下に向けると、中から、折おり畳たたんで巻いた『布』が滑すべり出でてきた。アリシアはそれを慣れた手つきで摑むと、流れるような動きで一気に空中に広げた。

　二ｍミター四方にもなる、極ごく薄うすの布。そこに描えがかれているのは、魔ま法ほう陣じんだ。

　直線、曲線、幾き何か学がく模様に、アリシア自身も読めない奇き妙みような文字列……。

　それは、アリシアの心のままを写した、特とく殊しゆな魔法陣。

　アリシアは意識を集中させる――心アルマを湧わき起こす。イメージするものは、扉とびらだ。

　アリシアの身体が、ポウッと光の波に覆われて、それが魔法陣へと流れ込んでいく……

　すると、一ｍｍミルミターの厚さすらない布から、まるで血のように紅あかい、長大な物体が出現した。刹せつ那な、それは自らの姿を誇こ示じするかのように巨大な翼を広げ、空に咆ほう哮こうした。

　飛竜ワイバーン。

　神話にのみ登場する生物が、ここに現れたのだ。

　鋭い牙きばと角を持つ顔、長い首と細身の体たい躯く、そして、その身体を覆い尽くせるほどに巨大な翼を広げている。その姿は、巨大でありながら、重じゆう厚こうさを感じさせない。まさに空を飛ぶための存在であることを謳うたうように、鋭く研とぎ澄すまされている。

　アリシアは、飛竜を優やさしく撫なでると、「お願いします」と言ってその背中にまたがった。

「さぁリオン、乗ってください」

「い、いいのか？」

「大丈夫ですよ。とても優しい子です」

　それを聞くと、リオンは飛竜の背中に乗ってきた。そこには怖おそれなんてなくて、むしろ、飛竜に乗れるのを喜んでいるかのように微笑んでいた。

　無む邪じや気きなのか無む頓とん着ちやくなのか判らない。けれど、怖がられないだけでも嬉しい。

　リオンは、アリシアから少し距きよ離りをとって飛竜に摑まっていた。正直、腰こしに手を回されるくらいは覚かく悟ごしていたんだけど。

「そんな後ろで、落ちても知りませんよ」

「絶対に落ちないさ。だから、手加減なく行ってくれ」

「判りました。行きます！」

　アリシアの声がした次の瞬間、飛竜は音を置き去りにして飛び立った。

　街は一瞬にして後方に。

　そこには、アリシアの飛竜を見上げている他の隊員たちがいるはずだった。だが、彼らの姿が視界に入る時間などまったくなかった。

　この速度なら、三〇秒足らずで着くはずだ。

　背中に乗るアリシアは、特殊な力で保護されている。多少の影えい響きようは受けるものの、上下前後どんな速度で飛んでも、アリシアが落ちるようなことはない。

「うおぁっ!?」

　ふいに背後から悲鳴が聞こえて振り返ると、リオンが飛竜の尻しつ尾ぽを摑んで、落ちそうになっていた。

　特殊な力は、アリシアにのみ働いていた。これまでアリシアは他人を飛竜に乗せたことがなかったから、それを知らなかったのだ。

「リ、リオ……」「俺のことは気にするな。行け！」

　リオンは、言葉だけなら格好良いことを言っていた。見た目は非常に格好悪いが。

「判りました！」「あ、ホントに気にしないんだ……」

　リオンが何か言っていたが、もうアリシアには届かない。それほどアリシアは集中する。

　既に、黒い森は目前に迫せまっているのだ。

　飛竜は一度、その速度のまま上空をぐるりと巡めぐった。黒い森が眼下に広がる。

　まるで、そこの風景が切り取られ、別のナニかが貼はり付つけられたかのような光景。

　森の周囲は、結界に覆われている。まるでシャボンの泡あわのような、透とう明めいに揺らめく膜まく。外からの進入は自由に許しながら、中からの脱だつ出しゆつは容易に許さない、そんな結界だ。

　外からは、こうして結界越しでもダンジョン内を見み渡わたすことができる。だが、森林タイプのダンジョンは木々が生おい茂しげっているせいで、見通しが非常に悪い。

　特に、巻き込まれた人々は、魔ま物ものに見つからないようにと身を隠していることが多い。

　まずは中に入る。そこから、要救助者の有う無むの確認も含め、本格的な救助活動が始まる。

「行きましょう」

　アリシアは飛竜に声を掛け、結界の中へと突とつ撃げきしていった。

　そして、世界は一変する。




　　　　　†




　ダンジョンの空を、飛竜が舞まう。

　もっとも、そこを『空』と称しようして良いのだろうか。

『空』があるのは、結界に覆われていたドーム状の範はん囲いのみ。

　その外は、無。

　完全な闇やみに包まれている。

　だから、この『空』には太陽ホーリーグレアがない。月セレスもない。『空』を見上げたところで、そこは真っ暗なのだ。

　だが、この森は、普ふ通つうに昼と同じ明るさがある。それはまさに、どこか異世界にあった景色が、そのまま切り取られてここに貼り付けられたような、異質な世界なのだ。

　アリシアの眼下に広がるのは、黒い森だ。

　緑色であるべき草葉は黒く。茶色であるべき枝・幹も黒く。様々な彩いろどりを見せるべき花もまた、黒い。

　色だけではない。この植物たちは、特殊なガスを放出している。霊心体を含んだガスだ。

　それは、霊心体の威力を強めてくれる。ヒトだけでなく、魔物までも。

　互いの霊心体が同程度だけ強化されれば、攻こう撃げき防ぼう御ぎよ共に強化されるので問題ないのだが、どうしても濃のう度どにはムラがあるので、効果に差が生じてしまっている。入り組んだ場所にはガスが溜たまるので、そこに潜ひそむ魔物に対しては一層の注意を要する。

　ならばと、ヒトの側が常に濃のう厚こうなガスの中で戦えば良いかと言うと、そうもいかない。

　ガスによる強化は、自らの限界を超こえた力を発現してしまう危険がある。そうなると、筋肉痛のように、霊心体の発現に痛みを伴ともなうようになったり、麻ま痺ひ状態になったり、あるいは霊心体の威力が弱まったり、まったく発現できなくなった、といった事例もあるのだ。

　その逆に、無能力者だった者が霊心体に目覚めた、という事例もあるのだが、そちらはガスの効果があったからこそなのかは、確証がない。

「「「グギャアァァァァァァーーーーーーッ[image: ]」」」

　辺りに無数の咆哮が響き渡る。魔物が、アリシアたちの侵しん入にゆうを感じ取ったのだろう。

　というのも、魔物は本能的に、ヒトの霊心体を探知しているようなのだ。

　そして、常に『そのダンジョンでもっとも強い霊心体を持つモノ』を狙ねらう習性がある。

　詳くわしいことは判っていないが、まるで光に集まる虫のように、本能的に集まってくる。生存本能にも勝まさる欲望。その『光』がたとえ己おのれを滅ほろぼす『火』だとしても、かれらは集まってくるのだ。

　つまり、緋十字が到とう着ちやくすれば、ダンジョンに潜む魔物の狙いは緋十字の隊員に集中する。

　そうなれば一いつ般ぱん人じんは狙われなくなる……かと言うと、そうとも限らない。運悪く魔物の通り道で発見されてしまった場合などには、魔物は普通に、その人を襲おそっていくのだ。

　のんびりしてなどいられない。アリシアはすぐ、飛竜を地面に降下させた。

　周囲の木々は開けているものの、うっすらガスに覆われている。既に周りには、森に潜む多種多様な魔物たちが集まってきていた。

　幻風鳥類ウインデイ――風を操あやつり、高速移動やカマイタチを得意とする、鳥の魔物。

　幻火鳥類フレイヤ――火を操り、生身の人体など軽く炭化させるほどの熱を帯びる、鳥の魔物。

　甲殻爬虫類リザルドス――硬かたい鱗うろこと霊心体の鎧よろいが、その巨きよ躯くを覆う、爬は虫ちゆう類るいのような魔物。中には、ヒトのように二足歩行し、自由となった手で霊心体の武器を振るうモノもある。

　呪蟲類スコルピア――毒や麻痺や混乱など、様々な状態異常を引き起こす霊心体を操る、巨大な蟲の魔物。こちらの外がい殻かくも、甲殻爬虫類に匹ひつ敵てきするほどの硬こう度どを誇ほこる。

　視界に入ってくる限りでは、それらの群れが、まとめて一〇〇体ほど。捜索活動の前に、邪魔するモノを片付けなければならないわけだ。

　とはいえ、アリシアにとっては、馴な染じみの顔ばかり。

　飛竜にとっては、ただの餌えさだ。

「いけますか？」

　アリシアが飛竜に問うと、

「あぁ。任せろ」

　飛竜がしゃべった!?

　アリシアは思わず悲鳴を上げそうになった。よく考えれば、飛竜がしゃべるわけがない。

　声のした方向――飛竜の脚きやつ下かを見ると、その脚あしを抱かかえて立つ人ひと影かげがあった――リオンだ。

　正直なところ、アリシアは本当にリオンのことを気にせず、飛竜に思い切り飛んでもらっていた。その飛行は、リオンの身体をかなり振り回したはずだ。

　なのにリオンは、落ちることなくここにいた。『絶対に落ちない』という言葉通りに。そして、しっかりとした足取りで前に歩み出ていく。

「まずは新人である俺の力を試ためしたいんだな？　判った、ここは俺に任せてくれ」

「え？　いや、そういうわけじゃないんですけど……あのー」

　アリシアの声は、既に集中しているリオンには届いていないようだった。

　もう好きにしてもらおう。

　アリシアは飛竜から降りると、飛竜の首を撫でながら「ありがと」とねぎらい、魔法陣に帰ってもらった。魔法陣を片付けながら、リオンの背中を見つめる。

　正直に言えば、リオンがどう戦うのか気になっていた。

　魔物に対しては、霊心体による攻こう撃げきしか効かないし、魔物の攻撃は、霊心体で防ぼう御ぎよしなければ触ふれただけで致ち命めい傷しようになる。『魔物は霊心体そのもの』と言われる所以ゆえんでもある。

　それに対たい抗こうするため、鍛か冶じの霊心体の使い手が、霊心体の力を付ふ与よした武器や防具を作っているのだが……。

　リオンは、武器も防具も持っていない。それらしい装備品は、ポーチ付きのベストだけ。それもせいぜい、救急用具やライトが入っている程度だろう。

　この身軽さ、それは、自分自身の霊心体に自信があるということだ。

　ただ、そこにいる甲殻爬虫類の鎧や幻火鳥類の火は、霊心体の攻撃に対する防衛能力が非常に高い。なまじ自信のある使い手が攻撃したところで、堅けん牢ろうな鎧に弾はじき返され、あるいは高熱で武具や人体が溶よう解かいしてしまうのだ。

　それに幻風鳥類は、その移動速度ゆえ、中ちゆう途と半はん端ぱな速度の攻撃などかすりもしない。今はまだ森の中にいるため移動に苦しんでいるが、あれが開けた場所に出たら面めん倒どうだ。

　リオンは、いったいどう戦うんだろう……

　ドゴンッ！　突然アリシアの周囲の地面が掘ほり上げられ、アリシアを取り囲むように巨大なツメが突つき出てきた。地中に潜むモノの攻撃……呪蟲類の奇き襲しゆうだ！

　完全に油断していた。致ち命めい的てきな誤解だ――まさか魔物の狙いが私だなんて!?

　リオンは『そのダンジョンでもっとも強い霊心体を持つモノ』ではなかったのだ。

（防御!?　回かい避ひ!?　ダメ間に合わな……っ!?）

　鋭えい利りなツメが四方八方からアリシアを襲う――

　一いつ閃せん、鋭い光が走った。

　次の瞬間、アリシアを襲うツメは切り刻まれ、霧む散さんしていった。

　気付くと、アリシアを守るように、幾いく筋すじもの線のような『光』が周囲を包つつみ込んでいた。

　それは、リオンの腕から放たれたものだった。

　あの幻風鳥類の動きに反応した？　いや、違う。知らない間に、アリシアは前もって、リオンの霊心体に守られていたのだ。

　リオンは、安心したように軽く笑みを漏らすと、すぐに視線を魔物たちに戻していた。

「「「「グァァウォォォォッ！」」」」

　魔物の群れが咆哮を上げ、一いつ斉せいに襲いかかってきた。

「『繊滅の終ククリ』！」

　対するリオンは、技わざの名前のようなものを叫さけぶと、腕を振り上げた。

　それはまるで、楽隊を指揮するかのように。

『光』の筋が湧き上がり、リオンの周囲を舞う。リオンの動きに呼応しながら、『光』は縦じゆう横おう無む尽じんに中空を駆け廻まわっていった。

　一いつ瞬しゆんにして魔物の群れは切り刻まれ、霧散していく。

　甲殻爬虫類の鎧など、紙のように。

　幻火鳥類の炎ほのおなど、微び熱ねつでしかなく。

　幻風鳥類の動く隙すき間まなど、すべて塞ふさぐように。

　殲せん滅めつする。

「アァァァ！」

　ふと、甲殻爬虫類の一体が、致命傷を免まぬがれてアリシアに突撃してきた。今度はアリシアも油断はない。既すでに魔法陣を広げていて、そこから霊騎士デユラハンの盾たてを召しよう喚かんしようと身構える。

「グアァァァッ……グッ……ギィィィ!?」

　甲殻爬虫類が跳ちよう躍やくした瞬間、突然ピタッと動きが止まった――空中に浮ういたまま。

「『深紅の束縛グランギニヨル』！」

　リオンが声を発した瞬間、リオンの放つ『光』が一層の光を放ち、明確な形となった。呪蟲類の身体に幾筋も纏まとわりつく『光』……。

　その正体は、糸だ。

　リオンは、霊心体で作り出した糸を、鮮あざやかに操っているのだ。

『繊滅の終ククリ』と呼ばれる切断の糸、そして、『深紅の束縛グランギニヨル』と呼ばれる捕ほ縛ばくの糸。

「俺の仲間に、手を出すな」

　リオンは、怒りにも似た声を吐はき捨すてると、クンッと腕を振り上げた。それに呼応して、呪蟲類を縛る糸が細く細く絞しぼられていき……「イギャッ」……魔物は潰つぶれ、粉ふん砕さいされた。

　静せい寂じやくが訪おとずれた。

　二〇秒足らずの喧けん騒そうだった。見渡せば、そこにはもう、一体の魔物もいなくなっていた。

「……さて、俺の力はこんなもんだけど、どうだろう？」

　リオンは疲つかれた様子など微み塵じんも見せず、場ば違ちがいなくらいに爽やかな笑え顔がおで言ってきた。

「その話は後にしましょう。今はまず、要救助者の捜索です」

　アリシアは、さっき油断していたことを突っ込まれないうちに、話を進めようとした。

「あ、確かにそうだな」リオンは純じゆん粋すいに頷いて、「つっても、この広さのダンジョンだ、どうやって捜索すればいい？」

「それでしたら、私に任せてください」

　油断していたことの汚お名めい返上だ。アリシアは、右の腰に付けた小さな筒のひとつから、手のひらに収まるくらいの魔法陣の符ふを取り出した。

　すぐに霊心体を集中させると、魔法陣が光り出す。そして、そこからピョコンと顔を出すモノがあった。とても小さな鳥――魔眼鳥ブラッディアイだ。

　見た目はハミングバードのように可愛かわいらしいが、アリシアにとっては頼もしい仲間だ。

「みんな、よろしくお願いします」

「チュイッ」――肯こう定ていするように魔眼鳥が鳴いた。すると一羽わが飛び出し、そこにまた一羽、また一羽と現れては飛び立っていく……延々と延々と飛び出していく。

　その数、ざっと二千羽。この規模のダンジョンなら、これで十分だろう。最大では五万羽ほど呼べるが、わざわざ必要以上の力を使って疲れる意味などない。

　神しん獣じゆうは、アリシアの霊心体をいわば『餌』として、エネルギー源にしている。飛竜などの強大な存在は、この世界に存在させるだけでも、かなりの霊心体を消費するのだ。

　また、呼んだ神獣にさらに霊心体を注ぎ込むと、その能力を強化させることもできる。

　それでも、アリシアの霊心体が足りなくなるなんてことは、これまで一度もないのだが。

　魔眼鳥の群れは、まるでカーテンのように上空を覆い、すぐに四方八方へ散っていった。

　魔眼鳥は、同種族間のテレパシーを持っていて、各個体の情報を一瞬ですべての個体に伝でん播ぱ・共有することができる。アリシアは、主あるじとしてその情報を受け取ることができる。

　あとは、彼かれらからの報告を待つだけだ。ここで下手に動くと、却って要救助者から遠ざかってしまう場合もありうるのだから。

「凄すごい……凄いよ！」

　突然リオンが興奮気味にキラキラした目をして言ってきた。まるで子供のように純粋に、

「えぇと、魔物とは違うよな。『飛竜』も『魔眼鳥』も、昔ちょっと聞いたことがある。そう、神話の生き物を具現化しているんだな！」

「え、あ、えぇと……どうも」

　こんな憧しよう憬けいの眼まな差ざしを受けるとは思わなくて、ついアリシアの頬が熱くなる。

　神話に出てくる生き物――『神獣』を発現するアリシア。そんな彼女を見る目は、金に歪んでいたり、不信や恐きよう怖ふに塗まみれているものばかりだったから。

「でも、リオンの『糸』こそ凄いですよ。切断も捕ほ獲かくも自由自在じゃないですか」

　これほどまでに霊心体の性質を変化させる人は、他の能力であっても、見たことがない。

　霊心体は心だ。それはとても繊せん細さいで、その性質を変化させることは容易ではない。

　下手をすれば、捕獲をしようとしたら切断してしまう、なんてこともありうるのだ。

　それをリオンは、ミスなく、同時に、そして大量にやってのけたのだ。

「あぁ、やっぱりアリシアには見えてるんだよな」

　リオンは、そんな不思議なことを呟くと、

「俺おれの『糸』は、『レイス』って呼んでるんだ。どっかの言葉で『心の糸』って意味らしいんだけど」

　そう言って苦笑しながら、リオンはふと遠くに優しい目を向けていた。伝聞で語られる話、その会話の相手はきっと、マヤ先輩だったのだろう。

「て言うか、俺は凄くなんてないって。まだまだ未熟だよ」

　そう言うリオンは、謙けん遜そんではなく、本当に落ち込んだ様子で、

「気付いただろ、魔物は俺なんて見向きもしないで、アリシアにばかり襲いかかっていた。魔物の習性が、実力の差を証明しているんだ」

「そ、それは……」

　リオンの言葉を否定する言葉は、続かない。それは、嘘うそをつくことになるから。

「まぁ、霊心体がどれだけ強くたって、救助に役立たなくちゃ意味がない。当然、そこは負けるつもりはないけどな」

　そう言って、リオンは笑った。

　その笑顔に、アリシアも思わず微笑ほほえみ返すと、

「あの、リオンは、私のことが怖こわくないんですか？」

　思わず訊きいていた。

「アリシアのことが、怖い？　……もしかしてアリシアって、腹黒いのか？」

「し、失礼な。私は性格が良いですよ……って、自分で何を言ってるんでしょうね!?」

「あはは」

　リオンに笑われて、アリシアは熱くなった顔を隠かくすように横を向いた。恥ずかしい。

　……でも。

（リオンは、私を怖がらないんだ）

　普通の『仲間』同士だったら当たり前のこと。

　だけどアリシアにとっては、特別なこと。

　それが嬉しくて、アリシアは、リオンから隠すようにしながら小さく微笑んでいた。




　アリシアの顔の熱が冷めた頃ころ、アリシアの脳内に「チュイッ」と魔眼鳥の鳴き声が聞こえた。と同時に、すぐ情報が送られてきた。

　それは、五つの映像情報と、その位置関係だった。

　男性農民が四人と、女性農民が一人、このダンジョンに取り込まれてしまっていた。

　いずれも、農民らしい鍛きたえ抜ぬかれた肉体と霊心体を持っている。空間裂断と魔物に襲われる危険のあるこの世界では、強くなければ農業なんてできないのだ。

　もっとも、強いだけでは、ダンジョンからは脱出できないのだが。

　現在は、彼らの近くに魔物はいない。ただ、男性二人が怪け我がをしていた。一人は腕うでに切り傷を、一人は左足をひねったのか、少し引きずっている。

　それぞれ、ダンジョンの外がい縁えんに近い位置で、別々に散らばっていた。出られないと判わかっていても、みんな外側へと向かってしまう。よくあることだった。

　それが却って、救助活動を難航させてしまうのだが。

「要救助者を五人、確認しました。内、二人が軽い怪我をしています」

「じゃあ、さっそく手分けして救助活動に向かおう」

「その必要はないですよ」

　アリシアは言い切った。

「ここから、私の神獣たちに救助に向かってもらいます。そうすれば、一人一人を救助に行くよりも効率的ですから」

「うおぉ、是ぜ非ひっ、是非やってみせてほしい！」

　リオンは本当に、まるで子供のようだ。それはどこか、マヤ先輩を思い起こさせる。

　アリシアは、ジッと見られていることに照れながらも、また別の魔法陣を取り出した。要救助者のことを考えて気持ちを落ち着けて、意識を魔法陣に集中させていく。

　魔法陣が、霊心体の光を帯びていく。そこから次々と現れてくるのは、五体の甲かつ冑ちゆう騎き士したち。ただし、甲冑の中に肉体はなく、影かげの塊かたまりと光る瞳だけがある――霊騎士デユラハンだ。

「みなさん、要救助者の救出に向かってください」

　アリシアの号令に、霊騎士たちはガチャンと甲冑を鳴らして敬礼し、それぞれの方角へ散って行った。

「格好良いなぁ。まさに、お姫ひめ様さまを守る騎士たちだな」

「おぅおお姫様ぁ!?」

　アリシアの顔がカァッと熱くなる。そんなことを言われたのは初めてのことで。

「あぁ。要救助者を大切に守る騎士たちだ」

「…………え？　あ、はい。……そうですね」

　なんて勘かん違ちがい！　アリシアは、手に持ったままの魔法陣を使って、真っ赤な顔を隠した。

「ん？　アリシア、どうかしたのか？」

「どうもしませんっ」

　思わず怒おこったふうに言ってしまった。動どう揺ようしながら手て荒あらに魔法陣をしまうと、

「えと、私たちは先に出口に向かって、そこで待っていましょう」

「あぁ、了りよう解かい。それで、出口の場所は？」

「確認済みです。ちょっと変な場所ですけど、問題ないです」

　そう言って、アリシアたちは歩きだした。と同時にリオンが話しかけてきた。

「アリシアは、その『神獣』たちを、何種類くらい呼べるんだ？」

「数えたことはないですけど、ダンジョンに連れてくるのは六、七種類くらいですね」

「一番強いのは、やっぱ飛竜なのか？」

「はい。そうです。実は、私が初めて呼び出した子なので、付き合いも長いんですよ」

「へぇ。そういうの、いいな」リオンは優しい目をして微笑むと、一変、急に何か言いづらそうにして、「……ところで、アリシア」

「え、なんですか？」

「先輩に敬語で話されると、居い心ごこ地ちが悪いんだよ。なにせ、俺は敬語が使えないからな」

「それ、胸を張って言うことじゃないですね」

　だけど、そんな気さくさが良い、なんてアリシアは思ってしまった。

「そこでだ、お互い敬語はなしってことにしたいんだけど」

「あ、いえ。それなら気にしないでください。私、敬語の方が話しやすいだけなんです。リオンが崩くずして話してくるのも、私は気にしませんよ」

「そっか。まぁ、そういうことなら気にしないけど」

「はい。たとえ敬語だからといって、相手を敬っているとは限りませんからね」

　リオンの気をほぐすように、アリシアは笑顔で言った。

　すると、なぜかリオンは若じやつ干かん引いてしまって、

「アリシアって、やっぱ腹黒い？」

「えぇ？　なんなんですか、さっきから酷ひどいですよ」

　そんなことを話していると。

　風の音の向こう。

　かすかに、歌が響ひびいていた。




　　　　　†




　ダンジョンの出口――結界の穴は、森を抜けた小さな湖の、水上に開いていた。

　結界の穴は、空間が渦うずのように歪ゆがんでいる。

　そのため、無能力者でも目で見ることはできる。だが、広大なダンジョンの中で、どこに開いているかも判らない、たった一つの歪みを見つけ出すのは、一般人には不可能だ。

　それに、仮に見つけられたとしても、今回のように変な場所に開いていたりもする。

　この唯ゆい一いつの出口を見つけ出し、どんな場所にある出口からでも脱出を可能にする、それが緋十字なのだ。

　今回は、リオンが大量の心糸レイスを編んで、湖上に橋を造り出していた。

　まずやって来たのは、農民の女性。アリシアの霊騎士に守られながら現れた。女性はアリシアと顔見知りらしく、「アリシアちゃんがいればもう安心ね」と、世間話を始めた。

「それにしても、まぁまぁ。アリシアちゃんに彼かれ氏しがいたなんてねぇ」

「あ、あの違いますって。彼は新入隊員で……」

「あら先せん輩ぱい後こう輩はい？　いいわねぇ。先輩らしく、いろいろ教えてあげちゃったりして？」

「何を言ってるんですかぁ……」

　その女性を脱出させていると、続々と、要救助者たちが霊騎士に守られながら現れた。すべて合わせて五名。これで、要救助者の全員を集め終えたことになる。

　アリシアは、その中の一人に駆かけ寄よっていった。

「旦だん那なさん、足の具合は大だい丈じよう夫ぶですか？　くじいていたみたいですけど」

　旦那さんと言うのは、この現場になった農場の主人だ。

「あぁ、お陰かげさまで。すっかりこの通り治ったよ」

　そう言って、ピョンピョンと飛とび跳はねて見せる旦那さん。

『お陰さまで』？　『治った』？

　リオンには何の事だかさっぱりだった。

　ただ、アリシアは心当たりがあるのか、何か考え込んでいるようだった。

「あの、他に怪我をしていた人は……」

　リオンが訊いた。

「あぁ。僕ぼくの腕の怪我も、ちゃんと治してもらいましたよ。ありがとう」

　別の男性が腕を見せながら言ってきた。服に小さく血の染しみが残っているものの、怪我自体は痕あともなかった。

　それは俺たちがやったことじゃない。

　リオンは思わずそう言いそうになったが、そんなことを言っても、彼らを不安にさせるだけだ。ここで言うようなことではない。

「それは良かったです。一応、ダンジョン内での怪我は、役所に報告してくださいね」

　アリシアは、事務的にそう伝えていた。

　どうも目線が泳いでいる。どうやら彼かの女じよは、嘘や隠し事ができない性格らしい。

　アリシアは、傷を癒いやした者の正体を知っているんだろう。

「みなさんは先に脱出してください。私たちは、まだ見回りが残っていますので」

「ありがとな、アリシアちゃん、……と、そっちは彼氏かな？」

「ち、違ちがいますって！」

　最後までからかわれながら、リオンとアリシアはみんなを見送った。

「ま、まったく困っちゃいますよね。私なんかと、その、こ、こ恋こい人びとみたいに見られて」

「あ、いや、あの……」

　いきなりそんなことを言われて、リオンは気の利きいた反応ができなかった。

　結果、二人揃そろって、真っ赤になった顔を隠すように俯うつむいていた。

「わ、私、救助活動の終しゆう了りようと、探たん索さくの継けい続ぞくについて、本部に通信してきますねっ」

　そう言って、アリシアは遠くに行ってしまった。

　その背中を見送ると、リオンは「ふぅ……」と大きく溜ため息いきをついて気持ちを切きり替かえた。

　アリシア……変わった性格をしている。

　リオンは、塔とうの屋上でのことを思い出して、小さく笑っていた。

　まさか、マヤの話が出たとき、実力の話よりも先に、あの性格の話が出てくるなんて。

　しかも、マヤの義ぎ弟ていだと紹しよう介かいされたリオンの実力に関して、「ついて来れるか」なんて気き遣づかうようなことまで言ってきた。

　そして実際、アリシアの霊心体の力は、リオン以上だった。

　実力を抜きにして、ただの人のように扱あつかわれている。それはリオンにとって、すごく嬉しいことだった。もっとも、彼女自身は、そんなことを意識していないだろう。

　かく言う自分も、彼女の実力うんぬんよりも、その性格が少し気になっているんだけど。

　さてと。意識を切り替える。

　リオンがここにいるのは、別に仲間探しとか友達作りとかのためじゃないのだ。

　このダンジョンが消失するまでの残り時間は、早くてあと一時間くらいだろうか。携けい帯たいの時計などないので、体感でしかないが。

　リオンは、この間に、自分もダンジョンを探知しておくことにした。

　霊心体の心糸レイスを発現し、四方八方に展開していく――『霊紋の羂索アレイグニル』――細く大量に創つくり出した不可視の糸。この糸に霊心体が触れると、その反応が伝わってくるのだ。

　すぐ近くにある、ずば抜けて強力な霊心体は、アリシアのもの。

　そこから更さらに心糸を伸のばしていく……更に……更に……

　心糸は高速で広がっていき、ダンジョンを網もう羅らしながら、十数秒で縁ふちまで届いた。だが、少数の魔物以外は、何も変わったモノは見つからなかった。

　このダンジョンには、もうリオンとアリシア以外は誰だれもいない……わけがない。

　農民たちの傷を治した奴やつが居るはずなのだ。

　アリシアが戻もどってくると、リオンはさっそく本題に入った。

「彼らの傷を治したのは誰か、教えてくれないか？」

「な、なななんで私が、知ってると思うんですか？」

「どんだけ動揺してんだよ。まぁ、教えたくないなら無理にとは言わないけど」

「それは、えぇと、任務中に一般人の侵入を黙もく認にんしていることになるので……でも」

　アリシアは、ひとつ覚悟を決めるように頷いて、話し始めた。

「彼女の名前は、ニア。世間では『幻歌姫セイレーン』と呼ばれています。噂うわさを聞いたことは？」

　ない――リオンは首を横に振ふった。

　そこでアリシアは、『幻歌姫』について簡単に説明してくれた。

　歌は聞こえども姿は見えない。そんな、幻のような歌うた姫ひめの噂。

　ただ、アリシアは面識があるらしい。銀ぎん髪ぱつに黒い服、大きなリボンの、小こ柄がらな少女。

「さっき、歌が聞こえませんでしたか。あれは治ち癒ゆの歌――確か『聖癒の祈りセイキユリア』という、彼女の能力のひとつです。他ほかにも、例えば、音の反はん響きようを感じ取ることで、ダンジョンの構造や魔物の位置を測定することもできるみたいです」

「じゃあ、『気配を消す能力』なんかも？」

「そうなんですよっ、よく判りましたね」

　アリシアは、身を乗り出すように勢いよく言ってくると、

「あの能力のお陰で、私はいつもいつもあの子に、いたずらばかりされてしまって……」

　自分の胸を抱えるような格好をして、どこか不ふ機き嫌げんそうに地面を睨にらみ付けていた。

　よく判らないが、機嫌が悪そうなので、リオンは深く突っ込まずに話を進めた。

「で、その『幻歌姫』は、ダンジョンに入ってきて何をしてるんだ？」

「……さぁ？」

「は？　アリシアも知らないのか？」

「だ、だって、私もダンジョン内でしか会ったことがないですし、元々口数の多い子ではないので、そんなには知らないんですよ。……顔と名前と能力くらいしか」

「ほとんど知らないじゃないか。そんなのをダンジョンで放っといていいのか？」

「で、でも、根はいい子なんですよ？」

「顔と名前と能力しか知らないのに、よく言えるな」

「うっ……その能力こそが優やさしいんです！　だって、霊心体は心そのものですから」

「あぁ、まぁ、確かにな」

　霊心体は、ヒトの深層心理・精神構造が、そのまま能力の種類となる。

　そこでは、「こういう力を使ってみたい」というような表層的な願望は意味を為なさず、もっと本質的な――本能的な願望がカタチとなる。

　要するに、霊心体には、その人の本質が表れているのだ。

　一方、能力の種類は本質に基もとづくが、能力の効果や用法は、ある程度なら意志によることができる。たとえば、治癒能力が使えるということは、つまり、ヒトを癒やしたいという想おもいが強いことを意味しているわけだ。

「そこでですね、今回は、ニアに会って、ちゃんと話をしてみようと思うんです」

「会うったって、どこに居るんだ？」

　リオンは辺りを見渡して、誰もいないのを確かく認にんすると、アリシアに顔を戻した。

　すると彼女の背後――黒い森の中から、緑のリボンがそっと近づいてくるのが見えた。

　腰に届くほどの長い銀髪に、大きなリボン、色白の肌はだで、黒を基調としたシックな服装の小柄な少女。まるで貴族のような、清せい楚そで落ち着いた雰ふん囲い気きを纏っている。

　アリシアの言葉通りの外観をした少女――彼女がニアだ。

　アリシア、うしろうしろっ。

　リオンは思わず声に出しそうになったが、ニアは真顔のままリオンを見つめ、口に人差し指を当てて静かにするよう訴うつたえていた。

　良く見ると、口もとが動いている。これは恐おそらく、気配を消す『歌』を歌っているのか。

　リオンが無言で同意すると、ニアはそのまま、ソーッとアリシアに近づいていく。

「実は私も、こちらから彼女のことを見つけたことがないんです。彼女、気配が消せますからね。いつの間にか背後に回られては、ビックリさせられてばかりです」

　そんなことを苦く笑しようしながら言うアリシアだが、まさにその背後に、ニアが迫っている。

「きっとアリシアは、隙すきがありすぎるんだろうな」

「失礼ですね。そんなことないですよ。私に隙があると言うのなら、どこからでも掛かかって来ればいいんで」――フニッ――「んはぁ!?」

　ニアが後ろからアリシアの胸を揉もみ上あげた。揉むだけでなく、更に上げたのだ。

　なんかもう、清楚で落ち着いた雰囲気なんてものは、一瞬で吹ふき飛んだ。

「さぁアリシア、私は誰？」

「だ、誰って、ニアに決まってるじゃないですか!?　いきなり何をして……ぅあん!?」
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「再会の悦よろこびを伝えてる」

「こ、これのどこが喜んでるんですか～っ」

「口ではそう言いながら、身体が悦んでいる」

「どういうことです!?」

「アリシアのえっち」

「今のニアには言われたくないですよ!?」

　狼ろう狽ばいするアリシアのことを、完全に背後に回って翻ほん弄ろうするニア。

　リオンは呆ほうけたまま、その光景を眺ながめていた。これまで意識しなかったが、アリシアの胸はかなりのモノだ。ニアのお陰で上着がはだけてしまったため、よく判った。

「み、見てないで助けてください、リオぁはんっ!?」

　アリシアはリオンに助けを求めてきたが、ニアが背後から妨ぼう害がいする。アリシアが前まえ屈かがみになったため、ニアがおんぶされているような状態になって、ちょうど目が合った。

「はじめまして。私はニア」

「あ、はじめまして。俺は……」

「『リオぁはんっ』……珍めずらしい名前」

「リオンだ！　リオン・ノードス！」

　いちいちアリシアの口調をマネしてきたものだから、聞いてて恥はずかしい。

「アリシアの彼氏？」

「違う」「違います」

　リオンとアリシアの声が重なった。

　なんでこうも誤解されるんだ……そう思っていたら、ニアが答えを言ってきた。

「アリシアが誰かと一いつ緒しよに活動するところなんて、初めて見たから」

「え？」「うっ」

　また声が重なった。アリシアを見たリオンに対して、アリシアは視線を落としていた。

「アリシアは友達がいない子。だから今日はビックリした」

「そ、そうなのか」

　リオンが視線を送ると、アリシアは「うぅ……」と俯いて小さくなってしまった。

　そっとしておこう。

　リオンは話を進めることにした。

「俺は、今さっき緋十字に任命されたばかりの新入隊員だ。訳あって、アリシアとペアを組んでる。それで、『幻歌姫』って奴がダンジョンに侵入してるから、そいつに会って、どういう用件なのか明らかにしようってことになったんだよ」

「それはまた迷めい惑わくな人」

「ホントにな」

　リオンとニアは、お互たがい見つめ合ったまま固まった。やがてニアが呟つぶやいた。

「……私のことか」

「自覚なかったのかよ!?」

「『幻歌姫』なんて知らないから」

「なるほど。……つか、噂だと、人前に姿を見せないって聞いたんだけどな」

　リオンがそう言うと、ニアは「ん」と首しゆ肯こうして、

「私は、好きな人としか会いたくない」

「え？」ちょっとドキッとしてしまった。「好きって、どういう……」

「心の音が綺き麗れいな人」

「こ、心の音？　心臓の鼓こ動どう、とか？」

「物理的な音じゃない。心の奏かなでるメロディ。性格や感情が、私には聴きこえる」

　つまりそれが、ニアの霊心体なのだろう。

「だからアリシアだけには顔を見せてたってことか……あと、俺も？」

「ん」ニアは小さく頷うなずいて、「リオンも綺麗。好き」

「そ、そりゃどうも、ありがと」

　真まっ直すぐな眼めでそんなことを言われて、リオンは照れてしまった。

「通常なら、男というものは、アリシアを見ると欲情する。リオンにはそれがない」

「え？　あ、まぁ……」

　リオンは、女性と接することには慣れている――慣らされている。少なくとも、いきなり性的な眼で見ることはない。そんなことをしたら『保護者』にボッコボコにされる、という経験が深く刻まれているから。

　昔のことを少し思い出して、リオンはしんみりと微笑んでいた。

「リオンは男好き」

「断じて違うっ！」

「冗じよう談だんなのに。そんな必死に否定すると、却かえって怪あやしい」

「……はぁぁ」

　頭痛と目め眩まいがした。深呼吸をして、話を本題に戻す。

「それで、ニアは何のために、ダンジョンに侵しん入にゆうしているんだ？」

「そ、そうでした。今日はそれを聞くために待っていたんですよ」

　ようやくニアの魔まの手を振り払はらったアリシアも、訊いていた。

　ニアは、改めてリオンとアリシアに向き直ると、

「秘密」

「「え？」」

「何でも教えると思ったら、大おお間ま違ちがい」

　確かに。

　リオンは思わず納なつ得とくしてしまった。その一方、

「もし犯罪行こう為いをしているようなら、緋十字はそれを止めなければなりません」

　アリシアは、真しん剣けんな眼でニアに忠告した。

「ダンジョン侵入だけなら、罪じゃない」

「それはそうですけど、すごく危険な行為じゃないですか」

「私なら大丈夫。危険はない」

　ニアは即そく答とうする。無表情のまま。

「それに、二人も大丈夫。好きな人は危険にさせない。私が守る」

　その声には力があった。

　霊心体とは違う、純粋な意志の力が。

「疑うなら、ついてくる？」

　ニアが小首を傾かしげながら言ってきた。

「べ、別に疑ってるわけじゃないですけど、そう言うのなら一緒にいきます」

　アリシアの答えに、リオンも頷いた。

　一応、任務ということになるんだろうけど、本当は、二人を見ているのが面おも白しろかった。




　アリシアの隣となりをリオンが歩き、その二人の前を、ニアが歌いながら歩いていく。

　しかし、その歌声は聞こえない。

『小夜の静歌サイレナーデ』――この歌は、ニアを中心とした半径一ｍミター強の範はん囲いで、歌による結界を創り出し、結界内の霊心体と音を消すことができる、無音の歌。

　これにより、結界内で発せられる音は外に聞こえなくなり、同時に霊心体の気配も消えるので、霊心体を使った探索では見つからなくなる。それはつまり、力や存在の根源が霊心体である魔ま物ものには発見されなくなる、ということを意味している。

　ただ、物理的に消えるわけではないので、ヒトが注視すれば発見されることになる。

　アリシアは、神獣を魔ま法ほう陣じんに戻していた。ニアのこの歌は、魔物に対して絶大な効果を持つが、その効果が神獣に及およばないとは言い切れないからだ。

　正直なことを言えば、アリシアにも神獣がナニモノか判っていない。魔物ではないのだが、もし歌の影えい響きようで具合が悪くなってしまったら申し訳ないので、念のため。

　さて。こうしてダンジョンを歩いて、ニアは何をするのかと思ったら、何もしない。

　ただダンジョン内を歩き回っているだけ。

　初めての出会いからは五ヶ月が経たつけれど、アリシアには、まだニアの本心は判らない。

　いつも、ふとダンジョン内で出会って、胸を揉まれたり、スカートをめくられたりして、ちょっと口ゲンカみたいな会話をしたら、そのままバイバイ。

（……ただの痴ち漢かんに遭あってるみたい）

　別に、嫌いやじゃない。アリシアに対してそんな接し方をしてくれる人は、他にいないから。

　こんなふうに対等に、ただの女の子として接してくれる人は。

　こんな関係を、何て呼んだらいいんだろう？　それは未経験のこと。よく判らない。

　アリシアは、自分の前を歩く小さな背中を、ジッと見ていた。

「アリシア！」

「え……きゃっ!?」

　リオンに呼ばれたと思ったら、急に抱だき寄せられた。力強い腕に押さえられて、自分の胸がリオンの胸に密着していくのを感じる。思わず顔がカッと熱くなった。

　その顔にサッと影が差す。巨きよ大だいな黒い塊が視界を横切っていく――次の瞬しゆん間かん、ズドンッと世界を揺ゆるがすような強きよう烈れつな衝しよう撃げきに襲おそわれた。

　地面が圧潰した。

　アリシアたちの足あし下もとが大きく陥かん没ぼつし、その衝撃の反動によって、アリシアたちは宙に飛ばされてしまった。

　そこでようやく、アリシアはそんなことをやらかした相手を視し認にんできた。

　見たこともない『魔物』が、そこにいた。

　形は、巨大な蜘く蛛ものようだった。

　ヒトを丸まる呑のみできそうなほどの胴どう体たいに、八本の脚あし。後方の六本は今にも折れそうなほど細いが、前の二本は異様に太く発達している。アレで殴なぐられたら、地面も圧潰するわけだ。

　頭部と思われる場所では、紅あかく光る複数の眼が、デタラメに動き回っている。

　その外がい殻かくは、まさに金属だ。

　硬こう質しつで光こう沢たくを帯びた表面は鏡のようで、アリシアたちの驚きよう愕がくした顔を映し込んでいた。

　呪蟲類の亜あ種しゆ？　鎧よろいの霊心体……いや違う。コレは、蜘蛛が金属を纏ったわけじゃない。

　ならば『支配者ロデス』か？　ダンジョンには、通常の魔物よりも更に凶きよう暴ぼう・強大になった、『支配者』と呼ばれる魔物がいる場合があるのだ……だが。目の前のコレは、これまで報告を受けた『支配者』のどれとも、特とく徴ちようが一いつ致ちしない。

　金属が生きている。

　そう表現することしかできないのだ、この〝蜘蛛〟は。

　ぞわわ……アリシアの背筋が凍こおりつく。

　長らく感じていなかった感情――

　これは、恐怖だ。




　何だコイツは!?

　リオンは空中に飛ばされながら、下方に身構えているモノを睨みつけた。

〝金属蜘蛛〟とでも呼ぶべきソレは、体勢を低く屈かがめると、リオン目がけて跳ちよう躍やくしてきた。

　リオンは咄とつ嗟さにアリシアを放ほうると、〝蜘蛛〟に『繊滅の終ククリ』を絡からませ切断しようとした。狙ねらいは後うしろ脚、異様に細くなっている部分だ……。

「ちぃっ……!?」

　切れない！　それどころか傷すらつかない!?　リオンはすぐ狙いを変えた。両手を大きく開いて心糸を爆ばく発はつ的てきに放出し、『深紅の束縛グランギニヨル』で〝蜘蛛〟を縛しばって動きを止めた……

　かに思えたのは一いつ瞬しゆんだけ。

〝蜘蛛〟は、空中にもかかわらず強大な力で回転を始め、心糸と共にリオンを振り回した。

「なっくっ!?」

　咄嗟に心糸を放したリオンだったが、そのまま森へ投げ落とされた。急いで心糸を纏まとめて綿のようなクッションを作って衝撃を和やわらげる……ザザァンッ！

「かはっ!?」それでも木々と地面に叩たたきつけられた衝撃は凄すさまじく、呼吸が数秒止まった。

　アリシアとニアが、遅おくれて落下してきて地面に転がった、そのすぐ脇わきに〝蜘蛛〟が着地してきた。心糸はまだ〝蜘蛛〟を縛り上げている。リオンの手を離れた心糸は強度が落ちるが、そう簡単に切られるような代しろ物ものではない。

　だが〝蜘蛛〟は、まるで腐くさった糸でも切るかのように、容易たやすく引きちぎってみせた。

　瞬間、空気を切り裂さくような高音が響き渡わたった。

　ニアの絶ぜつ叫きよう……きっとコレは『歌』だ。

　高音を感じるのに、耳は痛くない。代わりに、リオンの心糸の形が崩れている。これは、霊心体を乱して崩ほう壊かいさせているということか。

　敵も味方もない無差別攻こう撃げきだった。だがこの状じよう況きようなら、やるしかなかっただろう。

　実際、ニアの『歌』を喰くらった〝蜘蛛〟は、フッと力が抜けたように脚を下ろした。

　効いている。だけど安心できない。

「逃にげるぞ！　出口に向かえ！」

　リオンたちは急いで駆け出した。




「歌のダメージ、ごめんなさい」

　黒い森を駆けながら、ニアが律りち儀ぎにも謝あやまってきてくれた。

「いいえ、ありがとうございます」「助かったよ」

　ニアを咎とがめるような者はいない。アリシアとリオンは揃って感謝した。アレがなければ、ここでこうして逃げることすら適かなわなかったかもしれないのだから。

　正直、アリシアの霊心体には、ほとんど影響がなかった。

　ただ、深刻なのはリオンだ。アリシアはリオンの様子をちらりと窺うかがった。

　ニアの歌のせいではないだろうが、この二〇秒足らずの攻こう防ぼうで、一気にリオンの霊心体は乱れていた。あれだけ自在に操あやつっていた心糸も、その形すら綺麗に作れなくなっている。

　ダンジョンのガスの中にいて、この状態……。

　身体の痛みに加えて、霊心体が効かなかったという精神的な痛みもあるのだろう。

「ごめんなさい、リオン。私の不注意で奇き襲しゆうを受けたせいで、そんな……」

「違う」

　アリシアの言葉を遮さえぎるように、リオンが言ってきた。

「俺おれも把は握あくできなかった。偶ぐう然ぜん、視界の中に変なモノが映ったから咄嗟に避よけただけで」

「……つまり、私たちは、誰もアレを探知できていなかったんですか？」

　アリシアの問いに、リオンもニアも沈ちん黙もくで答えた。

　このダンジョンに来てから、三人はそれぞれ、何度も情報収集のために能力を使って、網あみを張っていた。その網に一度でも引っ掛かれば、警けい戒かいしていたはずだった。

　だけど、誰の網にも、一度も引っ掛からなかった。

　それどころか、不意打ちを喰らうほどの接近を許していたのだ。

「おかしいのはそれだけじゃない」

　ニアが不満げに呟いた。

「私たちは気配を消していた。なのに的確に狙われた。こんなの初めて」

　そして、更にもう一言、

「さっきの『狂想歌カプリツシオ』も、もうきいていない」

　二つの意味がある言葉。相手が歌を聴かなくなった、そして、効果が効かなくなった。

　事実、後方から木々をなぎ倒たおす音が聞こえ始めた。振り返れば、二〇〇ｍミターほど後方で、〝蜘蛛〟が追ってきているのが見えた。

「確認したいんだが」リオンが言った。「アレは、ニアの目的に関係あるのか？」

「皆かい無む」

　ニアは即答する。

「好きな人は危険にさせない。そう約束した」

　約束はしてないです……などと思いながら、アリシアはつい苦笑していた。

　こういうニアの強ごう引いんさは、嫌きらいじゃない。

「これ以上このダンジョンにいるのは危険です。ニア、今日はもう脱だつ出しゆつしましょう」

　アリシアの提案に、ニアは頷いて、リオンも同意する。

「霊心体を整える。私の『霊心頌歌フアンフアニア』を、二人はきいて」

　ニアはそう言うと、軽快で明るい歌を歌い始めた。さっきまでの無表情が嘘うそだったかのように、ちょっとはにかみながら歌っている。

　自然と、アリシアたちの頬ほおも緩ゆるんでいた。すると、これまで消しよう耗もうして乱れていた霊心体が回復していくのを実感できた。感覚的には、脱だつ水すい症しよう状じようのときの給水に似ている。身体からだ中じゆうが、優しい温ぬくもりで満たされていく。

「……私の『歌』が無差別的なモノじゃなければ、もう少し早く回復できてた」

　ニアは落ち込んだ声で呟いた。リオンのダメージを目まの当あたりにしながら、あの強力な敵も一緒に回復させるわけにはいかないからと、距きよ離りが離れるまで待ったのだろう。

「気にすんな。回復してくれただけでも、って言うかみんな無事なだけで嬉うれしいよ」

　リオンは軽く笑え顔がおを見せると、

「俺が道を開ける。一気に出口まで駆け抜ぬけるぞ」

　リオンはさっそく心糸を発現し、進路を邪じや魔まする木々を切断していった。と同時に木々を縛り上げると、すぐさま自分たちの後方に積み上げ、簡易的な堤てい防ぼうを造り上げていく。

　前方に道が開けた。これだけのスペースがあれば、飛んでいける。

「飛竜を呼びます。みんなすぐに摑まってください」

　アリシアは魔法陣を取り出し、飛竜を召しよう喚かんした。

　大きさで言えば〝金属蜘蛛〟と同格の飛竜だが、体格としての重じゆう厚こう感で言えば、劣おとっていると言わざるをえない。それに、相手の手の内が判わからない以上、今は逃げの一手だ。

　アリシアが飛竜に飛び乗ると、リオンとニアも、リオンの心糸を使ってすぐ乗ってきた。

「行きます！」言うと同時に、飛竜は空へと舞まい上がった。

〝蜘蛛〟との距離は、まだ八〇ｍミターはある。もはや諦あきらめたのか、〝蜘蛛〟は脚を止めていた。

　出口までは、距離にして三〇〇ｍミターほど。加速するには短い距離だが、飛竜ならば五秒も掛からない。これなら逃げ切れる……。

　そう思った瞬間、〝蜘蛛〟の口が液体金属のように波打って見えた。そして突とつ如じよ、そこから無数の『糸』を放出してきた。

　リオンが造った木の堤防が紙のように刻まれていく。細く研とぎ澄すまされた刃は金がねの『糸』……『鋼糸』とも呼ぶべき無数の糸が、まるで光線レーザーの霊心体のように空を貫つらぬいてきた。

　アリシアは咄嗟に、飛竜に霊心体を注ぎ込んだ。飛竜の筋肉が躍やく動どうし、速度が一気に加速する。だが、鋼糸の速度は飛竜の動きを軽く凌りよう駕がしていて。

（間に……合わないっ!?）

　もはやアリシアには為なす術すべがなかった……だが、たとえアリシアに為す術がなくたって。

「任せろ！」とリオンが腕うでを振りかざし、心糸を放出させた。

　パッと広がったリオンの心糸が、〝蜘蛛〟の糸を迎むかえ撃うった。『繊滅の終』と『鋼糸』、無数の糸が一瞬にして数十数百と激げき突とつし、互いに刻み刻まれていく。

　攻防は互ご角かく。それでも出口は目前だ。このまま行けば無事に脱出できる……はずだった。

　ふらっ……リオンの体勢が崩れた。霊心体が回復しても、身体がついていけないのだ。

　防ぼう御ぎよが乱れた隙を〝蜘蛛〟の鋼糸が突つき、飛竜の脚に絡みついてきた。

「クアア――!?」ガクンッと動きが封ふうじられ、飛竜が悲鳴のような声を上げた。このままだと脚が切断されるか、湖に落とされてしまう。アリシアは飛竜に一層の霊心体を注いで飛竜の身体を強化し、落とされないよう懸けん命めいに耐たえてもらう。

「先に行け！」言うが早いか、リオンが飛竜から飛び降りた。

「リオンッ……!?」

　アリシアが振り返ろうとした次の瞬間、飛竜は急に自由を取り戻して一気に加速した。

　アリシアとニアを乗せた飛竜は、そのまま出口へと飛び込んでいった。

　そして――




　――世界は光に包まれた。

　眩まぶしい。

　そこには、眩しさを感じるモノがあった。見上げた空に、太陽ホーリーグレアが光ひかり輝かがやいている。

　そして、そこには緑があった。木々が青々と茂しげる山の連なりと、見み渡わたす限りの草の波。

　点在する白や黄や赤は、花畑。

　遠くに見えるのは、中央に高い塔がある円形の街。帝てい都とイスカリューダだ。

　空高く舞い上がった、飛竜の背中から見渡す世界。

　そこは、空と色のある世界。

「……帰って、きた」

　アリシアは、その事実を確認するように、一言一言、口に出してみた。

　眼下には、さっきまで死し闘とうを繰くり広ひろげていた黒い森のダンジョン。その脇の地面では、救出した旦那さんたちが、飛竜を見つけて手を振っていた。

　ダンジョンの中に、あの〝金属蜘蛛〟の姿は見えなかった。

　そしてリオンの姿は……見えない。

　だったらアリシアの隣には……ニア。ニアしかいなかった。

「クアアァァァァッ！」

　突とつ然ぜん、飛竜が歓かん声せいを上げた。そして、指示もないのに急きゆう上じよう昇しようを始めた。

　そこでアリシアは、飛竜の脚に『糸』が絡みついていることに気付いた。それは間ま違ちがいなく〝蜘蛛〟の鋼糸だ。それが数十ｍミターも垂れ下がり、ダンジョンの出口へと続いていた。

〝蜘蛛〟が追ってくる!?　そう思った次の瞬間、そこから飛び出てきたモノがいた。

「……リオン!?」

　糸にぶら下がっていたのは、リオンだった。〝蜘蛛〟の糸は途と中ちゆうで断たち切られていて、リオンはそこに自分の心糸を結びつけて、飛竜に引っ張り上げられていたのだ。

　リオンはこちらを見上げ、逆光を眩しそうにしながら、笑いかけてきた。

　アリシアは、飛竜の速度を緩めた。慣性に従って、リオンがふわりと飛び上がっていく。それに並走するように飛竜に飛んでもらうと、アリシアは空中でリオンを摑つかまえた。

　しっかりと、抱き締しめるように。

「うぇ？　え、あの、アリシア？」

　困こん惑わくしたようなリオンの声も、アリシアには届かなかった。自分の嗚お咽えつだけが耳に届く。

　もう、一人は嫌……。

　リオンに、ニアに、一緒にいて欲ほしい。

　仲間になりたいです。友達になりたいです。

　そう伝えたいのに、安心感が身体を支配していて、涙なみだが止まらなくて、何も言えない。

　そんなアリシアのことを、リオンは優しく抱き締めてくれた。いつの間にか、ニアも後ろから抱き締めてくれていた。

　アリシアの気持ちは、きっと、言わなくても伝わっていたんだ。

　ふわっ……突然アリシアの意識が暗くら闇やみの中に落ちていく。

　アリシアの身体は、とっくに限界を超こえていた。




　　　　　†




　アリシアは夢を見ていた。

　命の危険に晒さらされるアリシアを、リオンが颯さつ爽そうと助け出し、優しく抱き締めてくれた。そして思わず見つめ合ってしまった二人は、目を瞑つぶって顔を近づけ……

「ぬは!?」

　アリシアは吐はきそうなくらいに身体中が熱くなって目を覚ました。

　夢だと言っても実際の経験が混ざっているせいで、妙みように現実味があるのがまた……。

　辺りを見渡すと、そこは緋十字の医務室だった。

　隣に医師が座すわっていたので、すぐに話を聞いてみたら、『寝ね不ぶ足そく・過労』とのこと。

　まるで素人しろうとだ。アリシアは頭を抱かかえた。

　医師の話では、リオンが、気絶するアリシアをここまで運んできてくれたらしい。話には出てこなかったけど、きっとニアにも迷惑をかけただろう。

　二人には、ちゃんと会ってお礼をしなくちゃ。

　そう思うけれど、今は、どんな顔をして会ったらいいのか判らなかった。

　アリシアは、医師に診しん察さつのお礼を言って部屋を出ると、報告のため事務室に向かった。

　窓の外は、もう暗い。事務員も夜勤の人たちに入れ替わっていた。

　空間裂断には昼も夜もない。この時間であっても、昼と同じ人数が働いている。

　アリシアは、救助報告の窓口に行って、今日の活動について報告しようとした。すると、

「あら？　その件でしたら、もう報告を受けていますよ」

「え？」

「その件は、リオン・ノードス隊員による報告を受けていますね」

「ちょ、ちょっと見せてください」

　その報告書には、確かに、さっきの空間裂断における救助活動について記述されていた。

　空間裂断の発生時刻が、一三時二五分。救助活動の終しゆう了りよう時刻が、一四時四一分。そして空間裂断の収束時刻が、一五時二二分。

　これらの時刻は、緋十字本部にある特製の天文時計に基づいて、正確に記録されている。

　さらに報告書には、隊員の報告として、ダンジョン内の救助活動について、アリシアとリオンが出動し、市民五名を救助したことについて、記述されていた。

　ニアのことは書かれていなかった。その辺りは、リオンも気遣ってくれたようだ。

　一方、〝金属蜘蛛〟については、備考の欄らんと別ファイルに『新種報告』があった。

『外見：金属の塊かたまり


　霊心体：鎧？　糸？　近きん距きよ離りは物理攻撃。遠えん距きよ離りは、無数の強きよう靭じんな糸を発現する

　注：霊心体による攻撃は効かない可能性が高い。斬撃、状態異常は効かなかった。

　　　必要性がない限り、戦わずに逃げるべき』



　何も知らない人が読んだら、外見の情報が乏とぼしくて困惑するかもしれない。けど、あまり詳くわしく書きすぎると、それが固定観念となって大だい惨さん事じを巻き起こすこともある。たとえば、変身の霊心体によって正体を隠かくし、他の魔物や人工物に擬ぎ態たいするモノもいるのだ。

　そのため、隊員たちは、外見の情報よりも、注意書きにある危険度を重視している。その意味では、十分な報告と言えた。

『戦わずに逃げるべき』

　この一文に、アリシアは先刻の恐きよう怖ふを思い出してしまった。自分たちが敵かなわない存在。

　アリシアは空から咳せきをして気分を紛まぎらわすと、事務員に挨あい拶さつをしてから改めて帰路についた。




　夜の街を、ひとり帰路につく。

　青白いガス灯に照らされた街は、外は静かに、だけど家の中からは、賑にぎやかな声が響ひびく。

　夜の時間は、家族が揃そろって、一緒に過ごすものなのだろう。

　これから自分は、真っ暗な寮りように帰る。それがこれまでの日常だったのに、違い和わ感かんがある。

（早く慣れないと、仕事に支障が出ちゃう）

　私生活で心アルマを削けずられることなんて、あってはならないのだから。

　アリシアが暮らす家は、本部から徒歩一〇分ほどの場所にある寮だ。

　緋十字は全ぜん寮りよう制せいで、チーム毎ごとの寮が設けられ、共同生活を送ることになっている。

　それは、チームプレイが重要な緋十字にとって、その連れん携けいを強めるために重要なことであるし、また、信しん頼らいを築くことで個々の霊心体が強化されることにもなる。

（一人は一人で、心アルマが鍛きたえられるけど）

　自じ嘲ちようしながら、アリシアは自分の寮に向かった。

　寮の灯あかりが点ついていた。




「……どうして、あなたがここに居るんですか？」

　アリシアは、寮りよう内ないの光景に動どう揺ようして声が震ふるえていた。

「あ、おかえり」

　そう言ってアリシアを迎えたのは、リオンだった。

　キッチンから顔を出したリオンは、フライパン片手に、エプロンも着けている。

「ご飯にするか。それとも風ふ呂ろ？　それとも、もう寝ねるのか？」

「な、何を言って……え？　どういう……『おかえり』って、意味が判らないです」

「うん？　『おかえり』ってのは、帰って来た人に対して迎える気持ちを言葉に……」

「判ってますよ！　そういう意味じゃなくてですねっ」

　混乱しすぎていて、語気が荒あらくなった。

「どうしてリオンが、この寮で、私の帰りを出で迎むかえているんですか？」

　まるで聞き分けのない子供に言い聞かせるように、アリシアは言った。

　するとリオンは、心なしか胸を張って、

「なぜって、そりゃ当然、俺がこの寮のチームになったからだよ」

「……へ？」思わず気の抜けた声が出た。「わ、私、そんなの聞いてません」

「そりゃ言ってないからな」

「そんなっ。私の同意とか、そういうのは……」

「アリシアのチーム入りの要件、公式文書には何もなかったからさ」

「う、あぅ……」

　そうだった。

　緋十字のチームは、とにかく人同士の繋つながり、信頼関係を重視する。そのため、チームの入隊要件も、チームのリーダーが任意で決定できる。

　アリシアは、その要件を定めていなかったのだ。でもそれは、能力や実績で人を選びたくなかったからであって、何の断りもなく勝手に仲間になっていいというわけでは……。

　思わず無言になるアリシアに、リオンは不安げな表情を見せて、

「もしかして、嫌だったか？」

「嫌なわけないです！　だって私もリオンと一緒にいたいって思ってたんです……」

　思わず勢い余って、正直な気持ちをぶつけてしまっていた。

　最後の方は恥ずかしくなって小声になっていた。顔が真っ赤になって、凄すごく熱い。

「あ、ありがとう。……じゃあ、えと、チーム結成ってことで、これからよろしく」

　リオンは、照れたように微笑ほほえみながら、アリシアに手を差し出してきた。

「……はい。よろしくお願いします」

　アリシアは、真っ赤になった顔に、何とか笑みを浮うかべて、リオンの手を握にぎった。

「こちらこそ」

　そこに小さな手が重ねられ、三つ鼎がなえの握あく手しゆになった。

　ニアが居た。

　なぜここに？　という疑問よりも先に、

「……いつから居ました？」

　恥ずかしさもあって、とても不ふ機き嫌げんで低い声になっていた。

「いつから居たかは関係ない。私の霊心体によれば全部聞こえてた」

「～～～～っ！！？？」

　アリシアは声にならない悲鳴を上げて、その場にヘナヘナとへたり込んでしまった。

「ニア、どうしてここに？」

　リオンがアリシアに代わるように訊きいていた。

「二人に恩返しをしにきた」

「恩返し？」

　リオンは小首を傾げて訊き返していた。アリシアも身に覚えがない。

「今日のダンジョン、脱出できたのは二人のお陰かげ。私一人なら、死んでた」

「そ、そんなの、お互い様さまです」

　アリシアは思わず言い返していた。

「私だって、ニアの歌がなければ、脱出する前に力ちから尽つきていました。リオンが居なかったら、あの『糸』に捕まったままでした。一人だったら、間違いなく死んでいました」

「それを言うなら、俺も同じだ」

　リオンが言った。

「歌がなければ、あの『鋼糸』には対たい抗こうできなかった。飛竜を呼び出せる人がいなければ、あの魔物に追いつかれて喰われてた。……今日は、一人でいることの限界を痛感したよ」

　三つ鼎の握手に、力が入る。
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　ここに集まっていることの意味を、実感するように。

「それでも、私は二人に恩返しをする」

「でしたら私も、二人には恩返しをしなくちゃいけません」

「抜け駆がけしようってのか。俺だって恩返ししないと気が済まないんだ」

　三つ鼎がギリギリと軋きしみだした。

「私が一番役立たずだった」

「私こそ足あし手で纏まといでしたよ！」

「俺だって、未熟で力不足で……」

「私が」

「私です」

「俺が」

　いったい誰だれが一番弱いのか。

　そんな自分自身では証明できない問題に意地になる三人の、勝利のない言い争いは続く。




　この寮が、これほどまでに賑やかになるのは、実に四ヶ月ぶりのことだった。







第二章







　　　　　†




　朝。

　リオンは、目覚めの曖あい昧まいな意識の中で、懐なつかしい気持ちに包まれていた。

　トントントン……軽快なリズムが奏でられている。

（……あぁ。朝あさ御ご飯はんを作ってくれてるんだな）

　いつもの朝だ。

　そう思った直後、その『いつも』は既すでに途と絶だえていたことを思い出した。

　リオンに毎朝御ご飯はんを作ってくれていた人は、もう居ない。

　懐かしい気持ちは、そのまま哀かなしみに変わる。あの頃ころにはもう戻もどれない。

　トントントン……。

　なら、この音は？　誰が朝御飯を作ってくれているんだろう？

　リオンはベッドから立ち上がり、大きく伸のびをしながら部屋の扉とびらを開けた。途と端たん、パンやバターのいい匂においが鼻をくすぐった。

「ん、起きた」

「え？　ニア？」

　キッチンの方から、ニアの声がした。

　トテトテと床ゆかを駆かける音がして、廊ろう下かの奥おくからニアがぴょこんと顔を見せた。花はな柄がらのエプロンを着て、その手には包丁。……ちょっとビクッとしたのは秘密だ。

「おはよう、リオン。朝御飯がもうすぐできる」

「おはよう…………えと、どうしてニアがここに？」

「ダンジョンでの恩、返さでおくべきか」

　昨夜の壮そう絶ぜつな『最弱決定論争』があったせいか、ニアはまるで恨うらみを晴らそうとしているように言ってきた。握られた包丁の刃が、キラリと輝く。

　そのとき突然、廊下の奥の方からドスンッ「ふにゃ!?」という音が聞こえてきた。

「はは、どうやら隊長さんも起きたみたいだな」

「朝から賑やか」

　ニアはそう言いながら、キッチンに戻っていく。

「何か手伝うことはあるか？」

「皆無」即答だった。「黙だまって恩を返されるべき」

　ここはお言葉に甘あまえて、リオンは大人しくリビングの椅い子すに腰こしかけた。

「な、何者ですか!?」

　突然背後からアリシアの叫さけび声ごえがした。

　まさか侵しん入にゆう者しやか!?　リオンは急いで振ふり返った。

　そこには、魔法陣を広げたアリシアが立っていて、リオンのことをジッと見つめていた。

　そんなアリシアの顔が一気に赤くなって、今にも泣きそうなほど顔を崩くずすと、魔法陣で顔を隠しながら「あうぅ～……」としゃがみ込んでしまった。

「アリシア？　……まさかと思うけど、俺が居ることを忘れてたのか？」

「あ、その、えぇと……」アリシアは言いにくそうにしながら、「ごめんなさい」

　まさかのつもりが、マジだった。

「いや、まぁ、昨日の今日だからな。まだ慣れてないだろうし」

「慰なぐさめ、ありがとうございます」

　アリシアは、魔法陣の端はしからチラッと真っ赤な顔を見せながら、笑顔を返してきた。

「アリシアも起きた？」

　キッチンの方から、ニアがピョコンと顔を出してきた。

「おはようございます。……と言うか、ニアも来てたんですか」

「ん。昨日の恩返しをしに来た」

　ニアがそう言うと、アリシアの目つきが変わった。

「だったら私もっ……」

「ダメ」ニアの即そく答とうが遮った。「私の恩返しの邪魔はさせない」

「ぐぬぬ……」

　アリシアは本気で悔くやしそうに歯は噛がみすると、

「私は恩返しを諦めたわけじゃないですからね。絶対に、恩返しをしてみせます」

　まるで仕返しを誓ちかうかのように宣言していた。

　相変わらず、この二人は仲が良い。傍はたから見ていて、そう思う。

　いつか自分も、こういう仲間になりたい。

　リオンは、こうしてこの二人と一いつ緒しよにいられることが、凄く嬉しかった。




　三人でテーブルを挟はさんでの食事。リオンの対面に、アリシアとニアが隣となり合あって座る。

　ニアの作ってくれた朝御飯は、めちゃくちゃ美味おいしかった。

　季節の野菜を使ったポタージュに、焼きたてのパン。素そ朴ぼくだけど、それが良い。

「恩返しになってる？」

　ニアが不安そうに訊いてきた。よく見ると、まだ自分の皿に手をつけていない。

「なってるなってる。こんな美味しい料理は本当に久しぶりだよ」

　昨日のパーティ料理は、リオンの口には合わなかったのだ。あんな珍ちん品ぴんを集めた高級品よりも、こういう家庭料理の方が、リオンは好きだ。

　アリシアも笑顔で頷うなずいて、

「本当に美味しいです。私、教えてもらいたいくらいですよ」

「良かった」

　ニアは少し照れたように呟つぶやくと、ようやく自分も食べ始めた。

「ですが」と、アリシアが力強く宣言した。「次は私が恩返しをする番ですからね。ニアもリオンも、邪魔しないでくださいよ？」

「ん」とニアは同意する。

「じゃあ、その次は俺が恩返しをする番か。んで、その後は？」

「提案。その日の救助活動で、一番活かつ躍やくした人に、他ほかの二人が恩返しをする。活動がなければ、それまではローテーションで」

　ニアが言った。

「なるほど。それならフェアな感じが……」

　とリオンが納なつ得とくしかけたところで、アリシアが「ちょっと待ってください」と言った。

「ニアの言いぶりですと、まさか、ずっと私たちの活動に同行するつもりですか？」

「当然」とニアは頷いた。

「と、当然じゃないですよ。ニアは一いつ般ぱん市民で、緋十字クルセデイアじゃないんですよ」

「どうせダンジョン内で会う」

「あんな危険な目に遭あって、まだ侵しん入にゆうする気ですか……」

　アリシアが呆あきれたように声を漏もらした。

「なぁ。だったらせめて、ニアがダンジョンに行く理由を教えてもらいたいんだけど」

　そのリオンの言葉に、ニアは少し悩なやんだようだった。

「表向きの理由は言えない。だけど、裏に隠している真の理由なら、二人には言える」

　それは不思議な言い回しだった。普ふ通つうなら、真の理由こそ言えないはずなのに。

　それでも、話してくれるのならと、リオンとアリシアは頷いて、先を促うながした。

「なら、聞いても笑わないで」

　ニアは、どこか子供っぽい前置きをしてから、

「私は、ダンジョンと共に消えた人たちを捜している」

「え？　それは……」

　それは、リオンの信念と同じ。

　だけど、リオンのそれは願望に近い。可能か不可能かを問われたら、言葉がないものだ。

　リオンはちらりとアリシアを見やったが、アリシアも動揺が表情に表れていた。

　対して、ニアの瞳ひとみは揺ゆるがない。これは冗じよう談だんを言っているような眼めじゃない。

「ある日のこと」

　ニアは語り始める。

「私は空間裂断デイネージヨンに巻き込まれ、その中でリボンを失くしてしまった。そのまま私は脱出し、ダンジョンは消えた。だけど後日、別のダンジョンに入ると、そこにリボンがあった」

「別のダンジョンで？　それは、間違いないのか？」

「最初は洞どう窟くつタイプで、次は森林タイプ。距離も五〇ｋｍキヤラミターは離れていた。まったく違ちがう」

「リボンは、間違いなく同じ物だったのか？」

「持ち物にはちゃんと名前を書いてある。間違いない」

「なるほど」何とも可愛かわいらしい。「だけど、そうなると……」

「私はこう考えた。『すべてのダンジョンは、どこかで一つに繋がっている』と」

「……つまり、ダンジョンで消えた人たちは、その『どこか』に集まっている？」

「という仮説」

　確かに、このニアの仮説によれば、リボンの謎なぞも説明がつく。

　更さらには、リボンも無事だったら、ヒトも無事かもしれないと考えるのは自然だ。

（……マヤが、ダンジョンのどこかにいるかもしれない）

　リオンは頭の中がカッと熱くなった。願望が……欲望が、むくむくと湧わき上あがってくる。

　マヤに、もう一度会いたい。

　そして、勝ちたい。

（その願いが、単なる夢じゃなくて、実現するかもしれない！）

　もっとも、あのマヤに勝つなんて、今のリオンの実力程度では不可能なのだが。

　ともあれ。

「そういうことなら、俺は喜んでニアに協力するよ」

「私も、ニアに協力しますよ」アリシアが言った。「救助活動の一いつ環かんとして、行方ゆくえ不明者を捜すこともできますからね」

「それに、昨日みたいな魔ま物ものが出てきたら、俺たちは一人じゃ何もできないんだ。そういうときには、仲間は必要になる。それはお互たがい様だ」

「ん」ニアは小さく頷くと、「改めて、よろしく」

「ああ、よろしく」

「よろしくお願いします」

　改めて言葉を交かわすと、なんか照れる。「あはは」と笑い合い、そのまま食事に戻った。

　カチャカチャカチャ……三人同時にポタージュをすくっていた。もう余計に恥はずかしい。

　そこでパンを取ろうとしたら、三人とも同じパンに手を伸ばしていた。

「「「どうぞ」」」

　譲ゆずる声まで揃ってしまった。

　なんだこの微び妙みような空気は。

　だけど、嫌いじゃない。

　一人きりのままでは、こんな空気を作ることなんてできないんだから。

　リオンにとっては半年ぶりの、誰かと一緒に過ごす朝。

　これからは、こんな朝が日常になっていく。それが嬉しくてたまらない。




　食後。寮のリビングでは、リオンとアリシアが向かい合って座っていた。

　ニアはキッチンで後片付けをしている。手伝おうにも、「恩返しの邪魔は許さない」と言われて、残された二人は時間を持て余していた。

「しかし、今日から数日、俺たちは任務担当なしかぁ」

　食後の満腹感と、職務からの解放感で、大きく伸びをしながらリオンは呟いた。

「そうですね～。この期間は、つい油断して過ごしてしまうんですよ～」

　アリシアは、今朝のことを言い訳するかのように言っていた。

　救助担当チームは、規則により、ダンジョン収束から丸三日、あるいは次回のダンジョンが解決するまでのいずれか短い期間、休養が義務付けられている。

　緋十字にとって、この休養期間は、唯ゆい一いつ、完全に緊きん張ちようを解いても許される時間だった。

「でも、何をして過ごしたものか。休養って言っても、霊心体アルマの使用が禁止されてるってわけじゃないんだよな？」

「あ、はい。一応は『霊心体を休ませる』という理由がありますけど、霊心体を回復するには三日も要いりませんからね」

　実際、昨日のような酷こく使しをしても、今はもう、普ふ段だんと変わらないほど回復しているのだ。

　するとアリシアは、秘密の話をするように身を乗り出してきて、

「……これは噂うわさですけど、休養期間の本当の存在理由は、別にあるらしいですよ。何でも、緋十字がまだ軍の一組織だった頃、若い女性のチームが責任者に色いろ仕じ掛かけをして、自分たちのチームを贔ひい屓きにしてもらった、なんて話もありますし……」

「うわぁ……」

「そこで、ひとつのチームが連続で担当にならないように、この休養期間を定めたとか。ただ実際、この制度があることで、安易に最強チームを投入せず、適材適所の担当配置ができるようになっている、とも言われていますけど」

「へぇ。じゃあエンデ統とう帥すいも、何も考えてないようで、いろいろ考えてるんだな」

「だといいですね」

「あれ？」

「『あれ？』じゃないですよ。リオンは昨日の担当決定のときを忘れたんですか？　あんな行き当たりバッタリの言動に、どれだけの思し慮りよがあったと言うんです……まったくもう」

　アリシアは、不機嫌そうにツイッと顔を逸そらした。

「と言いつつ喜んでいるアリシア」

「ひぇ!?　……ニ、ニア!?」

　いつの間にか横にニアがいた。なんか、気配を消して近づくのが趣しゆ味みなんだろうか。

「アリシアは不器用。自分からは積極的になれない。だから結果的に、そのときの強引な決定でリオンと仲良くなれたことが嬉うれし……」

「わーーっ!?　きゃーーっ！」アリシアがニアに飛びかかった……しかしヒラリとかわされた。「にゃにを……何を言ってるんですかニャア！」

「ネコの真ま似ね、にゃあ」

「違います噛かんだんです『ニア』って言いたかっただけです！」

　アリシアは耳まで真っ赤にしながら、早口でまくし立てていた。

　対するニアは涼すずしい顔で、

「ところで、今日はこれからどうするにゃあ？」

「『にゃあ』じゃにゃいです！　……あっ」

　アリシアがドツボに嵌はまっている。すると、気のせいかニアの眼が輝いた気がした。

「アリシア、今日はどうするにゃい？」

「あうぅ……『にゃい』でもないですってばぁ」

「にゃいでもにゃい」

「うぁぅ～っ。もう酷ひどいですよぉ！」

　アリシアは涙目になりながら、リビングを駆け出てバタンッと自室に戻ってしまった。

「……えぇと、大だい丈じよう夫ぶなのか？　ちょっとやり過ぎなんじゃ」

　思わず心配になって、リオンは訊いていた。

「アリシアは、これぐらいで私を嫌きらったりしない」

　断言した。

　そんなニアの返答には、アリシアの気持ちを理解している自信がある。ただ、そこにはむしろ、ニアがどれだけアリシアのことが好きなのか、表れているような気がした。

「アリシアは面めん倒どうな性格。寂さびしがりやで引っ込み思案の、構ってちゃん。一人でいるのが嫌いやなのに、自分からは言い出せない、だけど構ってくれないと寂しがる。すごく厄やつ介かい」

「そ、そうなのか……」

「だから、少し強ごう引いんな方がいい。リオンみたいに」

「俺おれみたいに？　つか、俺は他人の気持ちに無む頓とん着ちやくっていうか、ただ自分のやりたいことを誰かと一緒にやりたいって思ってるだけで……」

「それでいい。それがいい」

　そんなふうに断言されてしまった。

　それがちょっと恥ずかしくて、リオンは「そんなもんかねぇ」と軽く返したのだが、

「ん。そんなもん」

　やっぱり断言されてしまって、さらに気き恥はずかしくなった。

　なお。

　部屋にこもっていたアリシアは、五分後、気恥ずかしそうにぴょこんとリビングに顔を出してきた。

「お、アリシア。今日の予定はどうするにゃあ？」「これからどうするにゃい？」

「～～～～っ!?」

　今度はリオンもニアと一緒になって、からかってみた。

　再び部屋にこもってしまったアリシアが戻ってきたのは、さらに一〇分後のことだった。




　帝都イスカリューダの街を、三人で歩く。

　今日はまず、リオンが帝都を案内してもらうことになった。

　アリシアの機き嫌げんは、ちゃんと直っている。というのも、「アリシアのしたいことをしよう」という話の結果が、コレだからだ。

　いわく、「リオンは帝都が初めてですよね？　だったら是ぜ非ひ、案内させてください」と。

　自分から苦労を申し出るなんて、やっぱりアリシアは変わった性格をしている。

　今は、まるで旅行ガイドのように、リオンに説明をしてくれていた。

「帝都イスカリューダ。この街の興おこりは、『聖地ノアジール』――創造神の降臨された地にして、人類誕生の地とされている場所なんですよ」

　アリシアは、さながら歴史の授業でもするかのように、

「街のすぐ北にある、あの山――霊れい峰ほうモサノアジール。標高一五〇四ｍミターになる山の中腹に、聖地ノアジールがあります……あるとされています」

　そう言われて山を見ても、それは、少し険しいくらいの普通の山にしか見えなかった。木の生え方や山の形にも、特に変わった点があるようには見えない。

「聖地については、リオンも学校の授業で習っていると思いますけど……」

「あぁ、いや、悪い。俺、まともに授業を受けたことがないんだ」

　そんなことを正直に言ったら、アリシアに溜ため息いきを吐かれてしまった。なんか誤解されているような気がしないでもない。

　それでも丁てい寧ねいに説明をしてくれたあたり、アリシアは律りち儀ぎな性格をしているようだ。

　創世記によれば、そこには神しん殿でんが存在しているらしい。だが、二五〇年ほど前に起こった山の崩ほう落らくにより、入口となっていた穴が塞ふさがれてしまった、とのこと。

　崩ほう壊かいの跡あとは僅わずかに確かく認にんできるのだが、肝かん心じんの神殿については、今の人々は誰も、その存在を見たことがない。崩壊後、聖地を荒あらすべきではないとして、一度も発はつ掘くつや調査がされていないためだ。結果的に、聖地は創作物なのではないかと主張する者すらいる。

　それでも、こうして街を歩いていると、山に向けて拝む人が目に付く。人生の節目の日には、崩壊跡のある場所まで参拝に行っている者も多いらしい。

　続いてリオンは、地図を見ながらアリシアの説明を受けた。

　地図を見れば判わかるのだが、霊峰モサノアジールのすぐ北側は海になっている。とはいえ、漁はほとんど行われない。海と陸地の境目が隆りゆう起きし、連れん峰ぽうになっているので、それらを越こえないといけないのだ。さらに、海上で空間裂断に遭うと救助も難しい。そのため、漁は限定的で、特定日のみ、かつ、緋十字の同行が義務付けられている。

　一いつ般ぱん的てきに、人々の生せい活かつ圏けんは、山の南側に限定されているのだ。

　イスカリューダの街は、霊峰の南南西に配されるように、綺き麗れいな円状に発展している。

　その位置関係を上空から見れば、まるで、霊峰に巨きよ大だいな太陽ホーリーグレアが沈しずもうとしているような構図になっている。手元の地図を南北ひっくり返すと、まさにそういう絵になった。

　というのも、帝てい都との道路の構造が、太陽のように見えるのだ。円の中心から放射状に延びる街かい道どうがあり、そこに、円を描えがく環かん状じよう線せんが一三本、通っている。

　最外がい縁えんの環状線が描く円は、直径三ｋｍキヤラミター弱。その内側に、八万人もの人が暮らしている。

　この円形の街並みは、あまりにも正確に区画が造られている上、同じ区画には同等の生活水準にある人が集まっているため、似通った街並みが続く。

　慣れないうちは、迷子になっても仕方がないだろう。




　リオンたちは、まず、円の中心部に向かっていた。

　そこはまさに街の中心であり、緋十字の本部もある。

　そして何より、その本部も入っている巨大な塔とう。それは、遠くからも良く目立っている。これが目印になるので、ここを起点に地図をイメージすれば、初心者でも迷いづらくなる。

　ただ、リオンは正直、あまりここには来たくないと思っていた。

　アリシアやニアも、表情が重い。どうやら似たような感情を持っているようだ。

　やがて、その原因が見えてくる。

『壁かべ』だ。

　高さ一五ｍミターにもなる巨大な鉄てつ壁ぺきが、ぐるりと街の中央を囲んでいる。

　この壁は、物理的にだけでなく、社会的にも、こちら側と向こう側とを明確に隔かく離りする。

《ソフィス区画》

　俗ぞく称しようは、『絶対安あん全ぜん圏けん』。

　この『壁』の中は、空間裂断が絶対に起こらないとされているのだ。

　と言うのも、この街の中心の地下には、空間裂断を防止する装置――《ソフィス》が存在しているからだ。

　どのような物質でできているのか解わからない。

　なぜ安全なのかも解らない。

　使わないと生きていけないから、使っている。

　それが、《ソフィス》。

　地方都市にも似たような装置はあるが、効果が弱く、安定しない。ここ帝都のソフィスは、『絶対に安全』とまで称しようされるほどのモノなのだ。

　ただ、この防止装置の効力は、装置から離はなれるに従って弱まっていく。そのため、街は自然と円形に発展していき、そして、中央からの距きよ離りがそのまま格差の構図となっている。とりわけ、内側から順に第一三号まである環状線は、それを如によ実じつに区切っているわけだ。

　ソフィスのお陰で、この壁の中だけは安全だった。

　より正確に言えば、絶対に安全な場所を壁で隔離したのだ。

　ソフィス区画の中心は、皇こう帝ていの住まう城。そこが装置の真上になる。まさに国の中心だ。

　その隣となりに、国家の中ちゆう枢すうとなる機関を集めた、巨大な塔がそびえ立っている。議会や軍本部、それに緋十字本部も入っている塔だ。

　そしてその周りに、貴族や、功績を称たたえられた名めい誉よ市民たちが、快適に居住している。

　帝都の人口が八万人ほどであるのに対し、ソフィス区画の住民は、たったの七〇〇人弱。居住権が非常に制限されているのだ。

　皇族、貴族、受じゆ勲くん者しやなど、身分の高い者たち。

　教授、科学者など、文化的・技術的な功績のある者たち。

　通算納税額が一定以上の高額に達した者たち。

　そして、緋十字の任務を全まつとうした者にも、居住権が与あたえられる。これは、逆に言えば、それほどの餌えさがなければ緋十字の仕事は割に合わない、とも言えるのだが。

「なんか、この辺りって殺さつ伐ばつとしてるよなぁ。警備も厳重だし」

　リオンは、素す直なおな感想を口にした。

「この辺りは、ソフィスの効果が強いですからね。危険な地域に住む人が、その恩おん恵けいにあずかろうと集まってきてしまうので、取とり締しまっているんですよ」

　アリシアは、本当に申し訳なさそうに呟いた。

「なるほどなぁ。なら、いっそここに大きな家を建てて……って、もう無理か」

　リオンは辺りを見み渡わたして、すぐに自分で納得する。

　必然的に、装置に近くなる中心部は、人口密度が高くなっている。この辺りは、すでに高層の集合住宅が乱立していて、新しい家を建てるスペースなどは、ない。

　下手に建ててしまったら、空間裂断どころか、いっそ軽い地じ震しんでも壊かい滅めつしてしまう。

「人の命の価値が、目に見える街」

　ニアがボソッと呟いた。

　それはあまりに的確で、辛しん辣らつで、リオンもアリシアも思わず息を詰つめた。

　ニアは、さっきからずっと、『壁』の方を見ようともしないのだ。

　まるで、そこに忌いむべき存在がいるかのように。

「命の価値は、等しいですよ」

　アリシアは、壁を睨にらみながら言った。

「そのための緋十字です。少なくとも、私はそうありたいです」

　そんなアリシアの言葉は、リオンの心にスッと入ってくる。

「俺もそう思ってる。理想を言えば、世界中でそうありたいと思ってるけどな」

　リオンは正直に言った。ちょっと格好つけたみたいで恥ずかしいのだが。

「でも、アリシアもリオンも、いつかは壁の中」

　ニアの言葉。それは、ただ事実を述べただけ。そこに恨みや妬ねたみは感じられない。

「俺は、あんな壁の中に閉じこもる気はないけどな」

　リオンは正直に答えた。

「なぜ？　緋十字はみな、それを目指して危険な任務を続けているはず」

　ニアはリオンを見やってきた。

「俺には、緋十字に入れるほどの力がある。この力は、任期が終わったからって無くなるものじゃない。だったら、ずっと壁の外で救助活動をしていたいんだよ」

「私も、入る気はないですよ」

　アリシアも続いて、

「せっかく街の人たちと仲良くなれたのに、私だけ安全な場所に逃にげ込むなんて嫌です」

　ニアは、この日初めて壁の方を見やった。

　いつもと変わらないニアの無表情、その奥にある感情は、リオンには判らなかった。




　第八環状線沿いの、南区画を歩く。

　第八沿いは、数字の通り、ちょうど中間層の人々が暮らしている区画になる。

　この区画での空間裂断の頻ひん度どは、小さいモノが月に一回あるかないかほど。人的被ひ害がいはほぼ皆かい無むだった。

　リオンたちが暮らす寮りようがあるのも、この区画だ。他のチームの寮が第三環状線内に密集していることに比べて、この寮だけはポツンと外れて存在している。

　本部からは遠いが、現場からは近い。そういう意志のもとに存在している寮なのだ。

　リオンは改めて寮を見る。この建物は、法的には寮なのだが、実際は大きめの一いつ軒けん家やだ。築五〇年ほどで、壁はびっしりツタで覆おおわれているが、なかなか丈じよう夫ぶな造りとなっている。

　家の裏には、高さ一五ｍミターほどの物もの見み櫓やぐらがある。一応それがこの付近で一番高い建造物だ。

「リオンもニアも、昨日はよく寮に辿たどり着つけましたね」

　アリシアに言われて、リオンは昨夜の寮でのことを思い出した。

「俺はまぁ、一応、本部で地図を貰もらってたからな」

「それでも凄いですよ。この街は似たような景色ばかりで、混乱してしまいますから」

「そうそう。お陰で二時間くらい迷ったんだけどさ」

「それは凄くないですね」

　アリシアはとても正直だった。

　一方のニアは、

「私は、霊心体を使って、二人の声を見つけ出した。そのまま二人が寮で話しているのをずっと聴きいていたから、簡単に辿り着けた」

「それは凄すごいですねっ」とアリシア。「でももうやらないでくださいね」

　日ひ頃ごろから言動には気をつけよう。そう心に誓ったリオンだった。

　リオンたちは、寮の前を通過して、近所の商店街に向かった。

　食料品も衣料品も、生活用品なら何でも揃そろう、アリシアの行きつけの場所らしい。なるほど、顔見知りの人も大勢いるようだ。

　実際、武具・鍛か冶じ屋やの前を通ったときには、

「よぅ、アリシアちゃん。今度また、霊騎士デユラハンたちと特訓をやりたいんだ。よろしくな」

　続いてパン屋の前を通れば、

「アリシアちゃん。こないだ鳥たちが見つけてくれた木の実、凄く良かったわよぉ」

　子供たちとすれ違えば、

「アリシアお姉ちゃん、また『光るちょうちょ』さんを見せてねー」

　そしてみんな、アリシアの隣に人が居ることに気付くと、口を揃えてこう言った。

「あ、あのアリシアちゃんが、友達を連れて歩いてる!?」

　その話題は、たちまち商店街中を駆け巡めぐっていった。

　そして、リオンとニアは商店街のみんなに囲まれて、

「名前は？　趣味は？　アリシアちゃんのどこに惹ひかれました？」

「アリシアちゃんと知り合ったきっかけは？」

「知り合ってから何ヶ月です？　ご関係は順調ですか？」

　いろんな人から、様々な質問が浴びせられた。答えようにも四方八方から同時に言われて、どうしようもない。

「も、もうっ。みなさん止めてください！　お願いですからもう止めてぇ……」

　アリシアは真っ赤な顔で、質問を止めに割り込んできた。

　すると今度は、みんなの対象がアリシアに向けられた。

「これっ、これお祝い。ウチで作ったパンなの。是非みんなで食べて」とパン屋さん。

「これは特製ジュースだ。友達ができた記念として、グイッとやってくれ」と農家の人。

「え？　うぇ？　えぇ～!?」

　言葉にならずにうろたえるアリシアの両手に、どんどん物が積まれていく。もう積めなくなったら、リオンやニアにも積まれていった。

　アリシアやニアがふらふらとバランスをとるのに苦労している中で、リオンはこっそり心糸レイスを使って縛しばり上げていた。楽ちん楽ちん。

「……むぅっ」「んっ」

　それに気付いたアリシアとニアが睨んできた。怖こわい怖い。

　まったく。通常レベルでは見えない微弱な心糸を使ってても、二人は気付くんだよなぁ。

　リオンは苦く笑しようしながら、二人の荷物も縛ってあげた。ついでに、二人の荷物を何個か自分の所に移しておいた。

　ふと、アリシアの服の裾すそをクイクイッと引っ張っている小さな手があった。八歳さいくらいの女の子が、とても嬉うれしそうな顔でアリシアを見上げていた。

「アリシアお姉ちゃん。わたしね、こんど『しょうひょうじょう』？　作ってくるね」

「えぇと、表彰状ひようしようじようのこと？」

「うん、それ。『おともだちができたで賞』で、しょうひょうします！」

「……ア、アリガト」

　アリシアは、引ひき攣つった笑え顔がおで、かたことになっていた。無む邪じや気きさはときに残ざん酷こくだ。

　そして最後に、

「お二人とも。アリシアちゃんはふつつか者ですが、末長くよろしくお願いします！」

　商店街のみんながリオンとニアに頭を下げてくるという、異様な光景だった。

　その後、商店街のみんなに万ばん歳ざい三唱で見送られつつ、角を曲がると、

「すみません、すみません。街を紹しよう介かいするはずが、とんでもないモノを紹介してしまって……。あの、変な誤解から、お二人には迷めい惑わくをかけてしまったようで……」

　アリシアの声が震ふるえていた。ちょっと涙目になってて、よほど恥ずかしかったんだろう。

「いい街だな、ここは」

　リオンは素直に言って、思わず笑えみを漏らした。

「はい！　それはもう、もちろんですよ」

　アリシアは誇ほこらしげに、笑顔を見せてきた。

　一方、ニアは、

「照れ照れのアリシア、凄く可愛かった」

「かっかわぃっ!?　いきなり何を言ってるんですか？　からきゃわわ……からからっかわ……からかわないでください！」

　かなり動どう揺ようしているらしい。素す晴ばらしい噛みっぷりだ。

「ほら、今も可愛い」

「可愛くないです！　こんなの格好悪いですよ、もうっ」

　アリシアは、照てれ隠かくしなのか、怒おこったように言い返していた。

「リオンもそう思っている」

「えっ!?」「ぅえ!?」

　ニアがいきなりとんでもないことを言いながらリオンに振ってきた。お陰かげでリオンとアリシアの声が揃ってしまい、つい顔を見合わせてしまって……

「「～～っ！」」

　二人揃って声にならない叫びを漏らしながら、弾はじかれるように顔を逸らした。

「図星」

　ニアがそんなことを言っていたが、リオンもアリシアも反応ができなかった。

　そもそもリオンには、否定することはできないけれど。

　そんなリオンとアリシアのことを見ながら、ニアは満足げに頷いた。十分からかった、と言うことなのかもしれない。

「そ、そんなことよりですね！　まずはこの荷物をどうにかしないといけませんよ」

　アリシアが、悲鳴のような声になりながら話を逸らしてくれた。

「た、確かにな！　なんかパーティでも開けそうなくらいに集まってるもんなっ」

　リオンも、若じやつ干かんわざとらしいながらもアリシアの話に乗っかることにした。すると、

「あっ」アリシアが何かに気づいた。「実は、ウチの寮には、ある伝統があるんですよ」

「伝統？　どういうヤツなんだ？」

「それはですね、新入隊員は歓かん迎げいパーティを開いて祝わなければならない、という……」

「それ、伝統って言うのか？」

「そう言われても、私も良く知らないんですよ。ただ、マヤ先せん輩ぱいから、『これが緋十字の伝統だから』と言われて、祝ってもらってたのを思い出したので……」

「なーるほどね」

　リオンは苦笑した。何が『緋十字の伝統』だ。

　マヤのことだ、間ま違ちがいなく自分で勝手に作ったものだろう。どうせ、アリシアを歓かん待たいしようとしたら遠えん慮りよされたから、アリシアが納得するような出まかせを言ったんだ。

　マヤは、大勢の人と面おも白しろいことをするために、いろいろ頑がん張ばっていた。というか、そうした方が自分も楽しいからなんだろうけど。

「あ、あの、ダメですか？」

　アリシアが不安そうに訊きいてきた。リオンが黙だまってしまっていたせいだ。

「まさか。俺は喜んで歓迎されるに決まってるじゃないか」

「そ、そうですか」

　アリシアは見るからに安あん堵どすると、

「ニアも来ますよね？」

　突とつ然ぜん話を振ふられたニアは、ゆっくりと小首を傾かしげると、

「私は、緋十字じゃない」

「それはそうですけど、でも、昨日ああいうことがあって、その後に歓迎パーティを開くのなら、そこにニアが居ないのはおかしいと思うんです。なんかムズムズします」

　なんだかアリシアが積極的だ、とリオンは不思議に思った。

　初対面のときは、どこか他人を拒きよ絶ぜつするような態度に感じられたのに。

「リオンも、ニアが一いつ緒しよの方が良いですよね？」

「え？」こっちにも突然話が振られた。「まぁ、俺は歓迎される側だから、賑にぎやかになってくれるなら、それだけでも嬉しいよ」

「だそうですよ。リオンに対する『恩返し』にもなるわけですし、どうですか？」

　アリシアは、ニアに笑顔を向けた。

　ニアは、少しだけ考えるように視線を浮うかせてから、コクンと頷いた。




　歓迎パーティは、夜に行うことになった。

　今は、三人で軽い昼食を終えて、食休み中。

　アリシアは、食後の紅茶をテーブルに配りながら、リオンに話を振った。

「午後は、どうしますか。北の山の方を案内しましょうか？」

「いや。街の様子が見られたから、案内はもう十分だよ。それに、俺ばかりが得しているのも居い心ごこ地ちが悪いから、午後は二人の予定に付き合いたいんだ」

「そうですか……」

　アリシアは困った。どうしよう。誰だれかと一緒に過ごす日常なんて、自分には判らない。

　マヤ先輩がいたのは四ヶ月も前のこと。それに、アリシアはいつもマヤ先輩に振り回まわされていただけだったから。

「でしたら、ニアは何かしたいことはありますか？」

「今日は二人に恩返しする日。だから二人の意見に従いたい」

　そんなことを言われて、結局、アリシアの意見が採用されるかたちになってしまった。

「アリシアはどうなんだ？　たとえば、いつも何をして過ごしてるのかとか」

「うーん。そうですね、そういうことでしたら……」

　リオンに訊かれて、アリシアがいつも一人で何をしているのかを思い浮かべていると、

「リオン、そんなことを訊くのはダメ」

　ニアが突然、リオンを咎とがめた。

「いつも一人でいる人に、そんなことを訊くのは、残酷すぎる」

「あっ……」

　何かを察したようにリオンは声を漏らすと、

「ごめん。俺、アリシアの気持ちに考えが及およばなくて……」

「ちょ!?　ちょっと酷いじゃないですか」

「あぁ、そうだよな。確かに酷いことをしたと思って……」

「そうじゃなくて！　……あの、私だって、いつも一人でいるわけではないんですから」

「たとえば？」

　ニアの追つい撃げきが突つき刺ささってきた。

「た、たとえばですね……」

　飛竜ワイバーンに乗せてもらって空の散歩をしたり……

　魔眼鳥ブラッディアイと一緒に歌を口ずさんだり……

　エンデ統帥に呼ばれて、仕事の愚ぐ痴ちを聞かされながらお茶を飲んだり……。

　確かに一人ではない。けど、こんなことは正直に話せず、つい黙りこくってしまった。

「ごめんなさい」

　ニアが頭を下げてきた。

「そ、そんな、気にしにゃいでくしゃ……ください」

　動揺が隠しきれていなかった。

　我ながら、強引な押おしに弱すぎる。

　いつもなら、周りと距離を取っているから落ち着いていられる。余よ裕ゆうを持って優等生になることができる。

　だけど、一いつ旦たん内側に入ってこられたら、一気に瓦が解かいしてしまう。

（格好悪いなぁ、もう）

　こんな格好悪い自分は、好きじゃない。私はいつも、凛りんとしていたいのに。

　なのにニアは、こんな自分を「可愛かわいい」なんて言ってくる。

　なんだか、不思議。

　アリシアが欠点だと思っているところを、ニアは魅み力りよくだと思っている。

　そんなこと、一人だけで居たら思いもしなかっただろう。

（もしかして、逆に私も、ニアやリオンの欠点を補ってたりするのかな？）

　そんなことを考えてみたけど、正直、よく判らない。

　でも、もしそういう関係になっているとしたら、嬉しい。

　とはいえ、自分は自分でしかいられない。今はただ、自分らしくいようと思う。

「あの、リオン、ニア」

　なんとなく、アリシアは改めて二人の名前を呼ぶと、

「それでは、午後は私に付き合っていただいても、いいですか？」

「アリシアさえ良ければ、もちろんだ。最初からそのつもりだしな」とリオン。

「私も構わない」とニア。「今日は、アリシアの一人遊びに付き合う」

「うっ……」

　ニアの言葉がアリシアの胸にズボシッと突き刺さる。でも、負けずに頑張る。

「あの、私はですね、いつも自分の霊心体を使って、いろいろ遊んでいるんですよ」

「あ、それ俺もよくやるよ。心糸で変な形を作ったり、長く伸のばして深海魚を釣つったり」

「ホントですか？」リオンからの予想外の同調があって、嬉しくなった。「私はですね、神しん獣じゆうたちと遊んだり、あとは、頭に浮かんだ新しい魔ま法ほう陣じんを試ためしているんですよ」

「へぇ。そういうの、なんかワクワクするな。じゃあ今度、俺のレイ……ス」

　話に盛り上がっていた二人のことを、ニアが冷めた目でジトッと見ていた。そして一言。

「二人とも、一人遊びがそんなに好き？」

「「うっ……」」

　図星を突かれて、二人とも言葉を失っていた。

　でも仕方がないじゃないですか。一緒に遊ぶ人がいないんですから……。

　するとニアは、ツンと顔を逸らしてしまった。

　いつもなら言葉でズバズバと痛いところを突いてくるニアが、予想外に冷たい態度を見せたものだから、アリシアは不安になった。すると、

「……私は、新しい歌を創つくったりしてる」

　ポソリと小さい声で、そう言った。

　よくよく見ると、ニアのほっぺが少し赤くなっているように見えて。

　アリシアは、思わずリオンと顔を見合わせて、そして微笑ほほえみ合った。

　午後の予定が決まった。




　　　　　†




　第一二環状線沿い。

　ここから外は住居が少なく、代わりに様々な国営施し設せつがある。要は、いつ空間裂断に襲おそわれても構わないような施設が並んでいる。

　リオンたちは、そんな施設の一つ――国営運動場に来ていた。

　どうせ遊ぶなら徹てつ底てい的てきに遊んでやろう、と。

　ここは中心部から遠く、ソフィスの効果がほとんどないことから、広いのに人がいない。今日も見渡す限り、リオンたちしかいなかった。たかが運動のために、空間裂断に襲われるリスクを高めるような物好きは、そうそういない。第四や第五環状線にも、狭せまいながら運動場はあるので、みんなそっちで遊んでいるのだ。

　ちなみに、緋十字には専用の演習場も複数ある。ただそれらは、ダンジョンの各タイプを擬ぎ似じ的てきに再現していて、ダンジョン攻こう略りやくの訓練をすることができるようになっている。それらはさすがに、遊ぶために使うものではない。

　リオンは辺りを見渡しながら、深呼吸をひとつ。どうも、少し緊きん張ちようしているようだ。

　考えてみれば、誰かと一緒に遊ぶなんて、いつ以来だろう？　マヤに一方的にボコボコにされたことを、彼かの女じよの言うように『遊び』と称するなら、もう一年前になるのか……。

　ふと横を見れば、アリシアも落ち着きがない。彼女の口もとがずっとムズムズ動いているのだが、恐おそらく、ニヤニヤしそうになるのを必死にこらえているようだ。

「何をするつもり？」

　と訊いてくるニアは、いつもと変わらないような平へい淡たんな声だった。けれど、上うわ目め遣づかいでリオンを見上げている目は、心なしか、期待が見え隠れしているように思えた。

「そうだな。たとえば、こんなのとか……」

　リオンは二人から距離を取り、さっそく心糸を発現させた。手のひらの上、少し浮いたところから、まるで噴ふん水すいのように幾本もの心糸を出現させていく。

　心糸はリオンの隣に集まり、塊かたまりとなり、そして一つの形を作り上げていく。

　それは、ヒト。

　一いつ瞬しゆんにして、リオンの形を模した人形が、心糸の塊で作られていた。

「まぁ、所しよ詮せんは遊びだから、形は作れても、簡単な動きしかできないんだけどな」

　リオンはそう言って、糸人形の右手を持ち上げていった。それだけの動きでも、肘ひじのあたりの心糸が緩ゆるんだりして、ムラが目立っている。

「そんな、凄いですよ。霊心体を狙ねらう魔ま物ものには、立派なおとりに使えるじゃないですか。遊びと言いながら、リオンの向上心は凄いです」

　そう言うアリシアの瞳ひとみは、子供のようにキラキラ輝かがやいていた。

　そんな目をされると、リオンはもう、正直なことは言えなくなる。

『こういう人ひと影かげが隣にいたら、ぼっちに見えなくていい』なんて……。

「そ、それじゃ次はアリシアか？　いつもどんなことをしてるんだ？」

　リオンが強引に誤ご魔ま化かすと、アリシアは素直に「はい」と頷うなずいた。そして、足あし下もとにあった長めの木の棒を拾って、地面にガリガリと線を引き始めた。

　どうやら、魔法陣の図ず柄がらを描いているようだ。しかも、意外と大きい。

「もしかして、そういうのでも神獣を呼べるのか？」

「判りません」

「えぇ？」――てっきり「はいっ」と自信満々に答えると思っていたのに。

「これは、ある種の実験なんです。私の頭に浮かんでいる図形を描いてみて、霊心体を注ぎ込むと、誰かが出てきたり、誰も出てこなかったりするんですよ。それで、新しい子に出会えたら幸せなんです」

「頭に浮かんでいる図形を、描く……」

　リオンは改めて、アリシアの霊心体について考えてみた。それはとても特とく殊しゆなモノだ。

　そもそも、霊心体は心の力だと言われている。心こそが力の本質になる。

　つまり、霊心体は、手ぶらで使える力なのだ。

　リオンの心糸も、ニアの歌も、そこには他ほかの『道具』なんて必要ない。身体ひとつ――心ひとつで使えるのだ。

　だが、アリシアの霊心体は、魔法陣を必要とする。心の中に存在しているモノではなく、きちんと外部に物質として存在している物として、魔法陣がなければならない。

　そんな霊心体は、聞いたことがない。

　異質な力だ。

　ただ、彼女の霊心体は悪いものではない。それは確信できる。

　今、目の前で一心不乱に、楽しそうに、地面に大きな魔法陣を描いているアリシアの姿を見れば、誰でもそう思うに決まっている。なんかもう、リオンたちのことは忘れたかのように、無邪気な笑顔でガリガリ走り回っているのだ。

「アリシアは、いい子」

　ニアが言った。まるで心を読まれたみたいで一瞬だけドキッとするが、むしろ、こちらが話すより前に理解してくれていると考えると、楽でいい。

「やっぱり、ニアもそう思うか」

「ん。私が男なら放っておかない」

　ニアは大きく頷くと、

「収入が安定、押しに弱い、胸が大きい」

「……とりあえず、ニアが男じゃなくて良かったよ」

「私も、女で良かったと思う」

「そっか。良かったか」

「ん。良かった」

　なんとも不思議な会話で終わってしまった。それでも楽しいと思えてしまうのが、ニアの魅力なのかもしれない。

「できましたよーっ」

　アリシアの声に顔を向けると、運動場の地面に、直径三ｍミターほどの魔法陣が描かれていた。丸や三角、直線や波線、文字のような記号のような、解読不能な紋もん様ようの列。

　様々な形が組み合わされてできた、アリシアの心アルマのかたち。

「……まさか、こんなに巨大なのが出てくるのか？」

「あ、いいえ。初めて描く魔法陣は、神獣がちゃんと出てこれるように、大きめに描いているんです。それに、頭に浮かんだ図形が複雑ですと、どうしても大きく描かないと正確に表せないんですよ」

　確かに、これほど大きく魔法陣が描かれているのに、それでも微細に描かれている場所がある。たとえば文字のような物は、画数が多くて複雑になっている。

「ただ……」とアリシアは小さめの声で続けた。「それでも、完全に正確に描けているとは限りません。なんか、別の魔法陣が重なって見える所もありますし……。頭に浮かんだモノをそのまま描くのは、難しいです」

　確かに、単に図形を描くだけでも、それは判る。円や直線は歪ゆがむだろうし、全体的な模様の比率や距離感もズレてしまうかもしれない。

　リオンの心糸のように、思い浮かんだままを作り出すことは難しいだろう。

「では、始めます」

　アリシアはそう言うと、魔法陣に手を突いて目を瞑つぶった。アリシアの身体を霊心体の光が覆い、アリシアの手元から、光が順々に魔法陣へと注ぎ込まれていく。

　やがて、魔法陣全体が輝きを帯びると……

　ドンッ……ドゴンッ！

　突然、魔法陣の底から叩たたかれているかのような地じ響ひびきに襲われた。

　それはまるで、施せ錠じようされた扉とびらを強ごう引いんに開けようとしているかのような……。

　ついには、周囲の地面がピシピシと割れ始めた。そして、魔法陣にもひびが走っていく。

　と同時に、魔法陣は光を失い、そして衝しよう撃げきも止やんだ。

「……ごめんなさい」

　風に消えそうなほどの小さな呟つぶやき。アリシアの表情は、とても寂さびしそうで。

「残念です、失敗しちゃいました」

　一変、軽い口調で微笑んでみせたアリシアだが、無理をしているのは丸分かりだ。

「あ、ちなみにですね」アリシアは努めて明るい声で続けた。「新しい魔法陣は、二割くらい失敗してしまうんです。どうしても、私が描いたのは下手っぴなので……」

　やはり寂しそうなアリシア。何か、自分が力になれることはないのか？　何か俺おれの……。

　ふと思い付いた。それは、リオンがここに来る前にも考えていたことだ。

「なぁアリシア、俺の心糸で、魔法陣を描いてみないか？」

「えぇっ？」

　予想外の提案だったんだろう、アリシアは声を裏返らせるほどに驚おどろいていた。

「俺の心糸は、俺のイメージ通りの形を作れる。だから、もし心糸にアリシアのイメージが伝えられるなら、それこそアリシアの思い描えがいた通りの形が作れると思うんだ」

「そ、そんなことが、できるんですか？」

「判わからない。だから『もしも』の話だし、だけど、やって損はないはずだ」

「お願いします！」即そく答とうだった。「私、あの子と会いたいです」

　真しん剣けんに、そして嬉しそうに言ってくるアリシアに、リオンは思わず微笑みを返した。

　神獣のため――仲間のために一いつ生しよう懸けん命めいな、そんなアリシアの優やさしさが、いいなと思って。




「すみません、ニア。私たちばかりが、いろいろやってしまって」

　アリシアは、思わずニアに謝あやまっていた。

　ちょっと説明しにくい変な気分なのだけど、なんだかリオンを一人ひとり占じめしているような感じがして、モヤモヤしているのだ。

「別に。見ているだけでも面白い」

　ニアは相変わらずの無表情で、

「それに、リオンのことなら配はい慮りよはいらない」

「ぅえ!?」

「私も、後でリオンと一緒にやることがある」

　そう言ったニアは、やっぱり無表情のままで。

　その外観からは、ニアの気持ちは判らない。だけどニアは……

「アリシアだけなのは、ずるい」

　彼女は、自分の気持ちを教えてきてくれるのだ。

　まるで、自分が他人の気持ちを察知している分、同じ程度の気持ちを相手にも伝えるかのように。これで『おあいこ』にするかのように。

「おーい、なんか勝手に俺の予定が決められてるんだが……」

　リオンがツッコミを入れてきた。するとニアは、

「リオンが恩返しする日にしてもらうから、大だい丈じよう夫ぶ」

「うぉ、そう来たか。なら仕方ないな」

　リオンは苦笑しながら、アリシアに向き直ると、

「そんじゃ、今日は俺たちの協力技をやってみるか」

「あ、はい。……具体的には、どうすれば？」

「とりあえず、俺が心糸を出す。アリシアは、魔法陣の形をイメージしながら、そこに自分の霊心体を注いでみてくれ」

「あの、でもこれって、一筆書きになってしまうんですか？」

「いや。普ふ段だんなら心糸を手元から離はなすこともできるから、今回も大丈夫だと思う。分離してしばらくは、分離した心糸にも切断や捕ほ縛ばくの効果を残しておくことはできるし」

「判りました。とりあえずやってみましょう」

　リオンは、さっそく心糸を発現させた。ここに、アリシアのイメージを繋つなげる。

　アリシアは、自分の魔法陣に触ふれるのと同じように、霊心体を纏まといながら、さっきの魔法陣の形を思い浮かべて、心糸に触れた。

　途と端たん、心糸は何かに操あやつられるように空中を走っていく。一瞬ビックリして手を離してしまったら、すぐに心糸は力なく落ちた。正しよう真しん正しよう銘めい、今のはアリシアが動かしたのだ。

　今度は大丈夫。アリシアは改めて集中して、心糸に触れ直した。再び心糸が舞まい始める。

　一本や二本では足りない。一〇ｍミターや二〇ｍミターでも足りない。アリシアの脳内にある複雑な図形を形作るため、心糸は続々と伸びていき、枝分かれし、重なり合っていく……

　ふと、そこでアリシアは気付いた。

　これまで、魔法陣のイメージが重なって見えていたことがあったけど、それは、『別の魔法陣』が重なり合っていたんじゃない。

　ひとつの魔法陣が重なっていた――

　つまり、平面ではなく立体だったのだ。

　だからこそ、地面に描いた魔法陣では失敗した。平面である地面に、立体の魔法陣が描けるわけないのだから。

　だけど、この空には制限がない。

　縦じゆう横おう無む尽じん、空中に舞う糸だったら、立体の魔法陣を描くことができる！

　その確信は、アリシアのイメージをより鮮せん明めいにした。これまで、魔法陣を真上から見ただけのように図形が重なっていた部分も、まるで模型を回転させるように、多方面から思い描くことができる。

　今、アリシアのイメージ通りの魔法陣が、大きく、そして高く、築かれていく。

　僅わずかのズレもなく、歪みもなく、正に思い通りのままに。

　それはまるで、空中に咲さき誇る巨きよ大だいな花。

　ここに、多重立体魔法陣を発現した。

　それを目の前にして思う。さっきの地面の魔法陣が、どれほどの欠けつ陥かん品ひんだったか。

　これまで失敗していた魔法陣が、どれほど未熟な、それこそ『遊び』でしかなかったか。
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（……ごめんなさい）

　アリシアは、これまで呼び出すことのできなかったモノたちに謝った。

（今度は、大丈夫だから）

　そして、これからは彼かれらのことも呼び出すことができると、確信していた。

　魔法陣は、アリシアの霊心体を浴びて光ひかり輝いている。その光の中から、ゆっくりと、ナニかが現れようとしていた。

　それは、アリシアの霊心体よりも目ま映ばゆい光を纏いながら……

「っぅ……ぁ」

　ふいにアリシアの身体から力が抜ぬけた。膝ひざがガクンと落ちて、視界がぼやけていく。

「アリシア!?」

　リオンがアリシアを支えてくれた。だけど、ありがとうと言うこともできない。

　霊心体が、枯こ渇かつしていた。

　神獣をこの世界に存在させる、そのための霊心体がまったく足りていないのだ。

　先日の〝蜘く蛛も〟から逃げたときの必死な発現でも、こんなことにはならなかったのに。

　なのに、こんな、神獣がこの世界に出るか出ないかすら判らないうちに、自分の霊心体が枯渇してしまうなんて……。

　いったい自分は、ナニを呼び出したの？

　アリシアはそれを確かく認にんしようとした……けど、それもできないまま。

　アリシアの意識は、闇やみに包まれた。




　　　　　†




　優しい歌が、響ひびいていた。

　頭を撫なでられている。

　アリシアは、目を開けるよりもまず、身体の感覚が戻もどってきた。

　初めて聴くのに、懐なつかしく感じる歌。

　柔やわらかく、温かいものに包まれながら、アリシアは頭を優しく撫でられていた。

　おめでとうアリシア。よくやったアリシア。大好きだよアリシア。

　懐かしさの中に、ふと、そんな無む味み乾かん燥そうな言葉を思い出した。

　強く、大きな、優しい手の感かん触しよくと共に。

　……いつからだろう？

　何をしても、少しも、褒ほめてくれなくなったのは……。

　優等生であることが、当たり前になって。

　成功することが、普ふ通つうになって。

　優等生でなければ、怒られて。

　失敗すれば、侮ぶ辱じよくされて。

　強く、大きな、痛い手の感触と共に……。

　……でも。

　でも今は、優しい手が、アリシアの頭を撫でてくれている。

　優しい声が、心に響いてくる。

　……誰？

　もう、あの人たちはいないのに。

　アリシアは、恐る恐る、目を開けた。

　目の前に、ニアの顔があった。

「……に、ゃぁ？」

　舌が上う手まく回らなかった。

「にゃあ」

　ニアは、真顔でそんなことを言ってきた。

　そんな彼女の相変わらずな反応に、アリシアは溜ため息いきと笑いが混ざる。

　それにしても、この至近距きよ離り。ニアの顔はアリシアの顔と三〇ｃｍセチルミターも離れていない。

　アリシアは、つい気き恥はずかしくなって顔を横に向けた。すると、アリシアの顔にピトッと温かくて柔らかな感触があった。そして、鼻をくすぐる甘あまい香かおり。

「んっ……いきなり動くのは、ダメ」

　ニアが甘い声を漏もらしていた。

　アリシアは、ニアの太ももに顔をすりつけていた……つまり膝ひざ枕まくらをされていたのだ。

　それに気づいたアリシアは、慌あわててすり抜けるように上半身を起こしながら、

「ちょっ……ニア、いったい何をしてたんですか？」

「膝枕」

「それは知ってます！　そうじゃなくてですね、えぇと……」

　言いながら、周囲の光景がアリシアの目に入ってきた。見慣れた部屋。ここは、寮りようのリビングだ。窓の外は既すでに暗く、ランプの明かりに照らされている。

　リオンの姿はない。ニアはソファに座すわっていて、アリシアはそのソファに横になっていたらしい……ニアに膝枕をされながら。

「アリシアは、運動場で霊心体が枯渇して倒たおれた。だから私が膝枕をした」

「何が『だから』なんですか？　いろいろ省略しすぎですってば！」

　そこに、キッチンの方からリオンが顔を見せてきた。

「賑やかなもんだ。身体は大丈夫そうだな、良かった」

「それは、はい、良かったですけど。……あれから、どうなりましたか？」

　アリシアが訊くと、リオンは少し言いにくそうにしながら、

「魔法陣からは、結局、何も出てこなかった。多分、何かが出現できるようになる前に、アリシアの霊心体が切れたんだと思う。とんでもない話だけどな」

「何も……ほんの少しも、出てくることができませんでしたか……」

　思わずアリシアが呟くと、リオンもニアも静かに頷くだけだった。

「そうですか……。あの魔法陣は、しばらく使わない方がいいかもしれませんね」

　悔くやしくて、寂しくて、アリシアは声の震えが抑おさえられなかった。話の先を促うながしたかったのに、声が出てきてくれない。

　それを察したのか、ニアが話を続けてくれた。

「あの後、霊心体が切れて気絶したアリシアを、リオンが寮まで運んできた。ここは緋十字の医務室より近く、それに、私が力を使うには、こっちの方が都合がいい。そこで私は、歌声が届きやすいように膝枕をした。身体全体を使って伝えられるように」

　なるほど。ようやく経けい緯いが理解できた。

「そう、なんですか。ありがとうございました」

　お礼を言ったものの、なんとも恥はずかしい。この年になって……というか一人前の緋十字隊員だというのに、膝枕をされて、しかも……

「で、ですが、その、頭は撫でなくても、いいじゃないですか」

　そこまでされたら、もう完全に子供扱あつかいされた気分だ。

「……ごめん」

「え？」

　謝ってきたのはニアではなく、リオンだった。

「そうした方が、ニアの治ち癒ゆの効果も上がるらしくて、それでやってみたんだけど……」

　リオンがそう言っている中、ニアは、リオンから隠すようにＶサインをしてきた。ということは、ニアはわざわざ嘘うそをついて、リオンにアリシアの頭を撫でさせたわけだ。

　相変わらず、ニアはいろいろ引っかき回してくれる。

　リオンはそれに気付かず、話を続けた。

「結局、俺も恥ずかしくなっちゃって途と中ちゆうで台所に逃にげてたんだけどさ……。そりゃあ、やられる方も恥ずかしくて嫌いやだったよな」

「嫌じゃないです！　……あ」

　思わず叫さけんでしまってからアリシアは口を塞ふさいだ……遅おそい。そのまま両手で顔を覆おおいながら「あうぅ……」と俯うつむいていく。

「あ、えと、そっか」リオンは苦く笑しよう混じりの声で、「嫌じゃないなら、良かったよ。やった甲か斐いがあるってもんだ」

　アリシアは顔を覆ったまま――リオンの顔を見られないまま、コクンと頷いた。そして、

「……あの、リオン」

「ん？」

「もし、また私の元気がなくなったら……その……お願いしても、いいですか？」

「あ、あぁ。もちろん。俺もしっかり力になるよ」

　リオンはそう言うと、

「でも、さすがはニアだな。すごく効いてるじゃないか」

　ニアに向かって、そんなことを言っていた。

（あぁ。リオンってば、本当に勘かん違ちがいしているんですね。私が元気になれるのは、ニアの霊心体の効果が上がったからじゃないのに）

　アリシアは、ついおかしくなって頬ほおを緩めていた。

　そんなアリシアを見て、リオンはひとつ頷くと、

「今はもう、十分元気そうに見えるけど、実際、体調は大丈夫か？」

「あ、はい。それならもう……」くきゅぅ～～～～っ！

　口よりも元気良く、お腹なかが返事をしてくれた。

「…………うぅ」なんなのもう、これじゃあ本当に子供じゃないですかぁ！

　アリシアは、さっきよりも真っ赤に染まった顔を両手で覆った。

「……くっ、くくく……あははははは」

　リオンが身をよじるように笑いだした。

「なっなんですかもうっ！　笑わにゃく……笑わなくたっていいじゃにゃいですか！」

　もう噛かみ噛みだ。そんなアリシアに、ニアはいつも通りの無表情な顔を向けると、

「大丈夫、私は笑わにゃい」

「いっそ笑ってくれた方が！」

　と言うか、ニアがいきなり笑いだしたら、それはそれで、なんか嫌だけど。

「よし、御ご飯はんにしよう！　さっそく俺の歓かん迎げい会かいを始めるとするか」

「え、それ自分で言うんですか？」

「仕方ないだろ。お腹をすかした女の子を、これ以上待たせてはおけないからな」

「くっ！」……くぅっ。

　今度は、口とお腹が一緒に鳴った。

　お陰かげ様さまで、寮はとても賑やかになりましたよ。

　でも、この後の歓迎会は、きっともっと賑やかになる。

　アリシアはそう確信して、微笑んだ。




　翌朝。

（…………あれ？）

　リオンは困こん惑わくした。

　朝だ。もう朝になっていた。

　歓かん迎げいパーティを開いてもらったはずなのに……。その記き憶おくが、ない。

　リオンは身体を起こした。ソファに寝ねていたらしい。ここはリビングだった。

　テーブルの上には何もない。まさかパーティは夢だったのか……と思ったら、テーブルの下に食器が全部落ちていた。酷ひどい。

　とはいえ、料理はほとんど残っておらず、食べた痕こん跡せきだけがある。ということは、やっぱりパーティ自体は行われたようだ。

　リオンは懸けん命めいに、昨夜のことを思い出そうとした。だけど頭痛に遮さえぎられる。乾かん杯ぱいをした記憶を最後に、そこからは何も思い出せなかった。

　あの、商店街で貰もらった特製ジュースで乾杯してから……。

　改めて辺りを見み渡わたす。アリシアの姿も、ニアの姿も見えなかった。ただ、キッチンの方から、リズミカルな音が聞こえてきている。どちらかが御飯を作ってくれているようだ。

　すると、リオンの背後、個室に続く廊ろう下かの方から、ひたひたと足音が聞こえてきた。

　誰だれか来た。なんで裸足はだしなんだろう……と思って振ふり向むいたら半はん裸らだった。

　アリシアが。

　純白の下着。ただそれだけを着けた格好で。

　白。それはとてもアリシアらしい色で……じゃなくて！　彼女はすごく着やせするタイプだということが判って……てことでもなくて！

　リオンは振り向いた勢いそのままグルンッと一回転して、アリシアに背を向けた。

「はふぅ……おはようございます、リオン」

「あ、あぁおはよう」

「なんか私、昨夜の記憶がないんですけど、私たち、なにしてましたっけ？」

「俺の歓迎パンティ……いや、ゴホン、えぇと、歓迎パーティをしてたんだよ」

「あっ、そうでした！　どうして私、そんな大切なことを忘れちゃったんでしょう？」

　それはさておき、だ。

「ところでアリシア。もう目は覚めてるか？」

「え？　『もう』って言われても、一いつ般ぱん的てきには、ちょっと遅いくらい、ですよね」

　そうじゃないんだ。そういう意味じゃないんだよ。

「その、あれだ、まだ寝ぼけてるんじゃないのか？」

「なんですか、いきなり失礼ですね。そもそも私の顔も見ていないのに、寝ぼけてるも何もないんじゃないですか？」

　見れるか―――っ！

　思わず叫んでしまいそうだったが、そうしたらニアがここに来てしまう。現状、ニアはキッチンにいるはずだ。だが、いつここに顔を出しに来るか判らない。それまでに、この状じよう況きようを打破しなければならないところだが…………どうしろと？

　正直に指し摘てきしたら、つまりそれは、見たという自白になるわけで……。

「リオン。何か言いたいなら、私のことを見ながら話してくださいよ」

「いや、その……」

「ほら、リオン、ちゃんと私を見てください。それで、私に変なところがあるなら正直に言ってください」

「変態」

　ニアの声だった。

　いつの間にかリビングに姿を現していたニアは、ソファで頭を抱かかえるリオンと、そんなリオンに「私を見て」と言いながら下着姿で迫せまっているアリシアを見て、

「変態」

　二回言った。

「ニア？　いきなり何を言って……」

「自分の胸に手を当てて、考えるべき」

「うん？　自分の胸に手を当ててえぇぇ～～～～っ!?」

　アリシアはようやく、自分の格好がとんでもない状態だと言うことに気付いたらしい。

「そう言えば、今日はアリシアの『恩返し』の日。さすがアリシア、私にできないことを平然とやってのける」

「ちっ違ちがいますよ何言ってるんですかコレのどこが恩返しになるんですか!?」

「大きい胸」

「むっ胸は関係ないじゃないですか！」

「触さわらせる」

「触らせません！」

「なら、吸わせる？」

「吸わせましぇん！」

　動どう揺ようしまくりのアリシアは、舌がもつれていた。

「見せるだけなんて殺せつ生しような」

「そもそも見せるつもりもないんですってばぁ！」

「でもさっき、『私を見て』と言ってリオンに迫っていた」

「あ、あれは、そういうわけでは……」

「どうでもいいから、早く服を着てきてくれ！」

　二人の言い争いに、リオンは割って入るように叫んだ。

　そこでアリシアもようやく現状を思い出したのか、逃げるように自室に帰っていった。

「やっぱり、アリシアは面おも白しろい子」

　ニアは、どこか満足げに呟いた。

「いやぁ、毎度毎度、ニアがアリシアをからかってるだけにも見えるけどなぁ」

　リオンが苦笑しながら言うと、ニアは首を横に振って、

「元々、アリシアは面白い子。私は、そのきっかけを作ってるだけ」

「なるほど。寂さびしがりやの引っ込み思案、だっけ？」

「ん。リオンもアリシアのことが判ってきてる」

「だと嬉うれしいな」

　思わず微笑みを漏らしながら、リオンはふっと目を閉じた……。

「リオンの網もう膜まくには、アリシアの健康的で魅み惑わく的てきな裸ら体たいが焼き付いている」

「いきなり変なことを言うな！」

　リオンはカッと目を見開いた。

「アリシアの歓迎パンティが」

「やっぱり聞かれてた!?　お願いだから忘れてくれぇ……」

　かく言う自分は、ニアの言葉を否定できないのだから、情けない。

　しばらくは目をつぶることを避さけようと思う。……寝られないじゃん、いろんな意味で。

「そ、そういえば」リオンは話題を強引に切きり替かえた。「ニアは、その、大丈夫か？」

「大丈夫。私は歓迎パンティをするような変態じゃない」

「そうじゃなくて！　……二日ふつか酔よいだよ。昨日の特別なジュース、あれ酒だったろ」

　お陰かげで、リオンとアリシアの記憶は吹ふっ飛とび、アリシアに至っては、あんなあられもない姿を披ひ露ろうしてしまったわけだが。

「それなら大丈夫。私は強い」

「へぇ。……ん、ニアって、年幾つだ？」

「女の子に訊きくモノじゃない」

「…………」

　うん。ならば訊かなかったことにしよう。




　一方その頃ころ。

　塔とうの内部。緋十字本部の統とう帥すい室。

　完全防音が施ほどこされた室内で、緋十字統帥：リギ・エンデは怒いかりを見せつけていた。

「コレはどういうことじゃ、ヴァルニック・ディエル大たい尉い」

　豪ごう奢しやな統帥机の上に置かれた紙を指差し、机を挟はさんで対たい峙じする男に語りかける。

　帝てい国こくの最重要拠きよ点てん――帝てい都とを護まもる実動部隊の指揮官：ヴァルニック。

　彼の方は、いつもと変わらず、微笑ほほえみを浮うかべている。

「緋十字のトップが『コレ』呼ばわりできるようなものではないんだけどねぇ、コレは」

　ヴァルニックの皮肉にも、エンデの表情はまったく揺ゆるがない。

「かの、霊心体を初めて発現した伝説の英えい雄ゆう――『太帝』の子孫であらせられる皇こう帝てい陛下の勅ちよく令れい状なんだから、ちゃんと敬わないとダメだよ」

　そのヴァルニックの口調には、当然のように、皇帝陛下への敬意などない。

　こと今に至っては、エンデもまた、陛下への敬意を込められるような心境ではない。

　ヴァルニックが何かをすることは知っていた。だが、まさかこんなことをするとは。

「聖地ノアジールの発はつ掘くつ、それを本気でやろうというのかね？」

「それを僕ぼくに訊かれても困る。発掘を決定したのは陛下なんだ。帝国軍はただ、陛下の意思を尊重し、恭うやうやしくもその命令に従って、粛しゆく々しゆくと任務をこなすだけなのだから」

「本当に……」発掘が目的なのか？

　それを問おうとして、思い止めた。あまり踏ふみ込むべきではないと思い、言いい換かえる。

「本当にそれは、皇帝陛下の意思なのじゃろうか。あの世せ襲しゆうのボンボンに、事物を考えるほどの頭があるとでも言うつもりか？」

「おやおや。そんなことを言っちゃって、バレたら不敬でクビになるよ。物理的にもね」

　ヴァルニックは、手ぶりで自分の首をはねる真ま似ねをしてみせると、

「もっとも、アレが本気で『生ける伝説』を処しよ刑けいしようものなら、あっちの首こそ先に吹っ飛ばされるだろうけどね。今や、どちらの『伝説』に価値があるかは、明白だもの」

　不敬はお互たがい様さまだ。

「ともあれ、だ」ヴァルニックは、これ以上の議論を打ち切るように、「これは既に決まったことだ。今さら覆くつがえすことなんてできない。それこそ皇帝の顔に泥どろを塗ぬることになる」

　何を今さら。あの男は、既に泥どろ沼ぬまの中にいると言うのに……。

　いや。だからこそか。

　皇帝の地位の根こん拠きよは、初めて霊心体に目覚めた人間――『太帝』の子孫であること。

　それだけが、その『伝説』だけが、今の皇帝の地位を築き上げている。

　だが、霊心体はあくまで個の力であり、遺伝などしない。最強の男の子孫にも無能力者はいる。現皇帝のように。

　ましてや、人々は、『生ける伝説』と『死せる伝説』の活かつ躍やくを目まの当あたりにした。

　今現在、『ただの伝説』でしかない皇帝の地位は、揺らいでいるのだ。

「そうそう。このことは、くれぐれも内ない緒しよにしてもらわないと困るよ」

　ヴァルニックは、まるで子供に言い聞かせるような口ぶりで、

「このことを知っているのは、皇帝に謁えつ見けんできるような階級の者のみだ。市民に対しては当然として、緋十字の一いつ般ぱん隊員にも、軍の一般隊員にも、内緒の話だからね」

「もし、その秘密をバラしてしまった場合は？」

「それはきっと、怒おこるんじゃないかな」

「『生ける伝説』である私のことをか？　いったい誰が怒るんじゃろうなぁ？」

「誰がって？　そんなの決まってるじゃないか」

　ヴァルニックは、この日初めて、心から楽しそうに笑うと、

「『生ける伝説』との全面戦争をしても勝てる自信のある者が、だよ」

　ヴァルニックは、エンデが睨にらみつけているのを敢あえて無視するように、机の上から勅令状を拾うと、すぐに身を翻ひるがえして部屋を出ていこうとした。ふと、扉の前で立ち止まると、

「そうそう。決行日は、次の真円月フル・セレスを予定している。一〇日後だね。もし、そちらも何か準備があるようなら、お早めにどうぞ」

　そう言って、返事も聞かずにヴァルニックは出ていった。

　エンデ統帥は、静かにヴァルニックの背中を見送ると、「ふぅ」と軽く一息ついた。

　そして、認にん識しきする。

　ここまでは、『預定』通りに進んでいる。

　僅かの歪みもない……面白くないほどに順調だ。

　これからの預定――それは全すべてが明確なわけではない。まるで箇か条じよう書がきされているかのように、重要な出来事の要点だけが見える。

　鍵かぎとなるのは、一〇日後――真円月の日に起こる空間裂断だ。

　これで、世界を救うための舞台ができあがるのだ。

　ヴァルニックの動きが不気味だが、真円月の日にヴァルニックが何かすることは知っていた。もっとも、まさか皇帝を絡からめて聖地に関かかわってくるとは思わなかったが。

　それでも、それは結局、些さ細さいなこと。

　ここで最も重要なのは――

　聖地で起こる空間裂断、そこにリオンとアリシアを一緒に巻き込まなければならない。

　そのために、初対面だったリオンとアリシアをやや強引ながら組み合わせ、さらには、二人の結び付きを強めるために、ニアをあてがったのだから。

　正直、ニアの性格を考えると不安もあったのだが、なかなか上手くいっているようだ。

　あとは、預定通りに二人だけが犠牲になるよう、適当なところでニアには身を引かせれば良い。

　こうすることで、我々人類は、三年後にダンジョンの脅きよう威いを完全に克服できるのだ。

　細かな経緯まではエンデには判らないが、結果は見えている。

　その預定が見えているからこそ、ここでリオンとアリシアを犠牲にしなければならない。

「……すまないね。きみたちに任せてしまって」

　いつかアリシアに言った言葉。わざと真意が伝わらないように言った、卑怯な言葉。

　今もまた、相手がいないところで呟くだけ。

　しかし、この世界を守るためであったら、エンデはいくらでも卑怯になるつもりだ。

　このままでは、すべてが終わってしまうのだから。




　この世界はダンジョンに襲おそわれている。

　それはただの襲撃ではない。

　侵蝕だ。

　ダンジョンは、この世界に残ろうとしている――塗り替えようとしているのだ。

　ここに暮らすヒトを、排除しながら。







第三章







　　　　　†




　前回の空間裂断デイネージヨンが収束して、三日目の朝。

　ようやくと言うか、今日の夜に、リオンたちの休養は明ける。

　幸いなことに、この休養期間、この帝都では一度も空間裂断が起こらなかった。

　願わくは、このままずっと起こらないでいてもらえたら嬉しい。

　それでも、そういうわけにもいかないのが、この世界なのだ。

　今日からまた、リオンたちの戦いは始まる。

　……と、今はその前に。

　今日は、リオンがアリシアとニアに『恩返し』をする日でもある。

　その一いつ環かんとして、リオンは今、二人に朝あさ御ご飯はんを作っていた。幼い頃から必然的に料理をしていたリオンだから、見栄えはさておき、味ならそれなりの物が作れる。

　誰かのために作る食事、それだけでリオンは嬉しくなる。

　二人は既に、リビングで待っている。たまにアリシアの笑い声や困惑した声が聞こえてきて、思わず頬が緩ゆるんでしまう。相変わらずの、賑にぎやかな日常だ。

（……と言うか、ニア、ここに馴な染じみ過ぎだろ）

　このまま緋十字クルセデイアの仲間になってくれたら嬉しいのに……とは思うけれど、ニアにはニアのやりたいことがある。

　それは、担当制が定められている緋十字では、難しいことだから。




「リオン、私に恩返しをして」

　朝食を終えるや否や、ニアがそんなことを言ってきた。

　改まって何を言い出したのかと思ったが、リオンはすぐに、先日の運動場でのことを思い出した。霊心体アルマを使って遊ぼうと言っていたヤツだ。

「了りよう解かい。約束したもんな」リオンは苦笑しながら、「具体的には、何をするんだ？」

「『糸通信機』をする。……知ってる？」

「それって、アレか？　木や紙のコップに糸を貼り付けて、それをピンと張ると、遠くの人と話すことができるっていう遊びの？」

「そう。あれを、糸の霊心体と声の霊心体でやってみる」

「へぇ。……でも、俺おれの霊心体は必要なのか？　ニアの霊心体は、それだけで遠くの声を聞けるし、逆に遠くへ声を伝えることもできるはずだろ？」

「私は全員の声が聞こえてしまう。私の声は全員に聞こえてしまう。声は広く響いてしまうから、一対一にできない。そこを、リオンの心糸レイスで繋げば限定できないかと考えた」

「あぁ……なるほど」

「これは『霊心頌歌フアンフアニア』にも『狂想歌カプリツシオ』にも同じことが言える。霊心体を回復したければみんな回復する。霊心体を混乱させたければみんな混乱する。あのときも……」

　そう言われて、リオンは、あの〝蜘蛛〟に襲われたときのことを思い出す。回復が遅れたと言って気に病んでいたニアの声も、鮮明に覚えている。

「よし、やろう。俺たちが協力して、すっごい技わざを編み出してやろうぜ」

　リオンは敢えて楽しげな声を出して、ニアに笑え顔がおを向けた。

　ニアも見つめ返してきて、コクンと頷うなずいた。

「あ、あのっ」アリシアが、なぜか強めの語気で割り込んできた。「私も、私も何か手伝いますよ！　何をしたらいいですか？」

　そんなアリシアに、ニアが一言。

「アリシアは、どっか行ってほしい」




　アリシアは、ぽつんと一人、緋十字本部の隊士室までやって来ていた。

　数日前に賑やかな新歓パーティを開いていた部屋も、今は殺風景で、簡素な机と椅い子すくらいしかない。アリシア以外には誰もおらず、とても静かだ。

　今、寮にはリオンとニアが二人きりで残っている。

　……あの二人に限って、変なことはないだろうけど。

　それに今は、みんな一つの目標がある。霊心体を使って『遊ぶ』んだ。一緒に。

　アリシアの手には、リオンの心糸が握にぎられている。

　本部とアリシアたちの寮との間、一ｋｍキヤラミター強も伸ばされた心糸。これはリオンと繋つながっていて、そして、ニアの霊心体が込められている。

　これで、遠くにいても会話ができるようになるのだろうか？　しかも、ニアとではなくリオンと会話できるようになるのか？　という遊び――実験だ。

　今のところ、何も聞こえない。ここに来るまでの間も、時折り、ニアの霊心体が波のように不安定に流れているのを感じるけれど、それが声や音になることはなかった。

　静かな時間が続く。大きな部屋に一人……ぽつん。

　そうすると、さっきの不安がムクムクと湧わき起こってくる。

「……二人でこっそり、変なことなんてしてないですよね」




　一方そのころ。寮のリビングでは。

　リオンとニアはソファに並んで座っていた。リオンの心糸にニアが触ふれ、そこに声の霊心体が注がれていた。

　ニアにとって初めてのこと。調整が難しいようで、霊心体の強弱の波が激しい。

　リオンは、ニアに心糸の性質を話しながら、同調できる部分を探っていく。すると、

「……二人でこっそり、変なことなんてしてないですよね」

　アリシアの呟つぶやく声が聞こえた。

　リオンとニアは顔を見合わせた。成功だ。リオンはすぐに返事をしようとした……だが、ニアの方が先に返事をしていた。

「『変なこと』って、何？」

「ぅきゃっ!?」

　心糸の向こうから変な悲鳴が聞こえてきた。完全に油断していたようだ。

「ニ、ニア!?　……え、えぇと、やりましたよ、成功ですね！　そちらの声も、ちゃんと聞こえています。そ、それじゃあ私も寮に戻って……」

「『変なこと』って何？」

　ニアの追究は止まらない。

「あ、あれー。どうしたんでしょー？　突とつ然ぜん、ニアたちの声が聞こえなくなりましたよ。これは仕方がないです、一いつ旦たん、寮に戻ってみないといけませんねー」

　誰が聞いても嘘と判わかるような棒読みだ。アリシアは、今さら聞こえないフリをして誤ご魔ま化かすつもりらしい。

「そんなことより、リオン」

　ニアは、自分で話を振っておきながら『そんなこと』呼ばわりして、リオンに言った。

「今の実験は、完全な成功とは言えない」

「え？　どういうことだ？」

「もし、完全に私の霊心体が心糸に込められるなら、相手の声だけじゃなく、相手の心の動きも伝わってくるはず」

「あぁ、なるほど。『心の音』ってヤツか」

　ニアは頷いて、

「ただ、アリシアは、心が表に出すぎてて判りやすいから、実験にならないかも」

「確かにな」

　リオンは思わず笑いを漏らしていた。

　すると突然、窓がガタガタと揺れた。何事かと思って外を見ようとしたら、同時に寮の玄関からドタドタと物音がしてきて、

「た、ただいま帰りましたっ」

　と、アリシアがリビングに姿を現した。

　どうやら飛竜ワイバーンで飛んで来たらしく、魔ま法ほう陣じんを片付けながらの登場だった。

　まさか本当に帰ってくるなんて。リオンは思わず苦笑しながら、

「まったく、そんなに急いで……」

　と、そこまで言ったところで、ふと、この前ニアと話していたことを思い出した。

　アリシアは、『寂さびしがりやで引っ込み思案の、構ってちゃん』……。

　きっと、この実験で一人だけ遠くにいる状態だったのが、辛かったんだろう。

　ただ逆に言えば、これだけ急いで帰って来るということは、つまりアリシアにとって、リオンやニアと一緒にいるのが良いと思ってくれているわけで。

　リオンは、それが嬉しかった。

　……と。それはさておき。

「あのさ、アリシア」

「は、はい？　なんでしょう？」

「心糸を放置したままにするほど、急いで来なくても良かったんじゃないかな？」

「え？」

　アリシアはキョトンとすると、自分の手ぶらになった両手を見つめて、ハッとしていた。

　リオンの心糸は放置されたまま、まだニアの霊心体を感じることができる。

　一応、道中の心糸は、地中の隙すき間まや狭せまい物陰を通してあるから、誤って他人の声を拾うようなことはないだろう。あくまで、心糸に触れている人だけが会話できるモノなのだ。

　だとしても、さっきまでアリシアがいた場所では、放置された心糸が露出していることになる。一定水準以下の人には見えない心糸だが、それが偶ぐう然ぜん誰だれかに触れたら、完全に盗聴になってしまう。

「す、すみません。早く回収しちゃってください。パッと消したりとか……？」

「いや、そうしたいのは山々なんだが……」

　リオンはいつもと同様に、心糸を消失させるように念じた……だが、心糸は消えない。

「実はさ、俺の心糸に他人の霊心体を注ぎ込むと、注ぎ込まれた霊心体の効果が無くなるまで、消せなくなるみたいなんだ」

　その理由は、リオンには判っている。

　仲間との共同作業――心アルマと心アルマを通わせた技――その繋がりを消してしまうことは、リオンにはできない。

　リオンの心アルマの本質は、繋がり。それを否定することなど、できないのだ。

「……それって、私のあの、魔法陣のときは？」

　アリシアが、少し言いづらそうに訊いてきた。魔法陣のことを思い出すのは辛いだろう。

「あのときは、アリシアの霊心体が枯こ渇かつしたから、同時に心糸に込められた霊心体も途と絶だえてたんだよ。それですぐに消すことができたんだけど……」

　と言いつつ、リオンがニアのことを見やると、ニアは、

「つまり、今度は私を気絶させるつもりだと」

「ち、違うって。ニアの方で、心糸に込められた霊心体を消せないかと思ったんだけど」

「無理」

　即そく答とうされた。

「心糸に伝わる霊心体は、既すでに独立して響ひびいている。そうなると、その『声を伝える』霊心体を消すために、『声を遮しや断だんする』霊心体を放つことはできても、それは結局、新たな霊心体を心糸に込めることになる。霊心体そのものを断つことは、できない」

　となると、地道に巻き取るように回収していくしかないだろう。ただ、糸が長くなると、どうしても強度が落ちてしまうのだ。

　リオンは、心糸が切れたり人と接触しないよう、慎重に心糸を引き取ろうとして……。

「おや。この糸はリオンくんのじゃな」

　心糸の向こうから声がした。

　そんな風に指定されて話しかけられてしまったからには、立場上、無視なんてできない。

「こんにちは、エンデ統帥」

　リオンが挨あい拶さつを返すと、アリシアも急いで心糸に触れてきて「こ、こんにちきゃあ!?」と躓いてこけた。

「はっは。賑やか賑やか。しかし、みんな揃そろって面白いことをしているのぅ」

　どうやら、何をしているのかまで感づかれたらしい。統帥の能力は、底知れない。

「あの、すぐに終わらせるんで……」

「いやいやもったいない。どうじゃ、このまま年寄りの暇潰しに付き合ってくれんか？」

「へ？」

「ちょうど話し相手が欲ほしかったところじゃ。このまま統帥室まで伸のばしてもらえんかの。なぁに、統帥室は完全防音となっておるから、心配は無用じゃぞ」

　笑いを含ふくめた言いぶりだが、そこには裏の意図がある、とリオンは感じていた。

　リオンたちは、エンデ統帥の話に付き合うことにした。




　エンデがアリシアたちに伝えたとおり、この統帥室は完全防音になっている。

　だから、この部屋でどれだけ騒さわいでいようが、その音は、扉とびら一枚隔てた廊下で耳を貼り付けていても、聞こえることはない。

　しかし結局、遮断できるのは物理的なモノでしかなく、霊心体は通ることができるのだ。

「さて、要件から言わせてもらおうかの」

「はい」

　アリシアたちの返事は明瞭だった。きっと『暇潰し』の裏を予期していたのだろう。

「最近、聖地を荒らそうとしている賊が出現しているのだが、知っておるかの？」

「えっ、賊ですか？」アリシアは、少しの間を置いてから返答してきた。「いいえ。私たちは誰も、聞いたことがありません」

「そうか。なにやら、聖地をこっそり発掘して、聖地の遺物を狙っているようなのじゃ。そういう話を、軍部の知り合いから聞かされてのぅ」

「それは、本当だったら酷いです。軍は、どういった対応をするつもりですか？」

「何もしない」

「「えっ？」」

　アリシアとリオンの声が重なっていた。

「どうも軍の内部に内通者がいるようでな、軍が下手に動くと、賊を利することになる」

「と、言うことは……」

　アリシアは聡明な娘だ。だが正直すぎる。こう誘導するように話せば、先んずるように理解してくれるのだ。

「うむ」エンデは仰々しく呟くと、「そこで私は、秘密裡に緋十字の部隊を動かし、霊れい峰ほうの監視と、場合によっては賊退治までしてしまおうと考えておるのじゃ」

「それでは、それを私たちに？」

「そうじゃ」

「ですが、霊峰の監視や賊退治なんて、緋十字の任務から大きく外れています。そもそも、その間、私たちにも緋十字の任務があるわけですし……」

　いや、ない。

　エンデにはそう断言できるのだが、さすがに他人に言うものではない。その代わりに、

「実は、先日のアリシア小隊の任務担当、あれが強ごう引いんに決めすぎだと、周囲の目が厳しくてのぅ。……中には、『エロジジイが若い女に摑つかまった』などという陰口までも」

「なっ!?　……そんなことが、あったんですか」

　アリシアの声は、怒りやら戸と惑まどいやらで震ふるえていた。効果はてきめんだ。

　実際は、そんな陰口などないのだが、緋十字の休養制度に関する噂うわさ――『任命権者に対する色いろ仕じ掛かけがあったから、休養制度が設けられた』というものを聞いたことがあれば、もしかしたらと思うところだろう。

「そこで、しばらくの間は、事実上アリシアくんたちを担当にできない状況なのじゃよ。まぁもちろん、他のチームで手に負えないようじゃったら決断せざるを得ないが」

「しばらくと言うのは、どれくらいですか？」

「ふむ。情報によれば、賊は真円月の夜を狙っているらしい。となると任務の方は、一〇日か、長くとも二週間。こちらの変な噂が消えるのも、まぁその程度じゃろうよ」

　そこで沈ちん黙もくが訪おとずれた。みんなで考え込んでいるのだろう。

「今回の目的は、あくまで、賊に聖地を荒らさせないことにある。相手を倒すというのではなく、萎縮させるだけでも勝ちなのじゃ。言わば、そこにいるだけで良いのじゃよ」

　そう。『そこにいるだけで良い』のだ。

　真円月の日、リオンとアリシアは空間裂断に巻き込まれる。それは『預定』事項だ。

　それは逆に、二人が一緒にいる場所が空間裂断に襲われる、ということを意味する。

　彼かれらが聖地の近くにいれば、そこで空間裂断が起こる。

　そして、その後さらに……。

「判りました」

　エンデの思考を断ち切るように、アリシアの声がした。

「アリシア・アイナビスタ小隊は、今回の任務をお受けいたします」

「そうか……。すまないね。きみたちにばかり任せてしまって」

「いいえ。すべてこちらの意思で決めていることですから、気になさらないでください」

「そう言ってもらえると頼たのもしいな……と、頼り過ぎは良くないという話だというに」

　エンデ統帥は軽く笑うと、

「そもそもこれは正式な任務ではない。細かい行動や作戦などは決まっておらん。成功するに越こしたことはないが、途と中ちゆうで止めるのも自由じゃ。……では、任せたぞ」

　そう言って、エンデは糸を手放した。

　これ以上、あまり深く突っ込みすぎると、預定を大きく外れてしまう。そうなってしまうと、エンデ自身も何が起こるのか判らなくなってしまうのだ。

　……もしも。

　良い方向に外れてくれるのなら、こんな冷れい酷こくな預定は壊してしまいたい。

　だがエンデは、未来への希望を願う一方で、過去の過ちを思い出してしまう。

　エンデが出しゃばり過ぎたせいで、『伝説』となってしまった彼かの女じよのことを。
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　霊峰モサノアジールを登る。

　リオン、アリシア、ニアの三人は、気配を消しながら、霊峰の木々の中を進んでいた。

　今日は、真円月の日だ。

　これまで一週間、リオンたちは、適当な時間を選んでは、ときにみんなで、ときに一人で、霊峰の上空を飛んだり、自分の足で霊峰に登ったりしながら、監視を続けていた。

　が、何も起こらなかった。

　それが却かえって、『真円月の日に何かが起こる』ということの現実味を強めているようだ。

　まさしくエンデ統帥が言っていた通り……。

　とは言え、実際、リオンたちはエンデ統帥の言葉をすべて信じているわけではない。

　エンデ統帥は気付いていただろうか。

　リオンの心糸に込められたニアの霊心体によって、エンデ統帥の声だけでなく、心の揺れ動きまでリオンたちに伝わっていたことに。

　と同時に、逆にリオンたちの心は、向こうに伝わらないようにニアが頑がん張ばっていた。

　ニアの霊心体は、相手が心で思った内容をそのまま感じることまではできないが、エンデ統帥が焦り、後悔し、それでも決意し、そして、嘘うそをついていたことは理解できた。

　そこで、リオンたちは推察した。

　恐おそらくエンデ統帥は、リオンたちを、この時間のこの場所に配置したかったのだろう。『賊』というのは、そのための出任せだろう、と。

　その理由は判らない。だが、緋十字統帥が聖地で何かをしようとしているという、そんな興味深い事項に自分たちが関与できるならと、進んで駒になることを決めたのだ。

　これで、ダンジョンの謎なぞに関与していけるかもしれない、と。

　リオンたちは、陽の高いうちから山に入り、そこで気配を消しながら警けい戒かいを続けていた。

　三人が散開して待機することも考えたが、そうすると、もし大人数で一人を狙ねらわれたら最悪だから、廃案になった。それにこのメンバーだと、一緒にいた上で、リオンとニアによる探たん索さくと、アリシアの飛竜による移動を使った方が、散開するよりも効率が良いのだ。

　それに何より、一緒に居た方が、心が落ち着く。

　今、三人がいるのは、霊峰の北側だった。

　霊峰には、二つの顔がある。

　山の南側は、陽が当たり、樹木もあり鳥たちも飛び交う、穏やかな姿をしている。普ふ段だん街で生活をしている人々には、霊峰のこちら側――優やさしい面しか見えていない。

　一方、リオンたちが目にしている山の北側は。

　山頂付近が切り立った崖のように抉れているため、太陽ホーリーグレアの光がほとんど遮さえぎられてしまう。そのせいか植物の緑はなく、動物の姿も見えない。

　さらに、その地肌は黒い。まるで業火に焦がされたかのような、黒一色の世界だ。

　北側には、ほとんど身を隠かくす場所がない。そこでリオンたちは、木々が生えているギリギリの所で身をひそめ、ニアの歌で気配を消しながら、待機していた。

　ニアの歌は、音と霊心体を完全に遮断する。これで、誰だれにも見つかることはない……

　そう思っていた。

「なにか来た」

　最初に気付いたのはニアだった。

　続いて、リオンの心糸もその『なにか』を察知した。

　それは、『なにか』としか言いようがない。霊峰の南側を登ってくるソレは、その周囲にある風の流れや草木の気配までもぽっかり抉るように消しながら、やってきている。

　気配を殺しすぎている、そんな気配が、やってきているのだ。

　陽はまだ高い。山の北側は陰になって暗くなってきているが、日没まではまだ二時間はある。時間からしても、実力からしても、賊ではありえない。ならいったい何が……？

　三人に緊きん張ちようが走る。みんな、改めて物陰に身を小さく忍ばせた。もちろん、ニアの歌も発現している。大だい丈じよう夫ぶだ。

　三人が固唾を呑のむ中、その『なにか』はあっさりと姿を現した。ヴァルニックだ。

　なぜヴァルニックがここに？　軍が『賊』と通じているというエンデ統帥の話、あれは本当だったというのか？　それとも、別の意図があるのか？　……判らない。

　当のヴァルニックは、まるで警戒する様子がない。両手をポケットに突っ込みながら、堂々と飄々と、山を歩いていた。そのくせ気配を殺しているのだから、理解に苦しむ。

　自信過剰なのか、それとも、何も考えていないのか。

　ヴァルニックは、何やら楽しそうに、焦げたような黒い岩の上を跳んでいく。

　時折り立ち止まると、地面をジッと見つめたり、逆に空を見上げたりしている。そしてまた歩き出しては、立ち止まって地面と空を見つめている。

　どれほど歩き回っていただろうか。ふと、こちらに背中を向けていたヴァルニックが足を止めると、くるりと振ふり返かえって……

　リオンを見て微笑んだ。

　ぞくり、とリオンの背筋が凍てついた。

　見つかった!?　ニアの歌に守られているのに、彼の目は完全にリオンを捉えていた。

「なにか聞こえる」

　突然、ニアが呟いた。

　ふと振り返ると、その表情が苦痛で歪ゆがんでいた。あのニアの表情が。

　何が聞こえるんだ？　その問いを発する間もなく、答えはすぐに突つきつけられた。

　――キイイイィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ――

　予鳴震だ！

　これは近い……いや近いなんてものじゃない。聞こえる方角すら判別できず、辺りに満遍なく響き渡わたる空裂音。

　震源地はここだ！

　逃にげる猶予は……そう思った瞬間、リオンたちを包む景色がグニャリと歪んだ。

　吐はき気を覚えて倒たおれそうになる。アリシアもニアもフラフラしている……それともリオンの視界が歪んでいるだけなのか？　余計に気分が悪くなる。

　リオンの右手が誰かに摑まれ、ほぼ同時に左手も摑まれた。咄とつ嗟さに握り返したそれは、アリシアの手とニアの手だった。

　歪む景色と、それを覆おおうように広がる膜まくのようなモノ――結界が辺りを包つつみ込んだ。

　やがて世界は、ダンジョンへと変へん貌ぼうを遂げる。
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　アリシアは目蓋を開けた、にもかかわらず、そこはまだ暗くら闇やみだった。

　光がまったくない世界。自分が本当に目を開けているのか、判らなくなりそうだった。

　あるいは、もう死んでしまったのか……。

　ううん、生きている。

　そう実感できるものがあった。左手にある温ぬくもり――リオンの手。

「リオン、ニア」

「あ、あぁ」「大丈夫」

　それぞれ返事が来たことで、改めて安心する。

「しかし暗いな」リオンが呟く。「ここは、洞どう窟くつタイプのダンジョンか？」

「みたいですね。今、灯あかりになってくれる子を呼びます」

　アリシアは右手でベルトの筒つつを探っていく。完全な闇の中でも、どのベルトに誰が入っているかは判っている。

「あ、片手だと大変だろ。すぐ手を離はなすから……」

「大丈夫ですっ」

　リオンの言葉を、思わず力強く否定しちゃっていた。顔がカッと熱くなったけど、今は真っ暗だから赤い顔を見られなくて済む。お陰かげで少し恥はずかしさが減った……気がする。

　ともあれ。大丈夫と言った通り、アリシアはすぐに魔法陣を抜ぬき出し、霊心体を注ぎ込んだ。何万回もやってきたこと、たとえリオンに手を握られていても、集中力は崩れない。

　魔法陣が、霊心体の光で青白く輝かがやく……その奥おくから、一層の輝きを纏まとったモノが現れた。

　凛光蝶ルミナディエ。

　白い光を帯びた翅で空を舞まう、手のひらサイズの蝶の神しん獣じゆうだ。その鱗りん粉ぷんも光を帯びているため、蝶の通った道が隈なく照らされていく。

　一〇〇匹あまりの凛光蝶が辺りに舞い上がることで、アリシアたちも、明瞭に周囲の環境を確かく認にんすることができた。

　と同時に、握られていた手を離した。残念ながら。

　それよりも今は。

　ここは、やはり洞窟タイプのダンジョンだった。

　アリシアたちがいるのは、赤黒い土や岩に囲まれた通路のような場所だった。三ｍミター四方程度の広さがあり、光が届かないほどの遠く先まで、さらに長く続いている。

　洞窟タイプは、アリシアがもっとも不得意にしているタイプだ。

「こんなに道が狭くちゃ、ここではアリシアの飛竜は呼べないか」

　リオンの言うように、今のアリシアが呼べる最強の神獣：飛竜が呼べないのだ。

　他にも、魔眼鳥ブラッディアイも飛びにくいし、場所によっては霊騎士デユラハンの剣けんも振るえない。

　こうなってしまえば、アリシアの戦力はガクンと落ちる。だからアリシアは、緋十字の任務の際には、洞窟タイプを担うことはほとんどなかった。

　それが、こうして巻き込まれてしまったのだから、どうしようもない。

「ニアは……」アリシアはニアに訊きいた。「予鳴震の予兆が、聴きこえたんですか？」

　空間裂断の予兆である予鳴震、さらにその予兆までも聴こえるのだとしたら……。

　それはまるで、マヤ先せん輩ぱいのように、『空間裂断が起こる前の救助』すら可能になる。

「多分、そう」

　ニアは自信なげに答えると、

「こんなのは初めて。だから、まだよく解わからない」

「そう、ですか」

　これは多分、ニアの霊心体が成長している、ということだろう。

　言い換えれば、心そのものが成長するような状じよう況きようが、今のニアにはあるのだ。

「それより今は、まず、このダンジョンから出るべき」

　ニアは改めて、落ち着いた様子で呟くと、続けて霊心体を込めた高音を発した。

『歌響定位エコーロケーシヨン』――霊心体の声の反はん響きようを感じ取って、洞窟内の構造を把は握あくするものだ。

　森のような開放空間では反響が弱くて効果が薄いが、洞窟のような閉鎖空間においては、かなりの精度で全体像を把握できるらしい。しかも、たった数秒で。

　ニアは、通路の一方を指差すと、

「出口の位置は、あっちが最短距きよ離り。ただし道が狭くて、魔ま物ものが多い」

　そこでニアは、くるーと回って逆方向を指差すと、

「あっちに行くと、やや出口が遠い。ただし巨きよ大だいな空洞があるから、魔物と戦いやすい」

「ちなみに、ヴァルニックは？」

　リオンの問いに、ニアは最初に指差した方を示すと、

「そのせいで、あっちは魔物が多い」
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　なるほど。その一言でアリシアもリオンも納なつ得とくしていた。

　魔物にはダンジョン内で最も強大な霊心体に集まる習性がある。それが、今回はヴァルニックだということだ。

「どうする？」

　ニアが訊いてきた。するとアリシアとリオンは、期せずして同じ方向を指さしていた。

「もちろん、私たちは緋十字ですからね」

「まぁ、あいつを助ける必要があるかどうかは判らないけどな」

　アリシアとリオンが苦く笑しよう混じりに言うと、

「むしろ今、私たちこそ要救助者の側だけど」

　ニアがぽつりと付け加えた。

「ニアは、どうします？」アリシアは訊いた。「もし会いたくないタイプの人なら……」

「構わない。一いつ緒しよに行く」

　ニアは、心なしかいつもより低めの声で、

「今さら隠れていても、無駄だから」




「ふふっ。強いモノを狙ってしまうなんて、キミたちも哀かなしい習性だねぇ」

　光の届かない通路の先から、愉快そうな声が響く。

　やがて凛光蝶は、魔物の群れと、それらに囲まれているヴァルニックを照らしだした。

　狭い通路で退路も進路も塞ふさがれている。それでもなお、彼の余よ裕ゆうな態度は揺るぎない。

　ふと、ヴァルニックがリオンたちに気付いて、なんと手を振ってきた。リオンたちが反応に窮していると、その隙すきをついて、呪蟲類スコルピアの顎あごがヴァルニックの足を噛かみ切ろうとした。だがヴァルニックは、逆に呪蟲類の頭をゴギンッと蹴り上げた。

　呪蟲類の口から有毒の体液が飛び散った。それが狙ったように甲殻爬虫類リザルドスに降りかかり、その鎧よろいを溶かしていく。

　すかさずヴァルニックは、呪蟲類の麻ま痺ひツメを強引に折り曲げて、それを甲殻爬虫類の溶けた鎧の隙間に突き刺した。麻痺した甲殻爬虫類が、ゆっくりと倒れていく……

　するとその陰から、幻炎爬虫類サラマンドラが奇き襲しゆうを仕掛けていた。鉄をも溶かす剛炎を纏って体当たりを……する直前、ヴァルニックは甲殻爬虫類の身体を蹴り飛ばして盾たてにすると、甲殻爬虫類ごと幻炎爬虫類を殴り潰した。

　まるで魔物を手足のように扱った一連の動きは、計算し尽くされた殺陣たてのようだ。

　これが、軍の実動部隊トップの実力か。

　締めて十数体、時間にして三分間、ヴァルニックは戦い続け、そして魔物を殲せん滅めつした。

「やぁ、さすがは緋十字、もう助けに来てくれるなんて」

　すべてを終えても涼すずしい顔で、ヴァルニックは笑顔を崩くずさず、歩み寄ってきた。

「俺たちは、ヴァルと一緒に巻き込まれたんだ。知ってるだろ」

「もちろん知ってるさ」

　ヴァルニックは軽快に答えると、

「しかし、そこの彼女……」ニアを指差して、「これまで会った能力者の中で、一番上う手まく気配を消してるよ。僕ぼくでさえ、ここに巻き込まれる直前まで気付けなかった。と言うか、それも彼女に動どう揺ようがあったせいだからね」

　さらに一言。

「きっと素す晴ばらしい暗殺者になれるよ」

　そんなことを笑顔で言ってきた。

「ニアはそんなモノにはなりません！」

　洞窟内に反響する怒声。そのあまりの大きさに、遠くから魔物たちの咆ほう哮こうが呼応する。

　にもかかわらず、怒声の主は――アリシアは、ヴァルニックを睨にらみつけたまま動じない。

　自分がバカにされても、酷ひどいことを言われても、これほど怒おこったことはないのに。

「どういうことだい？」ヴァルニックは笑顔を崩さないまま、「キミが彼女とどういう関係なのか判らないけど、他人のことにそんなに……」

「他人なんかじゃないです！　ニアは私の友達です！」

　アリシアは、ニアの身体を後ろから抱だき締しめて、

「私の大切な友達に、酷いことを言わないでください」

　包むように、守るように、ギュッと抱き締めた。

「……ふぅん。なるほど。『友達』ねぇ」

　ヴァルニックは、何かを納得したように頷くと、勝手に先を歩き始めてしまった。

「あ、おいっ。ダンジョンの出口に行くんじゃないのか？」

　思わずリオンが呼び止めると、

「出口はこっちだろう？　だから、先に行くんだよ」

　事も無げにそう言って、再び先に歩き始めた。

　本当にそっちなのか、リオンがニアに確認すると、ニアは不満そうながらも、首しゆ肯こうした。

　出口に向けて先を歩くヴァルニックを、リオン、アリシア、ニアは、それぞれ釈然としない気持ちを抱きながら、追っていく。

　そもそも、ヴァルニックは霊峰で何をしていたのか……何をしようとしているのか？

　訊きたい気持ちは強い。だが、このヴァルニックが真実を話すとは思えない。むしろ、自分たちのことを訊き返されると面めん倒どうくさい。ここはお互たがい、正直に話すはずがないのだ。

　何を言うかではなく、何をするか、見ていく必要がある。




　その異変を感じたのは、ニアだった。

「地形が変わった」

　何度目かの『歌響定位エコーロケーシヨン』を展開したときのこと。

「崩ほう落らくか？」

　リオンは確認するように訊いた。洞窟タイプではよくあることだ。魔物の攻こう撃げきや緋十字の霊心体による衝しよう撃げき、また、ダンジョンにも地じ震しんがあるので、珍めずらしいことではない。

「違ちがう」

　ニアはそれを否定した。

「違うって、どういうことです？」

　アリシアがニアの肩かた越ごしに訊いた。さっきからアリシアは、ニアにベッタリ抱きついたままで、とても歩きづらそうだ。というか、それを振り払わないニアもニアだが。

「何かの足跡が続いている。重いモノが動いた跡」

「何かって、魔物じゃないんですか？」

「霊心体の気配はない。なのに、何かが動き回った跡だけがある」

　その言葉に、リオンもアリシアも黙りこんで、足を止めていた。

〝金属蜘ぐ蛛も〟がいるかもしれない、その可能性に思い至って。

　まだ確証はない。だけど、三人の脳裡には、あのときの脅きよう威いが色濃く刻まれているのだ。警戒するに越したことはないだろう。

　すると次の瞬しゆん間かん、さやと風が吹いた。

　洞窟の中に、風？　怪け訝げんに思ったリオンは、いつでも心糸を出せる体勢になっていた。

「こちら緋十字。こちら緋十字。私はジャルジ・エンヴィス、他二名です。救助に来ました。巻き込まれたみなさん、小さくて良いですから、声を出してください」

　声はすれども姿は見えず。恐らくは『風』の霊心体の使い手だろう。空気の流れを操れる『風』の使い手は、このように遠くから声を伝えることもできる。

　ただこれは、ニアの『歌』の霊心体とは似て非なるモノだ。一いつ般ぱんに、『風』は技わざの種類が豊富だが、『歌』は、曲や詩として意味を込めることで、特とく殊しゆ効果の付ふ与よに優れている。

「ジャルジさん、ギラさん、ジデウさん。こんにちは」

　アリシアは、律りち儀ぎに彼らのチーム全員の名前を言いながら応答した。

「私はアリシア・アイナビスタです。訳あって、仲間と一緒に空間裂断に巻き込まれてしまいましたが、既に出口に向かっています」

「は？　え？　アリシアって、あの『孤高の魔皇帝エンペリオ』の？」

　風に乗って、ジャルジやその仲間の男たちの声が漏れ聞こえてきた。

　言うに事欠いて『孤高の魔皇帝エンペリオ』呼ばわりされたアリシアは、少し顔を赤くしながら、

「今回、巻き込まれたのは四名です。そして、こちらに既に全員が集まっています」

「え？　あ……あぁ、はい。確かに、要救助者の気配は、他にはないみた……い？」

「そうなのですが、注意点があります」

　そう言ったアリシアの声は、少し震えながら、

「一〇日ほど前、私たちの小隊の任務時に確認された、新種の魔物らしき気配があるのです。報告書を読んでいると思いますが、遭遇した際には、戦うことなく逃走を……」

「うああぁぁぁぁぁ～～～～っ!?」

「あぁぁぁぁあぁうああぁっ!?」

「ひぎゅあがっ!?」

　突然、風の向こうから悲鳴が響き渡った。三人の男の悲鳴だ。

「えっ……ジャルジさん！　ジデウさん!?　ギラさん!?」

「喰われたぁ!?　みんな喰われちまったぁ!?　……く、〝蜘蛛〟ぉぐあぁ!?」

　ジャルジの言葉が断絶された。

　風が止やんだ。

　急に訪れた静せい寂じやくの時間。空気がゾワッと凍てついた。

　見えなくとも解る。霊心体が使えなくなるほどのダメージを、ジャルジが負ったのだ。

〝蜘蛛〟に襲おそわれて。

「ニア！　彼らの位置はっ？」

「あっちの方向。だいたい一五〇ｍミター先の、大きな空洞の中」

　ニアは、自分の左斜め下を指差しながら言った。そこにあるのは、岩の地面だ。

「そんな!?」アリシアが嘆く。「回り込んでいる時間なんて……」

　これが、洞窟タイプのダンジョン特有の問題だ。

　目的地との距離は、たった数百ｍミターのみ。地上であれば一〇秒足らずで行ける距離なのに。

　なのにここでは――洞窟では、その距離を岩や土が埋め尽つくしている。結果、そこには、『何分間』という絶望的な隔たりができてしまうのだ。

「このっ、切り刻んでやる！」

　リオンは『繊滅の終ククリ』を発現した。元来、リオンの心糸には、物を切断するような性質はなかった。切断効果を取得したのは、つい最近のことなのだ。この能力は、果たしてどこまでのことができるのか、リオンも把握しきれていない。思わず不安が増大してくる。

「リオン」ニアの声が、その増大を制止する。「リオンは、心糸を奥まで貫通させて」

「え？　貫通させるって、それじゃあ隙間を通していくような細いものしか……」

「それでいい。その心糸に私の歌を伝えて、心糸の周りだけ一気に破砕する」

「そんなことが、できるのか？」

「私たちなら、できる」

　ニアの決意と確信を持った言葉に、リオンは頷うなずき、さっそく行動で応えようとする。

　一五〇ｍミター先までの貫通。目に見えない地中を辿って、奥まで突き進まなければならない。

　リオンは霊心体を集中させる。細く、強く、そして速く、岩の隙間を貫くために。

「行けぇっ！」

　リオンは思わず叫さけびながら右手を突き出し、心糸を放った。

　届け……届け……届け……届けっ！

　この先に助けたい人がいる。なのになかなか進まない。分岐、行き止まり、分岐、分岐、行き止まり……。多くの道が閉ざされる中、心糸を何十本何百本と分岐させていく。たった一本でも届けばいい。ただそれだけのことなのに！

　もどかしい自分の心糸に、力不足に、焦りが出そうになる。

「今から行ったところで、間に合うのかなぁ？」

　隣となりでヴァルニックが呟つぶやいていた。

「だからって、途中で諦あきらめるわけにはいかないんだよ！」

　焦りが一変、ヴァルニックへの怒いかりと、対たい抗こう心に変わる。

　そこまで言うんだったら、間に合わせてやるよ！

　次の瞬間、心糸が抜ける感かん触しよくがあった。無数の分岐の果てに、ついに貫通させたのだ。

　それを感知したのか、ニアはリオンに寄り添うと、ひとつ深呼吸して、心糸に触ふれた。

　そして、歌を放った。

　その音は、リオンたちには聴こえなかった。全すべてを心糸に込めて歌った、破砕の歌。

　次の瞬間、リオンの心糸の周りにピシピシとひびが入って……それは一気に轟音となって岩を粉ふん砕さいしていく。硬かたい岩盤が砂埃と化し、風に舞うほどに破壊されていった。

　そうしてできた穴は、直径五ｍミターにもなっていた。これほどの広さがあれば……

「アリシア！　ここを飛竜で急降下してっ……」

「早く乗ってください！」

　アリシアの声は、リオンの頭上から聞こえてきた。

　アリシアは、自分の役目が来るのを理解して、既に飛竜を呼び出していたのだ。

　リオンは急いで飛竜に駆かけ寄り、ニアを心糸で支えながら、一緒に背中に飛び乗った。

「行くのかい？」ヴァルニックが訊いてきた。「無駄かもしれないよ？」

「行くさ。俺おれたちは緋十字だからな」

　それを合図にするように、飛竜は鋭するどく身を細めながら、一気に穴を落下していった。




　一五〇ｍミター下の世界。

　飛竜は、穴を抜けたと同時に翼つばさを広げ、滑るように辺りを旋回した。

　凛光蝶の光が、ひらひら揺ゆれる。

　その光は、何も照らし出さない。

　そこには誰もいなかった。

　ジャルジも、ギラも、ジデウも……

　あの〝金属蜘蛛〟も――ギラを『喰った』というモノも……

　何ひとつとして、そこには存在していなかった。

　リオンの心糸で探索しても……

　ニアの声で捜そう索さくしても……

　誰も、何も、見つからない。

　飛竜が、労るようにゆっくり着地した。アリシアは、力が抜けたように俯うつむいていた。

　リオンにも、ニアにも、掛ける言葉がない。そんな心の余裕は、どちらにもなかった。

「ここは崩ほう壊かいを始めるよ」

　いつの間にか、ヴァルニックが飛竜の隣に立っていた。そして、

「こういう日もあるさ」

「あったら駄目なんだよ！」

　適当なことを言うヴァルニックを、思わず怒鳴りつけていた。怒っても仕方がないのに。

　今、一番怒ってやりたいのは、無力な自分自身なのだから。

　ズ……ズズ……周囲の岩盤が崩壊し始めていた。リオンたちが貫つらぬいた穴も一因だろう。

　と同時に、周囲の景色が、まるで蜃気楼のように揺らめき、霞み始めた。これは、ダンジョンが消える予兆――今から一〇分もしないうちに、このダンジョンは消えるだろう。

　ここに残ったままでは、自分たちも消えてしまう。

「帰ろう」リオンは、震える声を強引にしぼり出した。「俺たちには、次がある」

　ここで、自責の念でへこんでいたら、次回に救えるものまで救えなくなってしまう。

　無理してでも、奮い立たなければいけない。

　それはアリシアも判わかっている。彼女も緋十字なのだから。

　……ただ、ニアは。彼女は、しばらく落ち込んだままかもしれない。彼女は緋十字じゃない。そこにある覚かく悟ごは、やっぱり違うものだから。

　それでも、今は無理をしてでも、帰らなければならない。

　いつか元気になるために、帰らなければならないのだ。




　このダンジョンは、おかしい。

　それを確信したのは、出口に向けて、リオンが心糸で周囲の安全ルートを探ったとき。

「出口は、この方向だったら五〇ｍミターで行けるぞ」

「え？　こっちの方角じゃないんですか？」

　こんな会話がされたとき、リオンはてっきり、最短ルートだけが違うのかと思っていた。

　だが、二人の指差す先は、まったくの正反対だった。

　リオンは周囲の安全ルートだけを調べたので、ダンジョン全体を探索したわけではない。だとしても、出口の探知を間違えるようなことはないはずだ。となると、

「まさか、ここは出口が二つあるのか？」

　制限時間は、まだ少しはあるはずだ。万全を期すため、リオンたちは改めて、このダンジョンの出口を調べ直すことにした。

　リオンはさっそく『霊紋の羂索アレイグニル』を展開して探索する。今度は、広範囲に亘ったものを。

　その結果。

「……五七個」

「ご、ごじゅう!?」

　アリシアも声に出すほど驚おどろいていた。

　普ふ通つう、出口は一個だけなのだから、この数の異様さは際立っている……のだが、

「……違う」

　リオンは震える声を漏もらした。

「まだまだ増えている。……いや、それも違うのか？　これは……」

　次の瞬間、リオンたちの目の前で空間が裂けた。まるで、そこに張られた透とう明めいな紙が破けたかのように、空中に亀裂が走っていく。

　その亀裂の向こうには、黒く焦げたような斜面。

　間ま違ちがいない、そこには、モサノアジールの北側斜面の光景が広がっていた。

　ふと、天井からパラパラと落ちている岩石が、空中の亀裂の中に落ちていった。すると、ダンジョン内の岩石は、モサノアジールの地面に落下して、割れた。

「嘘……」

　それを見ていたアリシアが、首を横に振りながら呟いた。

「どうして、ですか？　ダンジョン内の物が、元の世界にまで行けるなんて」

　訊かれたところで答えられるわけがない。この光景、リオンも信じられないのだ。

　ダンジョンの物が現実世界に出るなんて、そんなことはあり得ないはずなのに。

　ダンジョンは、発生した時こそ、まるで世界を飲み込んで破壊したような情景を見せつける。しかし、消えるときには何も残さず、夢のように消えてしまう。まるで何も起こらなかったかのように――平然とヒトを飲み込みながら――元通りの景色が広がるのだ。

　つまり、ダンジョン内の物質は、外の世界に影えい響きようを与えない。

　たとえば、ダンジョンの黒い森の木を外に持ち帰っても、その瞬間に木は霧消する。

　魔物を外に連れ出そうにも、それもまた消失する。

　夢の中の物を現実世界に持って来られないのと同じように。

　だが、今、リオンたちの目の前で起こっていることは……。

　ダンジョンと元の世界とが、融合している？

　ふと、今度は大きな岩が天井から落下してきて、目の前の亀裂を埋めてしまった。はたして、この崩落はダンジョン内の出来事なのか？　それとも、元の世界でも崩れたのか？

　……判らない。

「ほらほら。固まってると潰つぶされるよ？　それとも、ダンジョンと共に消えるかい？」

　岩から岩へ身軽に跳びながら、いつもながらの飄々とした様子でヴァルニックは言った。

　そうだ、とリオンは気持ちを切きり替かえる。

　今、このダンジョンは、崩壊と同時に消失の予兆を見せている。たとえ出口が五〇以上あったとしても、物理的に道を塞がれてしまったら、脱だつ出しゆつが非常に困難になってしまう。

　リオンはすぐに出口の探索をし直した。そして、相応ふさわしい出口をアリシアに教えた。

　ダンジョンの景色が、おぼろげな揺らめきを繰り返す。残り時間はあと僅わずかだ。

　リオンは『繊滅の終ククリ』と『深紅の束縛グランギニヨル』を駆く使しして落石を防ぎ、道を確保する。そして飛竜は、リオンが作った道を貫くように、出口を目がけて高速で突とつ入にゆうしていった……




　一面の星空が、広がっていた。

　もう夜になっていたのだ。遠く空から照らす月の光が、とても明るく、優しく感じる。

　それでも、リオンたちの気持ちは暗く、重く、沈んでいた。

「リ、リオン!?　あれを……」

　アリシアに呼ばれて、視線をアリシアに、そしてアリシアの指差す先に移した。

「…………」

　絶句した。

　モサノアジールの北側、その山肌にぽっかりと、巨大な穴があいていた。

　その穴の中にあるのは、見間違いようもない、ダンジョンだ。

　さっきまで見ていた光景が――跡あと形かたもなく消えるべき光景が、そこに存在している。

　ダンジョンの消失の予兆は、もう見られない。

　そして、ダンジョンを覆っているべきドーム状の膜が――この世界とダンジョンとを隔てていたはずの結界が――消え去っていた。

　それはまるで、この世界がダンジョンに侵蝕されてしまったかのように。

　ダンジョンだけが、そこに存在していた。

　後に、ダンジョンの『侵蝕同化』と呼ばれることになる現象が、ここに起こったのだ。




　この状況で、いったい自分たちは何をすればいいのか。何ができるのか。

　頭が混乱している。何も思い付かないまま、飛竜の背に乗って周回するアリシアたち。

　そんな中、リオンの隣にいるヴァルニックは、通信機を取り出していた。

「何をする気だ？」

　リオンの声は、思わず怒ったようなものになっていた。
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　そもそも今回の件は、聖地を荒あらす賊退治の話から始まった。いまやその話が真実だとは思えない。

　もしや、この空間裂断が起こったことすら、誰かの意思の下にあるんじゃないか。だとしたら、ヴァルニックが関かかわっているんじゃないか。そんな思いが、語気を荒あらくした。

「何って、軍の災害派遣部隊を出動させるのさ。聖なる山に、こんな大きな穴が開いてしまったんだからね。これは歴れつきとした災害だ」

「災害？　ヴァルも見ていたはずだ。これはダンジョンがこの世界に現れたようなモノだ。それに、あそこには緋十字の隊員が……」

「居なかったじゃないか」

「……そ、それは」

「あれだけ探しまわったのに、誰だれ一人ひとり、緋十字の隊員なんて見つからなかった」

「それは、変な魔物に喰われたっていう声が……」

「その魔物も居なかった」

「…………」

「リオン」ヴァルニックは苦笑しながら、「別に僕らは対立しているわけじゃない。軍があの大穴を捜索したところで、緋十字の隊員を発見しても無視するなんて扱あつかいをするわけでもない。それとも緋十字には、通常災害についてのノウハウがあるのかい？　ないよね。穴掘ほり一つに苦戦していたくらいなんだから」

　それは納得いかない。だけど反論できない。




　緋十字は、人を助ける仕事なのに。

　助けられなかった……







第四章
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「立入禁止、だと？」

　戸と惑まどいと怒りの混じった隊員の声が、緋十字クルセデイア本部の会議室に響ひびいた。

　モサノアジールが空間裂断デイネージヨンに襲われてから一〇時間ほど、ジャルジ・エンヴィス小隊との連絡が途と絶だえてからは九時間半以上が経過していた。

　外は既すでに明るくなっており、街もいろいろと騒がしくなってきていた。

　この会議室には、帝てい都とを守る緋十字隊員が緊急招集をかけられ、集まっていた。その視線は、帝てい国こく国旗を背にして立つエンデ統とう帥すいに向けられる。

「どういうことですか統帥？」「理解できませんよ！」「なぜ私たちがっ……」

「落ち着かんか。今は私が説明をしている途と中ちゆうじゃ」

　エンデ統帥は、対極的に冷静な声を発すると、

「昨日の一七時二〇分、聖地ノアジールを巻き込むように発生した空間裂断は、結界のドームが消失した後も、変わらず存在し続けておる。この前代未聞の事態に対し、先ほど、幹部らによる対策会議が開かれた。その結果、この件は国軍が対処することとなった」

「だからと言って、緋十字まで立入禁止にするのはおかしいです。救助部隊の活動が許されないなんて！　仲間が死ん……行方ゆくえ不明になっているのに、軍は現場を『危険だ』と言って封鎖しただけ。このまま彼かれらを見捨てるなど、許容できません！」

「ならば、ここにいる誰だれがジャルジ小隊の救助をできる？」

「…………それは」

「ジャルジ小隊は、新種の魔物に襲われて消息を絶ったという。ならば、救助部隊は、その新種の魔物を倒すか、逃走することができなければならぬ。あのアリシア小隊ですら逃走に困難を要したというのにじゃ。この中で、アリシアくんやリオンくんよりも戦せん闘とう能力が高い者はおるのか。みすみす被ひ害がいを増やすだけではないのか？」

「…………」

　みな、互いの顔色を窺いながら、誰も何も言えなくなってしまった。隊員たちは自然とそのアリシア小隊――リオンとアリシアを探していた……が、そこに彼らは居なかった。

　室内に、無力感と動揺が広がる。隊員たちはそれぞれ呟きだしていた。

「もし、ここで引き下がったら、緋十字の立場は危うくなるんじゃないか？」

「仲間を見捨てた腰抜け、なんて言われて……」

「でも、純じゆん粋すいな戦闘能力じゃ、確かに軍の方が高いわけだし……」

「静かに」

　声が大きくなってきたところで、エンデ統帥が一喝する。

「緋十字には、緋十字としての仕事がある。今も、この帝都のどこかで空間裂断が起こるやもしれぬ。仲間が消えた、だからといって、市民をないがしろにして良いわけがない」

「で、ですがっ」

「今は、市民たちも不安になっておる。こんなときに、市民を守るべき緋十字の心アルマが不安定になってどうするのじゃ？　全員、心を決めよ」

　エンデ統帥の言葉に、隊員たちは頷いた。




　一方、第八環かん状じよう線せん沿いにある寮りようの一室では。

「まずは、どうやって軍の監視をかいくぐるか、だな」

「ですね。あの穴へと向かう道は軍に封鎖されているようですから」

「何かで気を逸そらしている隙に、突入するか」

「いっそ、私の神しん獣じゆうたちに暴れてもらって……」

「それ正体がバレバレじゃないか。下手すれば国家反逆罪で逮捕なんだぞ」

「そ、それは困りますね」

　リオンとアリシアは、一晩中明かりもつけずに、そんな物騒なことを話し合っていた。

　実は、本部からの緊急招集に先だって、二人はエンデ統帥から事情を聞いていた。

　そして、聖地を穿つ大穴に侵しん入にゆうし、ジャルジ小隊を救助する作戦を企てていた。

　無事かどうかも、そこに居るかどうかすら判らない。だけど、このまま何もせずにただ見捨てることなどできない。せめて捜索だけでも、納得がいくまでやりたいのだ。

「囮を使う線で行くなら、俺の心糸レイスで人形を作ってみるのはどうだ？」

「あっ、なるほど、リオンが得意な一人遊びですね」

「……まぁな」なんかアリシアに言われると腑に落ちない。「ただ、普通に心糸を使うだけだとムラがあるから、やっぱり正体がバレバレだ。だから、日が暮れてランプが点くようになる、その境目、誰とも彼とも見分けがつかなくなる時――黄昏時を狙ねらうんだ」

　単純ながら、効果的。二人は頷き合い、計画が決まった。

　ただ、ひとつ心残りなのは……。

　ここにニアがいないこと。

　だけど、それは仕方がないことだろう。彼かの女じよは、緋十字ではないのだから。

　自分の命をかけて他人を助ける、そんな物好きはなかなかいないのだから。




　緋十字本部の、統帥室。

　隊員に対する報告を終えたエンデが部屋に戻もどった。そこで彼を迎むかえたのは、ニアだった。

「しばらくぶりじゃ。待たせてしまったかのぅ」

　ニアは黙だまったまま、首を横に振ふった。

　その顔には感情がない。

　エンデは、ニアとの付き合いはだいぶ長いが、彼女の感情ある表情を見たことがない。

　一〇年前のダンジョンで出会い、そこで救出されたときも、彼女は泣くことも安あん堵どすることもなく、ただただ無表情だった。

　その後エンデが彼女を保護することになっても、変わることなく。ただ単純に、与えられた任務をこなす。理由は問わず、善悪も考えず、ひたすら命令に従うのみ。

　それが、以前の記き憶おくも身寄りもない彼女の処世術だったのだ。

「ここに来る際、誰かに見つかったりはしてないかね？」

「問題ない」

　彼女に対しては愚問だったろう。とはいえ、こういう無む駄だ話ばなしを入れないと、彼女との会話はすぐに終わってしまうのだが。

「ここに来てもらったのは、他でもない。今後の任務のことだ」

　その言葉に、ニアの瞳ひとみがぴくりと動いた。まるで、感情が揺れ動いたかのような……。そのことに僅かの違い和わ感かんを覚えながらも、エンデは話を続けた。

「これまでご苦労じゃった。リオンくんとアリシアくんの件は、これで終しゆう了りようじゃ」

「……終了？」

「あぁ、そうじゃ。今後は、きみには別の任務が与あたえられるじゃろう」

　エンデは、いつもそうしてきたように、あっさりと任務の終了を告げた。

　ニアに対しては、それで十分だった。

　何をするのか、どのようにするのか、最小限の情報を与えれば良かったのだから。

　そもそもニアは意思や感情がなく、こちらの命令がすべてとなる。エンデは、これまでのニアとの長い付き合いで、そう理解していた。

　たとえば、『リオンとアリシアを仲良くさせろ』と命じれば、ニアはその理由を問うことなく、そして自身の感情など関係なく、それをやってくれるのだ。

　ニアはまさに、『預定』を予定通りに進めるに相応しい存在だったのだ。

「それは、どういうこと？」

「……ん？」

　ニアに訊きき返されるとは思わなかった。情報が足りなすぎたのか、と説明を加える。

「今回の件でも判る通り、リオンくんとアリシアくんには、危険が迫せまっておる。そこで、彼らへの対処は、今後は私や他の面々が行うことになったのじゃ。このままきみがあの二人と一いつ緒しよにいても、何もできることはない。むざむざ命を捨てるだけじゃ」

　嘘うそは言っていない。隠かくし事ごとをしているだけだ。

　別にエンデは、ニアを駒として扱っているわけではない。付き合いは長く、情もある。だから、これから犠牲になる預定であるリオンやアリシアと一緒には、いさせたくない。

　世界のための犠牲が必須であるならば、その犠牲は最小限でなければならない。

　その最小限の犠牲がリオンとアリシアならば、それ以外の人の死は、無駄死にだ。

　そんなことはさせたくない。だからこそエンデは、ここでニアを撤収させて……。

「だったら尚なお更さら。私はリオンとアリシアのところにいる」

「……なんじゃと？」

　エンデは自分の聞き間違いを疑った。続いて、ニアの言い間違いを疑った。

　ニアは、まっすぐエンデを見返しながら、

「私は、あの二人と一緒にいたい。その命令には、従いたくない」

　聞き間違いでも言い間違いでもない。ニアは、自分の言葉で訴うつたえていた。

「な、何を……たった二週間足らずの……い、いや、本当にこのまま、あの二人と一緒にいたら危険な……」

「だから尚更。危険なら助ければいい。見捨てることなんて、できない」

　そこには、明確なニアの意思があった。

「ま、待ってくれ……」声が震ふるえる。こんなことは預定にはないのだ。「ニアくんが一緒になったところで、危険な状じよう況きようになる人が増えるだけじゃ。なぜそこまで……ニアくん」

「リオンとアリシアは、私のことを仲間と呼んだ」

　ニアは、心なしか、優しげな表情をしていて、

「私も、二人を仲間だと思っている。友達だと思っている」

　そのニアの言葉を、エンデは切り捨てられなかった。

　こんな、預定にないことが起こっているのに……。

　ここでニアを止めないと、預定が狂ってしまうのに……。

　それでも、エンデには、『仲間』を否定するようなことは言えないのだ。

　緋十字たるもの、仲間の大切さを誰よりも知っているものだから。

　エンデは、ニアに頷きを返していた。

『預定』よりも希望を選んだのだ。

　それがたとえ、マヤを失ったときと同じ選択であったとしても。




　時刻は、一八時五一分。

　辺りは暮れなずみ、影かげが濃く大きくなっている。あと九分で街灯が点けられる、黄昏時。

　リオンとアリシアは、モサノアジールの麓に来ていた。

　ここから八〇ｍミターほど先――登山道の入口は封鎖され、軍人が見張っている。だが、道なき道までは閉鎖されていない。

　既にリオンは、心糸を使っておとりの人形を作り出し、離はなれた所で待機させていた。糸人形に適当な布を巻けば、怪あやしい人ひと影かげの完成というわけだ。

　作戦開始だ。リオンはアリシアと頷き合うと、糸人形を素早く移動させた。ガサガサッと激しく物音を起こす糸人形。きっと、見張り兵たちはそちらに注意が傾くはず……

　だがそれは、軍を見くびりすぎていたのだ。

　見張り兵は、手のひらを糸人形の方に向け……次の瞬間、痛いほどに激しい光が辺りを貫いた。光線レーザーの霊心体アルマが放たれたのだ。

　光線は一いつ瞬しゆんにして糸人形を燃やし、跡形もなく消し去った。

　躊躇ない一いち撃げき。軍紀で定められた警告すらなかった。もっとも、警告を要するのは相手がヒトであるときだけ……つまり、アレがヒトでないことは完全にバレている。

「一〇を数えるうちに出てこい。さもなくば敵の侵入とみなし、攻撃する！」

　警告の鋭い声が響き、見張りの軍人たちが臨戦態勢を整えていく。

　相手は四人。気絶させるくらいなら容易だろうが、あまり手荒いことはしたくない。

「きゃあっ!?」

　突とつ然ぜんアリシアが悲鳴を上げた。奇き襲しゆうか!?　リオンは心糸を構えて急いで振り返り……

　ニアと目が合った。

「……ニ、ニア？」

　リオンが声を掛かけても、ニアは何も言わない。ただアリシアの胸を揉み上げる手を動かしながら、そして無音のまま口を動かしながら。

「ニア、どうしてここに……」

「ニあっ、あんっ。ちょっと、やめ……んんっ！」

　アリシアの嬌声が辺りに響く……いや、響かない。

　ニアは静寂の歌――『小夜の静歌サイレナーデ』を歌っていたのだ。リオンたちの音は外に響かない。

　ニアはようやくアリシアの胸を解放すると、歌いながら、移動するよう身み振ぶりで示した。

　軍人たちはカウントを止めていた。ニアの歌で気配が消え、リオンたちを見失ったのだ。ただ、突然気配が消えたので、これはもはや明確な敵対行こう為いとなり、緊きん張ちようが高まっていた。

　するとニアが、突然紙の束を取り出した。その一枚を見せてくる。

『このまま私も一緒に行く』

　わざわざ、ニアは前もって用意してきたようだ。歌いながらでも会話できるように。

「ありがとう」「ニア、ありがとうございます」

　二人がお礼を言うと、ニアは紙をめくって、

『礼には及およばない』

　……あぁ。ニアは俺たちのことをよく理解してくれている。

　リオンもアリシアも思わず笑ってしまって。

　するとニアも、小さく頬ほおを緩ゆるめていた。




　宵闇の森を進む。この視界の悪さなら、ニアの歌で気配を消せば、見つかることはない。

　三人は、すぐに大穴の手前までやって来ていた。

　不思議なことに、大穴の周辺には兵士の姿が見えなかった。それでも警けい戒かいしつつ大穴の縁ふちに身を隠すと、そこでニアは『小夜の静歌サイレナーデ』を止め、『歌響定位エコーロケーシヨン』を放った。

「中には、誰も居ない。……ヒトも、魔ま物ものも、気配はない」

　その答えは、リオンもアリシアも、ある程度は予測していたことだった。

「それでも行く？」

　そんなニアの言葉は、疑問と言うよりも、確かく認にんのようだった。

「あぁ、行こう」と、リオンが言うと、

　アリシアとニアも、揃そろって頷きを返してきた。

　そして三人は、一緒に大穴の中へと侵入していった。




　一度入ったダンジョンだから、内部構造は判るはず……と思っていたが、現実は違ちがった。

　ここにあるのは、洞どう窟くつだけではない。

　聖地があるのだ。

　凛光蝶ルミナディエが照らす、地下の道。洞窟タイプのような不定形の道が続いていても、ふと角を曲がれば、そこには人工的な階段があったり、部屋のような空間まであったりする。

　恐おそらく、聖地へと続く地下参道と、先ほどの洞窟型ダンジョンとが融合しているのだ。

　つまり、地中に埋まっていた聖地が、ダンジョンのせいで地上と繋つながり、ここにある。

　そんなことが起こるのか……。にわかに信じがたいが、現実は目の前にある。

「やっぱり、何の気配も感じない」

　改めて、ニアは『歌響定位エコーロケーシヨン』を放っていた。

　それでも〝蜘く蛛も〟はいるかもしれない。

　誰もがそう思っているだろう。だけど、言葉にしたら現実になりそうで、言えなかった。

「ただ、妙みような場所がある」

「妙な場所？」

　リオンが訊き返すと、ニアは何やら考え込むようにしながら、

「そこにヒトは居ない。そのはずなのに、まるで何かに返事をされたような気がする」

　そんな説明を受けても、リオンは意味が判らなかった。まさに『妙』だ。思わずアリシアと顔を見合わせるが、アリシアも不思議そうに首を傾かしげていた。

「まずは、そこに行ってみようと思う」

　ニアの提案に、リオンとアリシアは頷いた。

　ニアは、この洞窟の内部構造を把は握あくしたようで、分岐も迷わず、先行して進んでいく。

　そして、一〇分ほど進んだ頃ころ。

「この先に扉とびらがある。その奥おくが、妙」

　ニアの言葉通り、通路を進むと扉があった。それを見て、思わず息を呑のむ。

　彫刻が施ほどこされた、高さ三ｍミターはある純白の石扉。階段や床ゆかも同じ石で造られている。

　完全な人工物。しかも、この緻密さ。帝都の職人でも、同等の物が造れるかどうか。

　はたと気付く。リオンもアリシアもニアも、この扉に見覚えがあった。

　昔から伝わる、創世記を描えがいた絵画に出てきたのだ。

　神話の世界にある物が、今、目の前に実在しているということなのか。

「……行くぞ」

　リオンの緊張した声に、二人が頷く。リオンは、石扉をゆっくりと開いていった。

　光が溢れてきた。

　凛光蝶のような仄かな明かりではない、太陽ホーリーグレアのような鋭い光。

　それは、天井からの謎なぞの光、そしてその光を受けて、泉が輝かがやいているものだった。

　その部屋は、広さは四〇ｍミター四方ほどあった。天井の高さも一〇ｍミターはある。

　その天井には、規則正しく並ぶ発光物があった。油ランプでもガス灯でもない。いかなる霊心体のライトよりも明るく、安定した光が、そこにあった。

　部屋の中央に、泉がある。直径一〇ｍミターほどの綺き麗れいな円形に作られた、人工的な泉。

　天井の光を反射させて輝く水面……に見えたが、よく見ると、泉そのものも光っていた。

　すると突然、その正体不明の泉が、一層明るく光を放ち始めた。

　その光は、線を描き始めた……直線を描くものや、弧を描くもの、そして孤は円となり、また別の場所では、文字を形作る……これは……。

　それはまるで魔法陣だった。

　リオンとニアは思わずアリシアを振り返った。だが、アリシアも困こん惑わくした表情のまま、

「……魔法陣。どうして？　何ですかこれは？」

　呟くようなアリシアの問いに、沈ちん黙もくが生まれる。誰も、答えられるわけがなかった。

　やがて、魔法陣がカッと目を刺すような光を放った。反射的に三人は目を覆おおった。

　光が収まり、ゆっくりと視界が元に戻っていく……。

「あっ!?　あそこに何か――」

　最初に気付いたのはアリシアだった。彼女は一点を指差し、そしてハッと息を呑むと、

「――ジャルジさん!?　……それにギラさん、ジデウさんも！」

　ダンジョンで消えたはずの三人が、泉の中に浮いていた。

〝金属蜘蛛〟に襲おそわれて、喰くわれたはずの彼らが。

　さっきまで、そんな気配は無かったはずなのに。

　突然、ここに現れたのだ。

　それは、つまり……。

　かつてダンジョンで消えた他の人も、どこかにいるかもしれない？

　魔物に襲われ、そのまま行方不明になってしまった人も、あるいは……？

　リオンは、目の前の出来事に足が震えて倒たおれそうになる。だけど、これは現実なのだ。

　まずは彼らを助けよう。リオンは震えを誤ご魔ま化かすように、勢いよく泉に駆け寄った。

　そしてそのまま泉に入ろうとする……そこで気付いた。これは水じゃない。

　この泉は、霊心体でできている。

　それは、『霊心体でできた水』という意味ではなく、『霊心体そのもの』。

　個体でも液体でもない。あえて言うなら、『触ふれることのできる気体』だ。

　なるほど、コレこそが、ニアが『妙』と言った正体だったのか……

　ふと、そこまで考えて、リオンはおかしなことに気付いた。

『霊心体そのもの』とは、なんだ？

　リオンはそんなモノは知らない。見たこともない。なのに今、リオンは、この泉を見て、これは『霊心体そのもの』だと確信している。まるで周知の事実であるかのように。

（……俺は、この光景を見たことがある？）

　なら、ここは何だ？　これは何のためのモノなんだ？

　……判らない。

　頭が痛くなるばかりで、答えは出てこない。なら、今はただ、今やるべきことをする。

　この泉は底が見えない。それが発光のせいなのか、それとも本当に深いのかは、見る限りでは判らない。ここに霊心体が溜まり、その上にジャルジたちが浮かんでいるのだ。

　リオンは、恐る恐る霊心体の泉に足を触れてみた。すると、一寸も沈むことなく、上に立つことができた。ふわふわと浮遊感があり、温かい。

　アリシアも、少し躊躇しながらも、リオンの後を追うように泉に入ってきた。

　そしてリオンたちは、ジャルジたちを助けるべく駆かけ寄っていく……

「うっ!?」

　思わず声が漏れる。

　光の加減で気付かなかった。ジャルジたちは、全身がボロボロの傷だらけだった。一瞬、最悪の事態が頭をよぎったが、呼吸はあった。とりあえずは安心できた。

　このダメージを見て、ふと〝金属蜘蛛〟の姿がよぎる。だが、今は何より、一刻も早くこの泉からジャルジたちを救い出して、そして自分たちも出るべきだ。

「『聖癒の祈りセイキユリア』で傷を癒いやす。リオンは、三人に心糸を繋いで」

　ニアに言われて、すぐにリオンは三人に心糸を繋いだ。これで直接、歌を伝えるのだ。

　ニアは、優やさしい表情をして歌い始める。心糸に込められた歌は、直接ジャルジたちに伝わり、傷を癒やしていく……が、如何せん傷が深すぎる。ここでの治ち癒ゆには限界がある。

「……う」

　ふと、ジャルジが声を漏らした。

「ジャルジさん!?　判わかりますか、アリシアです！　緋十字です！　救助しに来ましたよ」

「あ……あぁ、アリシアか……。ははっ。助けるつもりが、助けられてしまったのか」

　ジャルジの声は苦しそうだが、自じ嘲ちようして見せた。容態からすれば余よ裕ゆうなどないはずだが、それでも弱音を吐くようなことはない。

「そういうのは、きっとお互たがい様さまなんですよ」アリシアは優しく微笑ほほえむと、「さぁ、脱出しましょう。今は私たちに委ねてください」

「……いつか、この借りは絶対に、返して……やる……ぅ」

　ジャルジは急に力が抜ぬけたように気絶した。きっと安心して緊張が解けたんだろう、と良い方向に受け取ることにした。その安心に応えるためにも、無事に脱出してみせる。

「よし、急いで脱出だ！」

　リオンは気合を入れると、心糸を担架のように編んで、ジャルジたちを持ち上げた。

「私は、まだ脱出したくない」

　ニアの真しん剣けんな瞳。

　その言葉は、正直、予想していたことだった。

　ニアがここにいる目的は、ダンジョンで消えた人たちを見つけることだと言っていた。

　まさに、その答えがここにあるかもしれないのだ。

「だから」とニアが続ける。「リオンとアリシアは先に帰……」

「じゃあ、俺おれは一いつ旦たんみんなを外に連れ出してくる。アリシアは、ニアと一緒にいてくれ。三人だったら俺だけで運べる」

「いえ、それでしたら、救出の役は霊騎士デユラハンたちに任せた方が……」

「いや。道中だって、まだ何が起こるか判らない。確実に救い出すためにも、俺が行く」

「……そうですね、判りました」

　ニアの言葉を遮さえぎるようにしながら、リオンとアリシアは勝手に決めた。

　そもそも、仲間の意向を無視したのはニアの方が先なのだ。勝手に『先に帰れ』なんて言われて心中穏やかでいられるほど、リオンは人間ができていないのだから。

「よし決まりだ。ニア、俺が少し単独行動するから、仲間同士、霊心体で通信を繋ぐぞ」

「…………」

　ニアは何も言わなかった。リオンとアリシアの頑がん固こさが伝わっているのだ。ニアはただ頷うなずいて、手のひらをクイクイ動かしながらリオンに『早く心糸を出せ』と催促してきた。

　リオンは苦く笑しようしながら、心糸で三人を繋いだ。

　ただ、三人をそれぞれ個別に結ぼうとすると、リオン・アリシア間の心糸にはニアの霊心体が直接注げなくなる。一方、アリシア・ニア間では、リオンの心糸を切り離さないといけなくなるため、強度や臨機応変な変質に限界ができてしまう。

　そこで、心糸を個別に繋がず、一本の心糸を円形にして、みんなでそれを握る形にした。三人が握るので、『△』になっている状態だ。そしてそこに、ニアの霊心体が注がれる。

　リオンはまず、ほんの小声で言葉を掛けてみる。

「それじゃ、俺はちょっと行ってくるから、あまり無理すんなよ」

「リオンも気を付けてください」「そっちこそ無理しないで」

　二人の小さな声が、明瞭に伝わってきた。会話も成立している。通信はクリアだ。

　リオンは二人に笑えみを返して頷くと、ジャルジたちを連れて出口へと急いだ。

　行きは警戒や捜そう索さくをしながら一〇分ほどかかった道程も、救出を第一に考える帰りでは、ものの数分で、出口となる大穴が見えてきた。

　ぽっかりと切り取られたような空には、満天の星。

　そのちりばめられた輝きを背に、ひとつの人影があった。

「おや。こんな所で会うなんて、奇遇だね。リオン」

　夜の陰かげに包まれていて、その顔は判らない。だけどすぐに、誰だと気付く。

「とんだ偶ぐう然ぜんもあったもんだ。ヴァル」

　ヴァルニックは、大穴の縁に立って、大穴の底に立つリオンを見下ろしていた。

「ところでリオン、どうしてキミは、こんな場所にいるんだい？」

「それはもちろん、ダンジョンに襲われた人を助け出すためだ。緋十字である以上、要救助者を見捨てることなんてできないからな」

「ということは、キミが連れてきたそれらが、要救助者なのかい？」

「あぁ。ここを管理している軍は、救助が仕事じゃないからな。これは俺たちの仕事だ」

「なるほどね。誰しも得手不得手はあるものだ」

　ヴァルニックは肩かたをすくめてみせると、

「それじゃあ、その要救助者たちは軍が保護しよう。ここの責任者は僕ぼくだからね」

「救助が不得手な軍に任せて、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「不得意なりに、頑張らせてもらうよ。それに、ここで彼らが死んでしまったら、きっと僕がキミに殺されてしまう」

「まさか」リオンは思わず笑いを漏もらして、「緋十字は人を救うためにある――人を救うことしかできないバカがいるところなんだ」

「残念だ。キミには是ぜ非ひ、軍に入ってもらいたいというのに」

「まだ言ってんのか。生憎だが俺はバカなんだよ。教育係がもっとバカだったもんでね」

「まぁいいさ。僕も『軍』にこだわっているわけではないからね。……ふふっ」

　ヴァルニックは、どこか得意げに微笑んでいた。その真意が判らず、気味が悪い。

　いや今はそれより、早くジャルジたちを安全な場所に運び、そして仲間の所に戻りたい。

　そんなことを考えながら、リオンはジャルジたちを穴の外へと心糸で持ち上げ……

「聞こえたっ」

　リオンの耳にニアの声が届いた。『聞こえた』……何が？　予鳴震の予兆だ！

「どこだっ？」

「ここ」

　その言葉に、全身から一気に血の気が引いた。

　――キイイイイイィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィイイインッ！

　直後、間近で響く予鳴震。ここからの猶予は数十秒か数分か。そう思っていた次の瞬しゆん間かん、目の前の景色がグニャリと歪ゆがんだ。

　早いっ!?

　リオンは咄とつ嗟さに心糸を増やしてジャルジたちを綿のように包つつみ、穴の外に放り投げた。

　瞬間、景色が揺れて、崩くずれて、歪んでいった。

　空は閉ざされ、光は失われ、見み渡わたす限りの闇の中。

　手を広げるほどの広さもない。その手に触れるのは、冷たい岩。

　うっすらと見えるようになった、その景色は、四方八方を硬かたい岩盤に囲まれていた。

　ここは、洞窟の中――ダンジョンだ。
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　アリシアは、ひとり、暗くら闇やみの中にいた。

　狭せまくて、暗くて、冷たくて、そして静せい寂じやくの世界――

「ニア！　ニア、聞こえますか？　……リオン！　リオン……」

　――静寂の世界。

　ニアとはそれほど離れていなかったはずなのに、その声すら届かない。

　リオンの心糸が、みんなと繋がっているはずなのに……。

　おかしい。アリシアは震える手を抑えながら、心糸を手繰った。ニアに向かう心糸も、リオンに向かう心糸も、スルスルと巻き取ることができて……どちらも切れていた。

「……あ」

　思わず声が漏れた。

　最悪の事態が頭をよぎる。アリシアは激しく首を振って、考えないようにした。

（そ、そうだ。とりあえず、とりあえず凛光蝶を呼ぼう）

　そう思って、ベルトの筒つつから魔法陣を取り出して、霊心体を注いでいく……注いでいく……そのつもりなのに、注げない。

　心アルマが乱れて、無理だった。

　アリシアは、独りになってしまった。

　だけど、それは、二週間前までは普ふ通つうのことだった。アリシアはいつも独りだったのだ。

（ならこれは、その頃に戻っただけ。ずっと、これが普通だったんだから……）

　でも、アリシアは以前とは違っている。

　仲間といることの楽しさを知った。

　大切な人を絶対に守りたいと思った。

　好きな人が、できた。

　その人たちが、今は、近くに居ない。

　アリシアは泣いていた。ボロボロと涙なみだが出てきて、止まらなかった。

「……もう、独りは嫌いや」




　ニアは、ひとり、暗闇の中にいた。

　狭くて、暗くて、冷たくて、そして静寂の世界――

「アリシア？　……リオン？」

　――静寂の世界。

　ニアの手には、しっかりとリオンの心糸が握にぎられている。この心糸には、ニアの霊心体も込められている。さすがに少し乱れているが、会話をするには問題ないはず……

　おかしい。ニアは心糸を手繰っていく。リオンに向かう心糸も、アリシアに向かう心糸も、スルスルと巻き取ることができて、必死になって、不安になって巻き取り続けて……そしてそれは、どちらもすぐに切れてしまっていた。

　強きよう烈れつな冷気が背筋に走った。一瞬頭をよぎってしまった最悪の事態を、懸けん命めいに打ち消す……打ち消すのだ。そう、まずは自分の無事だけでも伝えよう。

　ニアは歌を歌い始める……歌を……歌が……

　歌えない。

　ニアの心アルマは乱れていた。一つの歌アルマになってくれない。

　どうしても『最悪の事態』が打ち消せない。不安が、恐きよう怖ふが、ニアを襲う。

　ニアは、独りだった。

　それは、アリシアに会う前の自分と同じ。リオンに会う前の自分と、同じ。

　周りに人がたくさんいても、心は絶対に開かない。あのときと同じに戻っただけ……

　そんな風には、思えなかった。

　ニアは、自分の気持ちに嘘がつけなくなっていた。隠すことすら、もう難しい。

　アリシアが好き。

　リオンが好き。

　ニアは、二人と一緒に居るときの楽しさを知ってしまった。

　二人が居ないときの寂さびしさを、知ってしまったのだ。




　ふと。

　二人の手に触れるものがあった。

　別々の場所。アリシアとニアは、同時にその手に触れたものを見た。

　それは、一筋の光――心糸。

　霊心体の糸だ、リオンの心糸だ。リオンが二人を見つけ出してくれたんだ。

　それは偶然なんかじゃない。リオンの心の本質アルマがゆえに、なせる業。

　人との繋がりを大切にし、それを本質とするリオンにとって。

　たとえ断たれてしまったものでも、それを再び繋ぎ直すことなんて造作もないこと。

　リオン、アリシア、ニアの心アルマは、いつもひとつに繋がっている。

　そう信じているリオンの心は、決して揺ゆるがない。




　アリシアは笑った。

　何を落ち込んでいたんだろう。何を取り乱していたんだろう。

　自分は独りじゃない。常に仲間はそこに居るのに。

　バカな自分を、アリシアは笑った。

「飛竜ワイバーン、お願いします！」

　こんな狭い所で呼んだらどうなるか。だけどアリシアには自信があった。

　こんな壁かべ、私の飛竜は壊してくれる。

　アリシアは限界ぎりぎりで魔法陣を広げ、そこに一気に霊心体を注ぎ込んだ。暗闇の中に浮かぶ、光の魔法陣。

　一層の光を纏まといながら現れた飛竜は、まるでアリシアを叱責するように咆ほう哮こうすると。

　アリシアを閉じ込めていた壁など、たやすく粉こな微み塵じんに吹ふき飛とばしてみせた。

　光の射すその先にある光景――ひとつの人影を見て、アリシアは確信する。

　やっぱり、私は独りじゃない、と。




　ニアは、自分の頭をコツンと叩いた。

　何を怯えていたのか。何を不安がっていたのか。

　幸せはここにあるのだ。

　くだらない憶測や不安などでは揺るぎないほど、現実に存在している幸せは、強いのだ。

　私には仲間がいるのだから。

　ニアは歌った。心アルマの歌――『歌響定位エコーロケーシヨン』が響ひびき渡わたる。

　自分の心を、みんなに届けるのだ。

　ここに私は居る。

　みんなと一緒に、私は居るよ。

　瞬間、ニアを閉じ込めていた壁が崩れ落ちていき、光が射し込んできた。

　ほら、来てくれた。

　…………誰が？

　そんな気配は感じなかったのに。

　光――血のように紅あかい光が射し込んでくる。蠢く無数の眼めが、ニアを覗き込んでいた。

〝金属蜘蛛〟!?

　ニアは咄嗟に『狂想歌カプリツシオ』を絶唱した。

　洞窟内の狭小空間、四方八方の岩で反はん響きようを繰り返した『狂想歌カプリツシオ』は、壮そう絶ぜつな効果で〝蜘蛛〟の動きを静止させた。だがそれは同時に、ニア自身にまで影えい響きようを及ぼした。

　ただでさえ、助けが来たと思った期待を裏切られて、心が折れそうだったのに。懸命に逃にげようとする足取りも空回りし、まるで浮いているような不安定さに包まれて……

「っん!?」ついに足を踏ふみ外してしまって、ニアはその場に倒れ込んだ。

〝蜘蛛〟の状態は!?　咄嗟にニアが振り返った先では、既すでに〝蜘蛛〟は動きを取り戻し、ニアの方を向いていた。その口もとが、まるで液体のようにグニャリと歪む……。

　鋼糸が放たれる！　もう一度『狂想歌カプリツシオ』をっ……ダメ。心アルマが乱れてて。

　リオン……アリシア……助けてっ！

　声にならない声で叫さけんだ、次の瞬間、無数の鋼糸がニアに向かって放たれた。

　逃げ場所のない拡散攻こう撃げき。このまま『喰われる』のか……そんな諦あきらめの瞳で見る世界、ニアに向かってくる無数の鋼糸……

　その全すべてが、動きを静止させていた。

　鋼糸のひとつひとつと衝突し、その動きを止めているモノが、見えた。

　リオンの、心糸だ。

「ニアッ！」

　名前を叫ぶ声、と同時にニアの足元が崩ほう壊かいした。下は広大な空洞だ。突とつ如じよ足場を失って、為なす術すべなく落下していくニア。しかしすぐに、その身体がしっかりと抱だきとめられた。

　リオンが、ニアの身体を抱き締しめてくれていた。飛竜の背に乗り、宙を舞まい上がる。

　隣となりには、安心したようなアリシアの笑顔……その心ではちょっと妬やいてるみたいだけど。

「すまない。ちょっと遅れちまった」

　真剣な眼で〝蜘蛛〟を睨にらんだまま、リオンは言ってきた。そう話しながらも、リオンは〝蜘蛛〟の鋼糸による攻撃をすべて弾き返していく。

　その横顔が、なぜだか滲んで見えてしまって。

「……遅すぎる」

　ニアは、自分の顔を隠すように、リオンの胸に押おし当てた。リオンの温ぬくもりを感じる。だけど、自分の顔の方が熱い。……そうだ。このまま濡れた瞳を拭いてしまおう。

　アリシアが羨んでいる、そんな気持ちが伝わってくる。だけどニアは気にしない。

　ニアだって、アリシアとリオンが二人でいるときは、ムッとした気分になるのだから。

　これでおあいこだ。
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〝蜘蛛〟は、どうやら移動しながらの鋼糸攻撃はできないらしい。そもそもあの凄まじい攻撃だ、鋼糸で万物を捕らえてしまうのならば、移動する必要もなかったのだろう。

　だが今は、リオンが鋼糸を防いでいる。そして、〝蜘蛛〟の足が止まっているその隙すきに、アリシアの飛竜は〝蜘蛛〟との距きよ離りを稼ぎながら、一路出口の穴に向かっていた。

　ここは洞窟タイプのダンジョンだが、ギリギリ飛竜が飛べるほどには広かった。ただ、それは逆に言えば、飛竜と同程度の大きさをした〝蜘蛛〟も追って来られるということだ。

　そこでリオンは、飛竜が通った後の通路に、心糸で『網あみ』を何重にも張って塞ふさいでいた。遠隔トラップであるため強度はやや劣るが、足止めにはなるはずだ。

　ニアの『歌響定位エコーロケーシヨン』により、ダンジョン内には誰も巻き込まれておらず、出口も判りやすい場所にあることが判っていた。だからもう、こんなダンジョンには用はない。

　むしろ、このダンジョンが消えた後のこと――謎の泉にこそ用事があるのだから。

　とはいえ油断はしない。リオンたちは、万一に備えて、改めて心糸で繋がっていた。

　そんなリオンたちの前に、ダンジョンの魔物が立ちはだかる。甲殻爬虫類リザルドスや幻炎爬虫類サラマンドラなど、お馴な染じみの顔ぶれだ。だが、そんな魔物が今の三人（と一匹）の相手になるわけがなかった。飛竜の速度は微塵も落ちることなく、突とつ撃げきによって蹴散らしていく。

　今のリオンたちは、間ま違ちがいなく以前より強くなっていた。

　霊心体は、心なのだ。

　順調だ。このまま行けば五分程度で脱だつ出しゆつできるだろう。

　やがて、リオンたちを乗せた飛竜は、広大な空間に出た。

　一辺が五〇ｍミターほどはある広大な空間、その天井には、鍾乳石が幾本も垂れ下がっている。そこに凛光蝶が止まる姿は、まるで豪ごう奢しやなシャンデリアのように、辺りを照らす。

　そんな、どこか幻想的な空間の天井近くに、ダンジョンの出口はあった。

「脱出します！」

　アリシアが、心なしか嬉うれしそうに言った。それは油断していたわけではないだろう。

　背後を振ふり返っても〝蜘蛛〟は居ない。リオンの張った『網』にも手応えすらない。

　よし。このまま出口を抜けられる！

　――ゴギンッ！

　次の瞬間、重い音が聞こえ、そして出口が遠ざかっていく――飛竜が急降下していく。

　突然のことにリオンは耐衝撃の心糸も出せず、飛竜ごと地面に叩たたきつけられた。

「ぐっ……くぅ。いったい何が……!?」

「飛竜！　……飛竜っ!?」

　リオンがそこで見たものは、羽が無残に折れてぐったりしている飛竜と、泣き喚きながら飛竜にしがみつくアリシア。

　そしてその奥に……ズゥゥゥゥゥンと着地をしてきた〝金属蜘蛛〟。

〝蜘蛛〟は一体だけではなかったのだ。

　それが天井の鍾乳石の陰に潜んでいて、頭上から奇襲で飛竜の羽を叩き折ったのだ。

〝蜘蛛〟は、まるで身体に鍾乳石を纏っているような模様をしていた。カムフラージュ、そんな言葉は生易しい、透とう明めい化と言っても良いほどに、完全に天井と同化していたのだ。

　思い起こせば、初めて〝蜘蛛〟と遭遇したとき、アリシアの魔眼鳥ブラッディアイも〝蜘蛛〟を見つけられなかったが、それはこういうことだったのだ。

　アリシアは、負傷した飛竜を魔法陣に帰した。あの傷、死に至ることはないだろうが、アリシアの動どう揺ようは計り知れない。

　目の前の〝蜘蛛〟が元の黒光りの姿に戻もどると、やがて、先ほどの〝蜘蛛〟も後方から姿を現した。足止めしたつもりが、こちらが足止めを喰らってしまっては意味がない。

　現状、リオンたちは挟み撃ちにされた状態になっていた。

　出口は、新手の〝蜘蛛〟の真上二〇ｍミターほどに位置している。飛竜が負傷し、アリシアの心が乱れている今、あそこまで行く手段はリオンの心糸のみだ。

　あの位置、〝蜘蛛〟を無視して行くのは危険だ。せめて一時的にでも、二体の〝蜘蛛〟を行動不能にしなければならない。

　そのとき、突然、周囲の景色が蜃気楼のように揺らめき、霞みはじめた。

　この光景……ダンジョンの制限時間が迫せまってきているのだ。

　このままだと、自分たちが取り残されたまま、ダンジョンが消えてしまう。

　早く脱出しなければいけない。なのに、出口の前には〝蜘蛛〟が立ちはだかっている。

　どうすればいい？　と考える時間も惜しい。今は行動するときだ！

　リオンは前後双方に心糸を放った。出口側の〝蜘蛛〟には高く跳ちよう躍やくされて避よけられてしまったが、後方の〝蜘蛛〟には絡み付いた。

　後方の〝蜘蛛〟は、それを意に介さず巨きよ大だいな前脚を振り上げて突進してきた。

　どうせこの心糸では傷ひとつつかない……そう学習したかのような態度だ。

　だが、〝蜘蛛〟に対するのはリオンだけじゃない。たとえ合図や打ち合わせがなくても。

　すかさずニアがリオンの心糸に触れてきた。そして絶唱するのは、破砕の歌。

　それはただの歌じゃない、仲間の涙に怒いかり震ふるえて放つ、心アルマの歌だ。

　途と端たん、〝蜘蛛〟は圧潰し、圧潰し、さらに圧潰して圧潰して、そして、完全に静止した。

　友達を傷つけられたニアの、怒りの一いち撃げき。

　まず一体！　このまま空中のもう一体も……「つぅっ!?」リオンの手に激痛が走った。

　ニアの歌が強すぎる！　破砕の歌がリオンにまで伝わってきたのだ。どうやら指の骨の幾つかにひびが入った。そのせいで反応が乱れ、もう一体に向けた心糸の狙ねらいが狂った。

〝蜘蛛〟が落下に合わせて巨大な前脚を振り下ろしてきた。間に合うか!?　リオンが痛みを堪えて心糸を展開させようとした瞬間――

　ドゴンッ――〝蜘蛛〟が真横に吹っ飛んだ。

　洞窟の壁が粉ふん砕さいされ、激しい砂ぼこりが舞い上がる中、そこに立つ人ひと影かげ。

「困るなぁ。この程度の相手に苦戦しているようじゃ」

　ヴァルニックだ。

　相変わらずの、余裕の笑顔。彼かれはそのまま、リオンの後ろで呆ぼう然ぜんと立つアリシアを見て、

「まぁ、足あし手で纏まといが居るみたいだし、今回は仕方ないかな」

「っ!?」

　ピクッとアリシアの身体が震えた。その顔は不安と哀かなしみに溢れていて。

「ふざけっ……!?」リオンの怒声と同時に、〝蜘蛛〟が起き上がっていた。

〝蜘蛛〟がヴァルニックに襲いかかる。〝蜘蛛〟の八本の脚が、まるで別の生き物のように不規則に突つき出された。

　ヴァルニックはその全てを喰らった……かに見えたが、それは残像だった。ヴァルニックは、いつの間にか〝蜘蛛〟の頭に乗っていた。〝蜘蛛〟の紅い眼が上に集まる。

　すると彼は、〝蜘蛛〟の頭に軽く触れた。途端、〝蜘蛛〟の頭部がドロリと溶けだした。

〝蜘蛛〟は激しく暴れてヴァルニックを振り落とした。溶けてしまった頭部は歪に潰れたままだ。その影響だろう、〝蜘蛛〟はもはや、まっすぐ進むこともできないようだった。

　すると〝蜘蛛〟は、口の部分をグニャリと歪ませ、鋼糸を拡散放射した。

　逃げる隙すき間まもないほどに放たれた鋼糸が、ヴァルニックだけでなくリオンたちにも襲い掛かかってくる。リオンは咄嗟に自分たちの周囲に心糸を舞わせ、繭のような盾たてを作った。

　その必要は無かった。

　スパンッと小気味いい音と共に、鋼糸が微塵に切り捨てられたのだ。場ば違ちがいなほどに幻想的な光景。凛光蝶の明かりに照らされた鋼糸の欠片が、星のようにきらめいていた。

　圧倒的な優位。ヴァルニックは、いつも通りの笑顔のまま、〝蜘蛛〟を一発だけ蹴り飛ばした。パンッという軽快な音を立てて、〝蜘蛛〟の上半身は粉砕されていた。

（……なんて強さだ）

　リオンは、ここで二度目のヴァルニックの戦いを見たことで、やっとその正体が見えた。

　身体の武具化、むしろ魔物化と称しようした方が良いかもしれない。

　あの〝蜘蛛〟の身体を溶かすほどの高熱を纏う拳。鋼糸をたやすく切断するほどの硬化ツメ。そして最後に〝蜘蛛〟を粉砕したのは……詳くわしくは判らなかった。恐おそらく、内部で爆発を起こすような力が注ぎ込まれたのだろう。

　これがもし、ヒトが相手だったら……というのは、あまり考えたくない。

　思い起こすのは、先日の戦せん闘とうでのヴァルニック。あれはまるで、魔物の攻撃を効率的に利用して戦っているように見えた。だが違ちがったのだ。

　あれは、魔物の力を自分の四肢に発現して、文字通り、手足として扱っていたのだ。

　ゾワリ、と恐怖を覚える。

　その強さにではない。そんな霊心体を創つくり出してしまう、ヴァルニックの心に。

「みんな無事だったかい？　いやぁ、不得手とはいえ、僕も人助けができるもんだね」

　相変わらずの、感情が読めない笑顔。あれだけ煽っておいて、この顔。まさに仮面だ。

「ヴァルは、どうしてこのダンジョンに居るんだ？」

　不ふ機き嫌げんを隠さずにリオンは訊きいた。

「どうしても何も、僕は巻き込まれただけさ」

　そんなリオンの気持ちを気にも留めずに、苦笑混じりでヴァルニックは言った。

　ニアの『歌響定位エコーロケーシヨン』でも見つからなかったのに。

　それは、ヴァルニックが完璧に気配を殺していただけかもしれない。だが、その真偽を確かめるような意味も時間もない。今リオンがすべきは、一刻も早く脱出することだ。

　ここから戻れば、時間はいくらでもあるのだから。

「さぁ、早くこのダンジョンから抜け出そう。時間はあとわずかだ」

　リオンの言葉に、アリシアとニア、そしてヴァルニックも頷いた。




　リオンの心糸によって、出口への道が作られた。

　ヴァルニックが脱出して。

　ニアが脱出して。

　油断したつもりはなかった。ずっと警けい戒かいしていたはずだった。

　アリシアが脱出して……。

　アリシアは、最後に脱出しようとしているリオンに手を貸した。足手纏い……その事実を少しでも払拭したくて。

　すると、リオンの背後――洞どう窟くつの地面に蠢く紅い眼を見た。

　三体目の〝蜘く蛛も〟だ！

　その口もとがグニャリと歪み、鋼糸が放たれた。それは一直線にリオンに向かって……

「リオンッ！」

　身体が勝手に動いていた。アリシアはリオンの手をグイッと引き寄せると、勢いそのままリオンをダンジョンの外に投げ飛ばした。

　突とつ然ぜんのことに驚きの目をして、アリシアを見やるリオン。

　彼の見開かれた瞳ひとみには、鋼糸に捕つかまって身動きの取れない、アリシアの姿が映っていた。

〝蜘蛛〟の鋼糸は、空間裂断の結界に開いた穴を抜け、ダンジョンの外側にいるアリシアを摑んでいた。

　ダンジョンの中からこの世界へと、境界を貫く攻撃。そんなことが可能だなんて!?

「アリシアーッ」

　駆け寄るリオンに、アリシアは微笑みを返した。……これで少しは、役に立てたかな？

　その瞬間、アリシアは凄まじい力で引っ張られた。

　その手を、熱くて大きい手に握られながら。

　……どうして!?

　驚き、怒り、哀しみ、様々な感情がごちゃ混ぜになりながら、アリシアはダンジョン内へと引き戻されていった。

　リオンと一いつ緒しよに。




　この手を離さない。

　アリシアの手をしっかりと握ったリオンは、アリシアと共に〝蜘蛛〟に引き寄せられていく。と同時に、〝蜘蛛〟の口の部分が、まるで花が開くかのようにガバッと広がった。

〝蜘蛛〟の口の中は、何も見えない闇やみ。コレが『喰くわれる』と言うヤツか。

　リオンの頭は冷静だった。

　仲間を守る。その一心のみ。それ以外は考えていない。

　それを邪じや魔まするモノがあるなら、絶対に許さない。

　リオンが手を振るう、と同時に幾いく筋すじもの心糸がきらめき、アリシアを捕まえていた鋼糸を断ち切った。だが慣性と重力は、リオンたちを〝蜘蛛〟の口へと向かわせる。

　すかさずリオンは、天井の鍾乳石を心糸で摑んでいた。〝蜘蛛〟が口を閉じる、その直前、ゴムのような反動を得て、リオンたちは急上昇きゆうじようしようしてそれを避けた。

　リオンはアリシアを支えながら天井に『着地』すると、〝蜘蛛〟をまっすぐ見下ろした。〝蜘蛛〟は間髪いれずに鋼糸を放っていた。回かい避ひする隙間もないほどの拡散攻撃だ。

　リオンは、アリシアを抱かかえる手に力を込める。ここが一番安全だよ、と伝えるように。

　アリシアがキュッとリオンを抱き締め返してきた。リオンへの信しん頼らいが伝わってくる。

　それを確かく認にんしたリオンは、自分たちの周りに『繊滅の終ククリ』を展開させると、天井を蹴って一直線に〝蜘蛛〟に突っ込んでいった。

　四方八方から鋼糸が襲おそい掛かってくる……リオンの心糸はそれをすべて粉砕していく。

　アリシアには指一本、糸一本すら触ふれさせない！

　その決意が、リオンの心糸アルマを強くする。

　彼の心の本質アルマ――『絆』を胸に抱きながら。

　心糸が舞った。縦じゆう横おう無む尽じん、無数の斬撃が〝蜘蛛〟を襲う。

　ザザンッ……リオンの一撃は、地面の岩盤を格子状に切り刻んだ。

　その上に立つ〝蜘蛛〟ごと、切り刻んだのだ。

　かつて傷ひとつつかなかった〝蜘蛛〟の外がい殻かくも、もはやリオンの心糸を妨げられない。

　仲間との絆を深めたリオンの力アルマは、そんな程度では邪魔できないのだ。
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〝蜘蛛〟が粉微塵に崩れていく、その光景を背に、リオンは着地するや否や、アリシアを抱えて駆かけ出だした。

　戦っていた時間は数秒足らず。今すぐダンジョンから脱出しようと出口に向かって……

　その必要はなかった。

　なぜなら、もう出口は無かったのだから。




「リオン……アリシア……」

　ニアは名前を呼んだ。

　好きな人の名前を呼んだのに。

　姿が見えない。返事がない――何も聞こえない。

　二人の心アルマが、聞こえない。

　目の前には、聖地の大穴がぽっかりと開いている。ただそれだけが開いている。

　ついさっきまであったダンジョンの出口は、もう、開いていなかった。

　ニアの手には、リオンの心糸があった。これは、もしかしたらリオンに繋つながっているかも……そんな期待はない。

　ニアが持っている心糸は、たった数ｍミターで切れているのだから。




　ニアの背後。ヴァルニックは、笑顔の仮面を取り去って、本物の笑みを浮うかべていた。もっとも、傍はたから見たらその違いなど判わからないだろうが。

　さて。果たしてこの状じよう況きよう、アリシアは、そしてリオンはどうするのか。

　召喚士と、そして、『扉』を創り出すモノ。

　その二つが揃そろった時点で、ヴァルニックにとっては成功と言えるのだ。

　たとえ二人が向こう側に閉じ込められたままだとしても、構わない。

　いずれにせよ、『扉』は開くのだ。




　リオンとアリシアは、ニアの隣に立っていた。

　ニアの後ろにはヴァルニックも見える。

　周囲は、空間裂断に巻き込まれる前の光景そのままだった。モサノアジールの山肌に、大穴が開いていて、そこは地下遺い跡せきのような洞窟が続いていて……。

「リオン……アリシア……」

　ニアの声が、リオンにもアリシアにも届いている。

「ニア！　ヴァル！」

「ニア……ニア！」

　なのに、二人が何度呼びかけても、ニアやヴァルニックには届かない。

　話すことも触れることもできない。

　ただ見えるだけ。ただ聞こえるだけ。

　そんな、ずれた世界に二人はいた。

「……リオン。どうして来てしまったんですか？　こんな苦しい思いをするのは、私だけで良かったのに」

「……けるな」

　リオンの声が震えていた。

「ふざけるな！　お前が勝手に犠牲になって、それで俺おれが助かってたら、俺が喜ぶとでも思ってんのか!?」

　今度は視界がにじんできた。

「お前はっ……お前は、残される側の気持ちを考えたことがあるのかよ!?」

「……リオン」

　アリシアはリオンに歩み寄ってきて、いきなり抱き締めてきた。

　何をするんだ、これじゃあまるで子供扱あつかいじゃないか。俺は子供じゃない。そうだよ、こういう子供扱いが嫌だから、俺は強くなろうと決めたのに……。

　なのに、嬉しかった。その気持ちを伝えるように、リオンもアリシアを抱き締める。

「私、一人は嫌です。もう一人になりたくないです。もう一人にさせたくないです」

「俺だって、一人は嫌だ。一人にさせるのも嫌だ」

「……でしたら」

　と、アリシアは顔を起こした。

「あぁ」

　リオンも顔を起こす。

　揃って顔を向けた、その視線の先にいるのは、ニア。

「俺たちには、やらなきゃいけないことがある」

「はいっ」

　アリシアは、気持ちいいくらいの返事をした後、

「でも、どうやったらできるんでしょう？」

「あぁ、それなら見当はついている」

「え？」

「消失からの復帰。先にやってきた連中がいたじゃないか」




　霊れい峰ほうに開いた大穴の奥おく――地下遺跡のような洞窟を進んだ先。

　神しん殿でんのような造りの扉を開けると。

　そこに、霊心体の泉はある。

「ここに魔ま法ほう陣じんが浮かび上がって、ジャルジたちが現れた。気配もなかったのに突然現れたんだ。つまりコレは、ここみたいな『別世界』と『俺たちの世界』とを繋げている魔法陣なんじゃないかと思うんだ。だから、コレを使えば、元の世界に帰れるかもしれない」

「なるほど。……ですが、あの怪け我がは何が原因だったんでしょう。もし、〝蜘蛛〟に襲われたものではなく、この魔法陣が原因だとしたら……」

「いいじゃないか、帰れるなら。それで帰ってから、ゆっくりニアに治してもらおう」

「そんな気楽な……」

「慎重なのは悪いことじゃないが、どうやら今は、悩なやんでる暇はなさそうだぞ」

「え？　……あっ!?」

　アリシアが泉から顔を上げると、景色が急変していた。

　空間に亀裂が走っていた。

　物理的なものではない。空中・空間そのものに亀裂が走っていたのだ。

　ピシピシと、バラバラと、亀裂が走っては、崩れていく。

　その奥にあるのは、吸い込まれそうなほどの、暗黒。

　何もない世界が広がっていた。

「ここは、きっと普通の世界とダンジョンとの中間みたいな、中ちゆう途と半はん端ぱな世界なんだろう。このままここにいたらどうなるか……まぁ、正直言えば、少し興味はあるんだが」

「リ、リオン!?」

「冗じよう談だんだ」

　リオンはそう言ったけど、多分、かなりの割合で本気だったろうと思う。

　ダンジョンと共に消えた人は、どうなってしまうのか。

　リオンの大切な家族は、今どこにいるのか。

　その答えが、すぐ近くにあるのだから。

　ただし、その答えを知ったところで、無事に戻って来られる可能性は、限りなくゼロだ。

　その間も、亀裂の範はん囲いがじわじわと広がってきていた。今は考える時間はない。

「やりましょう。やってみせましょう、リオン！」

　アリシアが決意を込めて言うと、リオンも頷うなずきを返した。

　さっそくアリシアは、泉の縁ふちに立った。そこにはまだ魔法陣は見えない。

　だったらと、アリシアはまず、普通の魔法陣に霊心体を注ぐのと同じ要領で、泉そのものに霊心体を注ぎ込むことにした。霊心体でできた泉に触れて、意識を集中させる。

　変化はすぐに起きた。

　泉の中に、魔法陣がポウッと光を放って浮かび上がった。成功だ……とは言えなかった。やはり普通の魔法陣とは違って、なかなか綺き麗れいな光にならず、弱々しく揺らめくだけだ。

　ピシ……。亀裂が近づいてきている。

　早く、早くしなくちゃ。集中……集中するんだ……

　そんなことを考えれば考えるほど、余計に焦って、集中できなくなる。

　ピシピシ……。さっきよりも近く、さっきよりも大きい音。集中しなくちゃ！

　……怖こわい、怖いけど、頑張らなくちゃ……

　ふと。アリシアの手に触れるものがあった。リオンの手だ。温かくて、力強い。

　リオンがいる。その意識が、アリシアの気持ちを一気に集中させた。

　リオンのため。ニアのため。

　好きな人のために、頑がん張ばるんだ。

　霊心体の光が一気に満ち満ちていく。速度を増した光たちは、迷いなく、そして鮮あざやかに、霊心体の泉に魔法陣を描き上げた。

「やった！　準備ができました！」――ピシピシィッ！

　アリシアの声に、ひときわ大きな破砕音が重なった。同時に、空間を切きり裂さいた闇の亀裂が、魔法陣の一部を断ち切り、光を断絶してしまった。急激に光を失っていく魔法陣。

「こ、このっ！」

　するとリオンが霊心体の心糸を発現して、元の魔法陣をなぞるように展開した。すると、それが魔法陣の修復をもたらしたのか、魔法陣が光を取り戻していく。

「アリシア、もう一度だっ」

「は、はいっ」

　アリシアは慌あわてて霊心体を注ぎ込む……ピシッピシッ……亀裂の頻ひん度どが上がっている。

　そこをリオンが心糸でなぞっていく。その間も亀裂が魔法陣を侵蝕していく。

　魔法陣がボロボロに崩くずれていく。

　すかさずリオンの心糸が修復して……また別の場所に亀裂が走ってボロボロに……。

　ボロボロに、ボロボロに……

　泉が……魔法陣が……壊れていく。

　世界が、壊れていく。

「リ、リオン、もうこのままじゃ……」

「アリシア！　魔法陣の方じゃない。俺の心糸に霊心体を注いでくれ！」

「えっ？」

　アリシアは困こん惑わくしながら、魔法陣ではなくリオンの心糸を注視した。

　それは、泉に浮かんでいた魔法陣を完全に模写していた。

　直径一〇ｍミターもの巨大な、精緻で複雑な魔法陣。それを、リオンは心糸で再現したのだ。

　これならいける！　アリシアはそう確信して、リオンの心糸に触れようとした……瞬しゆん間かん。

　フッと、リオンの身体がバランスを崩していた。

　困惑した顔と、焦点の合わない瞳。

　リオンの霊心体が、枯こ渇かつしたのだ。

　これまで、元の世界での霊峰の探たん索さくから、ダンジョン内でのアリシアとニアの捜そう索さくに、〝蜘蛛〟との戦闘など、リオンは常に先頭に立っていた。そこに来て、この巨大な魔法陣。無事で済むわけがなかったのだ。

　アリシアは慌ててリオンを支えた。ぐったりとした身体。心糸を放つ腕うでもフラフラだ。アリシアはその腕を支えようとするが、ついには心糸が力なく緩ゆるんでいってしまって……。

　もう、ダメなのかな。

　……ニアと、離れ離れになっちゃうのかな。




　歌が聞こえた。




　その歌は、場違いなまでに軽快で、賑にぎやかで、そして何より、幸せそうで。

「……ニア」

　ニアの声が届く。ニアの歌が届く。

　ニアの心が、届いてくる。

　……どうして、こんな声で歌えるんですか？

　その答えは、きっと簡単だ。

　ニアは信じているんだ。リオンとアリシアが帰って来ることを、信じているから。

　どこにいるかも判らない、無事かどうかも判らないアリシアたちに向けて、霊心体を回復させる『霊心頌歌フアンフアニア』を。

　心アルマを込めて、歌っているんだ。

　何が『ニアと離れ離れになっちゃう』だ。私のバカ。

　彼かの女じよはいつも、私たちの傍に居てくれるんだから。

「帰ろう。仲間が待ってる」

　リオンがはっきりとした口調で言った。ニアの歌が、リオンの霊心体を回復させていた。

「はい。あんまり待たせちゃ悪いですものね」

　アリシアも微笑ほほえみを返す。そしてリオンの心糸に触れて、自分の霊心体を注いでいく。

　周囲では亀裂の音が響き渡っている。だけど今は、もう気にならない。

　リオンの心糸で描えがいた魔法陣が、アリシアの霊心体で開く。ニアの歌に支えられて。

　次の瞬間、魔法陣から、柱のような光が放たれた。

　一筋のまばゆい光が、周囲を覆い尽くしていた闇の亀裂を貫いていく。

　そこに創り出されたのは、光のトンネル――異世界の壁をも貫く『道』だ。

　ふと。

　その光の先に見えた光景に、リオンとアリシアは思わず目を細めていた。

　どんな光よりも輝いているモノが、二人を迎えてくれていたのだ。

　仲間の涙が、そして笑顔が、そこにある。

　まず一歩、そして一歩、ゆっくり進んだ足取りは、それからもう数え切れなくなった。

　闇を抜け、光の先へと駆け出していく。

　仲間とともに――

　仲間のもとへ――
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エピローグ







　朝。

　リオンは、目覚めの曖あい昧まいな意識の中で、穏やかな気持ちに包まれていた。

　トントントン……軽快なリズムが奏かなでられている。

（……あぁ。朝あさ御ご飯はんを作ってくれてるんだな）

　いつもの朝だ。

　リオンはベッドから立ち上がり、大きく伸のびをしながら部屋の扉を開けた。その途端、パンやバターのいい匂においが鼻をくすぐってくる。

「ん、起きた？」

「あぁ、おはよー」

　キッチンの方からニアの声がして、リオンはいつものように挨あい拶さつを返す。

　トテトテと床ゆかを駆ける音がして、廊ろう下かの角からニアがぴょこんと顔を見せた。花はな柄がらのエプロンを着て、その手には包丁。

　相変わらずの、いつもの朝だ。ここ一ヶ月、ずっと続けられている日常の風景。

「朝御飯、もうすぐできる」

「ありがと。……アリシアは、やっぱり熟睡中か」

「寝ねる子は育つ」

「もうそんな年でもないだろうに」

「そうでもない。結構育ってる」

「ふぅん？」

「一緒にお風ふ呂ろに入ると、よく判る」

「あ、うん……」

　深くは追究しない。




「おはようございますぅ」

　リオンとニアがテーブルに皿を並べた辺りで、アリシアが起きてくる。実はアリシアは、酒とか関係なく寝ぼけていることがあるから、リオンはそっちを向かないようにしている。

「今日は大だい丈じよう夫ぶ」

　ニアが教えてくれるのを確認して、リオンも「おはよう」と振り返った。

　下着姿だった。

　リオンはゴキッと音が鳴るくらいに振り返って、ニアを睨にらんだ。

　ニアは悪びれることもなく、アリシアに何も教えないまま、席に着くよう言っていた。

　それに素直に従うアリシア。それはそれでどうかと思う。

「……聞こえたっ」

　突然、ニアが言った。

　何が聞こえたのか。言うまでもない。彼女の能力は、日々成長している。

「行きましょう、リオン、ニア」

　アリシアが立ち上がり、毅然とした表情で言った。

「その姿でか？」

　さすがに耐えきれず、リオンが指し摘てきした。

「え？　……きゃ、きゃあああぁぁぁぁっ!?」

　アリシアは悲鳴を上げると、自室の方に駆けていきながら、

「先に行っててください、すぐに着替えますから！」

「追いつけるのか？」

　リオンが問うと、

「大丈夫ですよ。私は、誰だれよりも早く着くことができますから」

　どこか誇ほこらしげに胸を張るアリシア……下着姿なのに。

「早く着く前に、早く着るべき」

「ひぐっ!?」

　ニアの冷静なツッコミが突き刺さり、アリシアは改めて自室に逃にげ帰っていった。部屋の中からは「きゃっ!?」とか「うにゅ!?」とか、悲鳴ばかりが聞こえてくる。

　――キィィィィィィィ……ィィィン！

　やがて遠くから、耳をつんざくような不快な音が聞こえてきた――予鳴震だ。

「……やっぱり朝は、担当になるのは難しそうだな」

　リオンは苦く笑しようする。そこには焦燥感もなければ、アリシアに呆れるような気持ちもない。

　アリシア隊が不得手とするところは、逆に得意とする者に任せておけば安心だから。

「この様子じゃ、きっとまた、ジャルジ隊が突とつ入にゆう担当になるんだろうな」

「ん。朝はあそこに負けっぱなし。でも昼を過ぎれば、私たちは負けない」

「そうだな。まぁ、ニアの初任務は、またお預けってことで」

「私は気にしない。またの機会がある」

　そうだ。またの機会を待てばいい。

　アリシア隊は、これからもずっと一緒なのだから。

　正直、ニアのやりたいことは、『緋十字クルセデイアと』は一いつ致ちしていないかもしれない。

　だけど、『リオンとアリシアと』は一致している。

　三人で、一緒にダンジョンに立ち向かっていくんだ。

　その脅きよう威いに。

　そして、その謎なぞに。




　同志とともに、ひとつの目標へと。

　そんな決意を抱く者は、緋十字だけではなく……




　霊峰の地中にある、霊心体アルマの泉。

　その縁に、ヴァルニックは立っていた。

　かと思うと、彼はふいに泉の中に飛び込んだ。その身体は、霊心体の泉に浮くことなく、一気に下まで落ちていった。何の抵抗もなく、まるで霊心体そのものが無価値であるかのように。

　およそ八〇ｍミター下方へ落下する。やがてヴァルニックは、泉の底にトンと身軽に着地すると、周囲を囲む壁かべの一部に触れた。途端、触れた場所が光り、その横の壁が自動に開いた。

「ここの回路は、まだ無事か」

　皮肉を込めて、ひとりごちる。

　壁が開いたその先は、大きな部屋となっている。

　そこには、整然と並ぶ〝蜘蛛〟の群れ――ざっと五〇体。

　だが、この〝蜘蛛〟たちは巨きよ大だいなカプセルに入れられ、眠るように固まっている。

「中身は無事とは言えないな。まぁ、もともとリオンの実力を試すためのゴミだからね」

　三体ほど、偶ぐう然ぜん『貯蔵庫』の外にいたモノは動いたのだが……。

　そもそも、こんな『自動ドア』に使われている程度の回路や、最弱の『魔導機』数体が無事だったところで、何にもならない。

　肝かん心じんの『転送』装置は、やはり、リオンとアリシアの協力がなければ修復できないのだ。

　現に、彼らは『転送』を成功させた。このオンボロの『転送』装置を復活させて。

　それにしても、ジャルジたちが『転送』されて来たかのように見せるのには、苦労した。

　あれは、ヴァルニックがわざわざ彼らをこの泉の底まで運んで来て、リオンたちが来たタイミングで魔法陣のライトだけを起動させて、彼らを泉の上に投げ込んだのだ。

　思い起こすとバカらしくなって、ヴァルニックは溜ため息いきと共に肩かたをすくめた。

　もっとも、その偽装の甲か斐いあって、計画は途と轍てつもなく順調と言えるのだが。

　リオン・ノードス。

　彼かれはただの糸使いではない。それは彼自身、まだ気付いていないことだ。

　あの糸は、他者の霊心体を付加し、自らの能力として使えるようになるのだ。

　本来、リオンの糸は、『捕ほ縛ばく』の効果しか持っていなかったと聞いている。それが今や、切断だろうが、ゴムの性質だろうが、自由自在だ。

『切断』の効果もそうだが、ニアの『声』を伝えたときも、アリシアの『魔法陣』を描いたときも、リオンの能力が独自に働いていた。

　それがなければ――アリシアやニアの単独の力では、いずれも成功しなかっただろう。

　仲間が増えれば増えるほど、強くなる。しかも、一いつ旦たん強くなってしまえば、その後は仲間が消えても構わない――むしろ消えた方が強くなる。

　これからの進化も、ヴァルニックにとって、十分に期待できるものとなるだろう。

　それはまさに、絶望の迷めい宮きゆうから英えい雄ゆうを救い出した神話：『万能を秘めた神の絲アリアドネ』なのだ。

　そして、アリシア・アイナビスタ。

　アレもまた、おかしな力をもっている。
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　彼女の力の正体は、『神話具現化』なんかじゃない。

『召喚』だ。

　緋十字は――エンデはそれを隠かくしている。まぁ、彼もいろいろ独自に動いているようだが、そう長続きはしないだろう。

　信念アルマの弱きモノは、この舞ぶ台たいから降りていくべきだ。

「世界を閉ざしていた扉は、開かれるんだ」

　ヴァルニックは、まるでそこに誰かいるかのように、語りかける。

「だから、マヤ。早くその扉を通って来ておくれ。大丈夫さ。今度はちゃんと、召喚してもらえるはずだから」

　あのときは、アリシアが『餌えさ』を払えなかったけど、それもすぐに払えるようになる。

　そうすれば今度こそ……。

　さぁ、この世界をどうするか、決めようじゃないか。

　このまま、僕ぼくの理想とする『あの世界』に塗り替えるべきか。

　それとも、キミが愛してやまない『この世界』を残すのか。

　決着をつけよう。







あとがき







　お久しぶりです。または初めまして。しやけ遊魚です。

『侵蝕ダンジョンと神速の奪還小隊』、いかがでしたでしょうか？

　それとも、先にあとがきを読んでいて、これから本編を読むのでしょうか？

　とりあえず、ここにはネタバレなんてものはないので、気楽に読んでくださいませ。

　というか、本作のタイトルこそ内容をバラしているような……。

　さて。

　本作は、ダンジョンが『世界の敵』となっている世界で、ちょっと変わったバトルをしつつ、と同時にラブコメもしつつ、というファンタジーな内容になっています。

　ファンタジーバトル系の話は、いつか書いてみたくて企画案を出していたものの、なかなかコレといった物が出せない状態でした。

　そんなある日、担当編集さんとファンタジー系の小説やゲームについて駄弁っていたとき、ふと、『とあるゲームのダンジョンで全滅した勇者たちの棺桶は、どんな経緯で街に戻ってくるのか』という話になったのです。

　担：「例えば、『くろくわ』みたいなものがある、なんて考えはどうです？」

　私：「く、『くろくわ』……なるほど、『クロクワ』ですか」（……なんだそれ。なんかのゲームの略称かな？）

　担：「はい。戦国時代は、至るところで戦があって、死体も普通に転がっていたわけです。それを回収して埋葬する『黒鍬』という職があったんですけどね」

　私：「な、なるほど～。ふむふむ、確かにぴったりですね」

　そんなちょっとした会話がきっかけとなり、『ダンジョンで救助部隊が活躍する』という、本作の基礎となる部分が固まりました。

　当初は、私の方から案を出しておきながら、「普通は戦闘・攻略部隊が活躍するわけで……裏方の救助部隊が活躍する場面って、凄く地味かも」と悩みまくっていたのですが。

　その後、『黒鍬』→『クロクワ』→『クロックワーク（時計仕掛け）』→『制限時間ありのダンジョン』などという言葉遊びで設定を考えたり……。

　編集さんに「ダンジョンがありきたりです。魔物の強さでなく、もっとダンジョン自体が脅威になるようにできませんか？」と言われたとき、「ならいっそ、『ダンジョンそのものが世界を襲う』っていう設定にしちゃえ」と考えた案が意外と面白かったり……。

　なんかもう、「ファンタジーの設定を考えるのって、凄く楽しい！」という感じでした。

　とまぁ、書いてる方だけが楽しんでも仕方がないので、この楽しさが、読んでる側にも伝えられていたらいいな、と思います。




　それでは、謝辞を。

　担当編集さん。あのときの黒鍬の話がなければ、本作は形になっていなかったかもしれません。その他にも、いつも改善・成長のためアドバイスをしていただき、ありがとうございます。

　イラストを描いてくださったオガデンモンさん。こちらの拙いイメージを基に、素晴らしいふともも……もといイラストを描いてくださり、ありがとうございます。それにモンスターも、飛竜は格好良く、〝蜘蛛〟は妙な不気味さが表れていて、もう最高です。

　そして、この本を見てくださった皆様。本当にありがとうございます。バトルに燃えたり、ヒロインたちに萌えたり、いろんな楽み方をしてもらえたら幸いです。





二〇一四年　ポプラの綿毛が鼻に入る、北の国より
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